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　プロローグ








二○○[image: えっくす]年四月一八日

東京湾上空　高度四万フィート






　航空自衛隊百ひやく里り基地をねぐらにする戦術偵てい察さつ機き、ＲＦ─４Ｅは東京湾上空を音おん速そくに近いスピードで上昇していた。

　抜ぬけるような青空が天てん蓋がいの向こうに広がっている。後こう席せきに座すわる副ふく操そう縦じゆう士しは、機き載さいカメラの状じよう況きようを確かく認にんしながら、硬かたい声で無線に呼よびかけた。

「ＬＵＲＫ01よりオフサイド・コントロール。現在高度四万フィートに到とう達たつ。目もく標ひようの位い置ちを指し示じされたし」

『こちらオフサイド・コントロール。ＬＵＲＫ01、方位０７８へ飛ひ行こうせよ。目標は高度八万フィートを降こう下か中ちゆう、距きよ離り56』

「了解」

　まばゆい陽よう光こうに目を細めながら、副操縦士は染しみ一つない蒼そう空くうに視し線せんをさまよわせた。

　全長二キロの小しよう惑わく星せい、そう報ほう告こくを受けた。去年の十一月に発見されたそれは、本来であれば地球から五十万キロ離はなれた空間を通つう過かするはずだった。それがどういうわけか地球への衝しよう突とつコースに乗り、気がつけば首しゆ都と圏けんめがけてまっさかさまに落ちてきていた。

　悪い冗じよう談だんだと思った。シミュレーションによれば、その爆ばく発はつ規き模ぼは広島型原げん爆ばくの数千倍。まともにぶつかれば関東一いち円えんはおろか日本全土が壊かい滅めつ的てきな被ひ害がいを受けかねない。

『おい』

　無線越しに、前ぜん席せきの操そう縦じゆう士しの声が飛び込んできた。白いグローブに包まれた親指が風ふう防ぼうガラスを叩たたいている。

『三時の方向、あれじゃないか』

　酸さん素そマスクのホースを引きずるようにして首を回す。親指の指し示す先、群ぐん青じよう色いろの空に、ぽつりと墨ぼく汁じゆうをたらしたような黒点が現れていた。副操縦士は眉まゆをひそめた。

「なんだ……あれは」

　呻うめき声ごえが漏もれる。自分の見ている物が信じられなかった。

　細く長い胴どう体たいが二つ、垂すい直ちよくに交こう差さしている。完全な左右対たい称しよう形けい。十じゆう字じ架かだった。巨大な十字架が空から落ちてきている。

　副操縦士は、しばらくの間呆あつ気けに取られてその物体を見つめていた。あまりに非現実的な光景に、意い識しきが凍こおりついていた。イヤホーンから漏れ出す低いノイズで我に返る。切せつ迫ぱくした口く調ちようで、管かん制せい官かんが呼よびかけを繰くり返かえしていた。

『オフサイド・コントロールよりＬＵＲＫ01、聞こえるか』

「こちらＬＵＲＫ01。オフサイド・コントロール、大変だ。目もく標ひようは小惑星なんかじゃない。あれは、あれは──」

『ＬＵＲＫ01、報告を受けている余よ裕ゆうはない。至し急きゆうその空くう域いきより退たい避ひせよ。政府は米軍へ核かくの使用を要よう請せいした』

「なんだと？」

『繰り返す、政府は米軍へ核の使用を要請した。既すでに横よこ須す賀かの米軍はカウントダウンに入っている。退避せよ、退避せよ』

『了解、退避する』

　前席の操縦士が短く答え、機体を傾かたむかせた。横よこ殴なぐりのＧが体を側そく壁へきに押しつける。副操縦士は、喉のどの奥おくから唸うなるような声をあげた。

「畜ちく生しよう、核だと？　すぐ下は東京なんだぞ」

『仕方がないだろ。あれが落ちれば、どのみち下は終わりだ』

　妙みように冷れい静せいな操縦士の声が苛いら立だたしい。副操縦士は眉根を寄せながら、遠ざかる十字架を睨にらみつけた。赤い空気の膜まくに包まれ落らつ下かする縦たて長ながのシルエット、それはまるで大地に振ふり下おろされる断だん罪ざいの剣のようにも見えた。





同日　三時間後






　滋賀県彦ひこ根ね市、琵び琶わ湖こ東とう端たんに位い置ちする松まつ原ばら水泳場は、迷めい彩さい服ふくを着た自衛隊員でごった返していた。遠浅の砂浜をトラックや装そう甲こう車しやが埋うめ尽つくしている。南みなみ方かた恵けい吾ごは、ネクタイを緩ゆるめながら立ち入り禁止のロープを乗り越えた。革かわ靴ぐつが白い砂に沈しずみ込こむ。黒ずんだ湖面が、まるで大おお海うな原ばらのように眼がん前ぜんに広がっていた。

「おい、そこのあんた。入っちゃいかん！」

　野の太ぶとい声をあげて、中年の自衛官が走り寄ってきた。赤しやく銅どう色いろの顔に隈くま取どりのような深い皺しわが刻きざみ込こまれている。角かく張ばった顎あごと突き出た頰ほお骨ぼねが、男をひどく強こわ面もてに見せていた。

　恵吾は男に向き直ると、スーツの内ポケットから身分証を取り出した。

「外務省の南方恵吾です。本省から情報収集の指し示じを受けてきました」

　面めん食くらったように身分証を覗のぞき込こみながら、男は首を傾かたむけた。目の前の若者が本当に外務省の人間なのか、訝いぶかしむような表情だった。

「お役人さんか？　なんでまたこんなところに」

「別件で大阪に来ていたんです。その途と中ちゆうであれが」

　恵吾はちらりと湖のほうを見た。曇どん天てんの下、暗あん色しよくの水面に突つき刺ささるようにして、巨大な構こう造ぞう物ぶつがそびえ立っている。直ちよく方ほう体たいを二つ、垂すい直ちよくに組み合わせたような左右対たい称しようの形状。十じゆう字じ架かだった、見上げるばかりに巨大な十字架が琵琶湖を貫つらぬいている。

　落下ゼロ・アワーから三時間、どこもかしこも大だい混こん乱らんで人手が不足していた。恵吾の所しよ属ぞくする組そ織しき──外務省もその例外ではない。でなければ、入省三年目の若造をただ近くにいたという理由だけで、こんなところへ向かわせるはずもなかった。

　恵吾は身分証をスーツの内ポケットに戻もどした。

「首しゆ都と圏けんに落ちてくるという話でしたよね」

「米軍が核かくを使ったらしい。粉こな々ごなに砕くだこうとしたんだろうがね、結果はあの通りだ。無む傷きずのまま軌き道どうだけ逸それて、こっちに落ちてきやがった」

「よく無ぶ事じでしたね」

　恵吾は鼻の両りよう脇わきにわずかな皺を寄せて言った。あれだけの質量、まともにぶつかればただではすむまい。いくら琵琶湖がクッションになったとはいえ、このあたり丸ごと吹っ飛んでいてもおかしくなかった。

　そう告つげると、男は困こん惑わくしたように頭を搔かいた。

「よくわからんが、墜つい落らく寸すん前ぜんに突とつ然ぜん速そく度どが落ちたらしい」

「速度が？」

「何かこう目に見えないネットで受け止めたみたいに──とか。詳くわしくは知らんよ。こっちも後追いで来てるからな、衝しよう突とつの瞬しゆん間かんは見ていない。地元の人間に聞いただけだ」

　男は忌いま々いましそうに唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「見ての通り、こっちも混こん乱らんしている。水すい没ぼつした地域の救きゆう助じよもあるし大した協力はできん。それでもよければ、まぁ好きに見て回るといい」

「あれは……？」

　恵けい吾ごは鈍にび色いろの空を指さした。十じゆう字じ架かを取とり巻まくように、数機のヘリコプタが旋せん回かいしている。丸みを帯おびた大おお柄がらな輸送ヘリが二機、それを取り囲むように鋭えい角かく的てきなシルエットを持つ攻こう撃げきヘリが飛行している。男はああと気の抜ぬけた声をあげた。

「調査隊だよ。放ほう射しや能のうとかウィルスとか、そういう物ぶつ騒そうなものがないか調べるらしい」

　恵吾は目を細めた。タンデムローターの輸送ヘリが、ホバリングを繰くり返かえしながら十字架に近づいていく。十字架の腕うでの部分へロープ降こう下かするつもりなのか、突とつ風ぷうに機き位いを乱されながら、注意深く目もく標ひようとの距きよ離りを詰つめていく。

　ふと、違い和わ感かんを覚えた。角かく張ばった形状の攻撃ヘリが一機、転てん倒とう寸すん前ぜんの独こ楽まのようにふらふらと揺ゆれている。落らつ下かしかけては上昇、高度を回復しては落下を繰くり返かえしている。風が強いからか？　だが他のヘリに異い常じようはない。なぜか、その一機だけが不自然な機き動どうを見せている。

　何か──変だ。

　顔を正面に向けたまま、恵吾は男に声をかけようとした。その時だった。こもった破は裂れつ音おんとともに、異い常じような挙きよ動どうを見せていた攻撃ヘリの翼よく下かから白はく煙えんが噴ふき出だした。甲かん高だかい風かざ切きり音おん、呆あつ気けに取られ見ている恵吾の前で、白煙の先せん端たんが十字架近くの輸送ヘリを直撃した。

　轟ごう音おんとともにオレンジ色の炎ほのおが輸送ヘリのローターを引きちぎった。唐とう突とつに揚よう力りよくを失った機体は、破は片へんを撒まき散ちらしながら湖面へと落下していく。

　な──

「ミ、ミサイル？　な、なんで」

　あんぐりと口を開けて、男がつぶやいた。無む言ごんのまま恵吾は表情を強こわばらせる。テロ、反乱、操そう縦じゆうミス、瞬しゆん時じにいくつかの可か能のう性せいが脳のう裏りをよぎる。だが、考えがまとまるより前に更さらなる混乱が彼の周しゆう囲いで生じた。

　つんざくような音とともに、まばゆい光が傍かたわらのトラックを貫つらぬいた。オリーブ色のフロントパネルが紙くずのように引ひき裂さかれる。六輪の装そう甲こう車しやが、砲ほう塔とうを回転させながら射しや撃げきを続けていた。落下する砲ほう弾だん、炸さく裂れつする対戦車ミサイル、自衛隊の車両同士がお互いを攻撃し合っている。気がつくと周囲には薄うすい金色のもやがかかっていた。鱗りん粉ぷんを思わせる光の粉こなが恵吾の周囲を覆おおっている。

「何をしてるんだ！　状じよう況きよう！　状況しらせ！」

　男が、怒ど声せいをあげながら装甲車に向かって走り出した。その途と端たん、銃じゆう弾だんの雨が男へ叩たたきつけられた。車体の左半分を吹き飛ばされた兵員輸送車が機関銃を撃うちまくっている。銃じゆう撃げきは、男の体が原形を失ってもなお続いた。恵けい吾ごはよろよろと後ずさった。悪い夢でも見ている気がした。

　荒あらい息いきを整え周しゆう囲いを見み渡わたす。その視し線せんが、奇き妙みような存そん在ざいをとらえた。砂浜の向こう、黒々とした浅あさ瀬せに誰だれかが立っている。腰こしから下を湖水に沈しずめ、長い髪かみを風に揺ゆらしている。少女──だった。白いワンピースの少女がこちらを見ている。

　怪け訝げんに思い目ま蓋ぶたをこする。だが再さい度ど目を開いても、少女は確かにそこへ存そん在ざいしていた。白いマネキンのような面おもてをこちらに向け、血のように赤い瞳ひとみを鈍にぶく輝かがやかせて。

　恵けい吾ごは息をすることも忘わすれてその場に立ちつくしていた。ひどく現実感のない光景。まるで、自分と彼女だけが周囲とは別の時じ間かん軸じくで動いているような感かん覚かく。

　恵吾と目が合ったことに気づいたのか、少女は細い顎あごをわずかに持ち上げて。

　桜色の唇くちびるをほころばせて。

　笑った。




　　　　＊




　──十九年後







　第一話








二〇二[image: えっくす]年　七月二日

彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く　城じよう南なん高校






　南みなみ方かた学まなぶは舌打ちした。面めん倒どうなことに行き当たったと思った。

　放課後の校舎裏うら、体育館の壁かべにへばりつくようにして五つの影かげが立っていた。見覚えのない顔、おそらく三年生だろう。喫きつ煙えんを見つかった不良生徒のような表情をしている。実じつ際さい、何が起きているかは明らかだった。彼らと壁に挟はさまれるようにして、線の細い男子生徒が立ちすくんでいる。恐きよう喝かつ、募ぼ金きん、たかり、言葉は何でもいい。要はあまり真まっ当とうでない集金活動の場に、学は出くわしたようだった。

　学は鼻はな筋すじの通った、やや冷たい容よう貌ぼうを不ふ愉ゆ快かいそうに歪ゆがめた。目が細いせいか、そんな表情をするとひどく生なま意い気きに見えてしまう。背せ丈たけは普ふ通つうでやや瘦やせ形がた、髪はさらさらのストレート。どちらかと言えば線の細い外がい見けんの自分がそういう態たい度どをとると、たいていの場合ろくなことにならない。だが今いま更さら平静を装よそおうのもわざとらしく思えたので、学は仏ぶつ頂ちよう面づらのままその場に立ちつくしていた。

「み……南みなみ方かたくん……」

　壁かべに背せ中なかを押しつけられた男子生徒が弱々しい声をあげた。面おも長ながの神しん経けい質しつそうな顔立ち、確か隣となりのクラスの──キシベとかいう生徒だった。一年の時、同じクラスだった記き憶おくがある。

　キシベはすがるような目でこちらを見た。

「なんだ、てめぇ。こいつのダチか？」

　三年の一人が低い声で言った。学まなぶは小さく息いきを吐はき出だした。

「彼と友人だった覚えはありません。邪じや魔まする気はないので、続けてください」

「南方くん、き、君」

「はははっ、聞いたか、随ずい分ぶんと薄はく情じような知り合いだな。気の毒になぁ」

　しゃがれた笑い声をあげながら、丸顔の三年生がキシベの肩かたを叩たたいた。締しまりのない口元から乱らん杭ぐい歯ばが覗のぞいている。どことなく蛇へびを連想させる少年だった。

　キシベは蛇に肩をつかまれながら、非ひ難なんも露あらわに学を睨にらみつけている。身勝手なものだ、と学は思った。どう考えても、キシベが怒おこる相手は三年生だろう。彼らの暴ぼう力りよくを受け入れながら助けが得られないことに腹を立てるなんて。倒とう錯さくしている、だから──

（だから、弱い奴やつは嫌きらいだ）

　吐き捨てるようにつぶやいて、学はキシベを睨みつけた。キシベはぎょっとしたように頰ほおを震ふるわせると肩を落とす。学はふんと鼻を鳴らし、彼らの前を通り過ぎようとした。

　その時だった。「待てよ」と低い声で蛇が言った。

「誰だれが行っていいって言った？　まぁ、そう急がねぇでゆっくりしてけよ。こいつと話がすむまでさ」

「彼とは関係ないって言ったはずですけど」

「そんなこと言って、おまえチクリに行くつもりだろ」

　蛇の唇くちびるの端はしが揶や揄ゆする形に歪ゆがむ。学はため息をついた。つきあっていられないと思った。

「とにかく急いでますから、俺は行きます」

「おい、この野郎──」

　三年の一人が彼の肩をつかもうと手を伸ばしてきた。学はわずかに首を傾かたむけ、肩越しに伸びてきた手首をつかむと、ぐいっと前へ引ひっ張ぱった。態たい勢せいを崩くずした三年の足下を右足で払はらう。支ささえを失った体たい軀くがつんのめるようにして倒たおれる。ゴンと鈍にぶい音がして、砂すな埃ぼこりが舞まった。

「な──」

　場の空気が凍こおりついた。他の三年生がぽかんとこちらを見ている。何が起こったのかよく理解できないという表情だった。学は横目で彼らを一いち瞥べつしながら、ネクタイの歪みを直した。

「走ると危あぶないですよ」

　蛇の薄うすい眉まゆがつり上がった。

「てめぇ、何をしやがった」

「よけただけですよ。俺、よけるのは得意なんです」

「ふざけんなっ！」

　怒ど声せいをあげて蛇へびが一歩前に出る。学まなぶはため息いきをつきながら、左足に重心を移い動どうさせた。そのまま、右みぎ膝ひざから下を鞭むちのようにしならせ蹴けり上あげる。ひゅんと、甲かん高だかい音をたてて靴くつの裏うらが蛇へびの鼻はな頭がしらをこすった。蛇の動きが止まる。学は片足でバランスをとったまま、すっと目を細めた。

「蹴るのは苦手なんですよね。次は当たるかも」

　言いながら、つま先でこつんと蛇の額ひたいを叩たたく。向かい風に遭そう遇ぐうしたように、おぼつかない足取りで蛇が後こう退たいした。額に血管が浮うき上あがっている。

「こ、こんなことしてどうなるか分かってるんだろうな」

「どうって」

「てめぇ、クラスを調べて周まわりの連中締しめ上あげて、二度と学校へ出てこれないように──」

　バンッと風船が弾はじけるような音をたてて、蛇の体が吹っ飛んだ。背せ中なかを壁かべに打ちつけ、だらしなく崩くずれ落おちる。回し蹴りを蛇の腹に叩き込んだ学は、上じよう体たいを回転させながら足を下ろした。

「言ったでしょう、次は当たるかもって」

　静かにそう言うと、他の三年生がたじろいだように後こう退たいした。得え体たいの知れない化け物を前にしたような目でこちらを見ている。学はふっと口元を歪ゆがめた。

「まだやりますか？」

「……ち、畜ちく生しよう、いくぞ！　いくぞ！」

　腹を押さえながら、蛇が立ち上がる。そのまま前まえ屈かがみになって走り出した。他の三年生も慌あわてたようにその後を追う。

「あ、あの……南みなみ方かたくん」

　三年の影かげが校舎の向こうに消えた後、弱々しい声が学の耳じ朶だを打った。肩かた越ごしに振ふり返かえる。引きつった笑えみを浮かべて、キシベがこちらを見ていた。

「ありがとう、おかげで助かったよ。あの、僕、その」

「勘かん違ちがいするな」

　断たち切きるような口く調ちようで学は言った。

「あいつらが絡からんできたからやり返しただけだ。おまえのことなんてどうでもよかった」

「………」

「とっとと消えてくれないか。おまえみたいな奴やつを見てると反へ吐どが出る。なんなら、あいつらとの続きをおまえがやるか？」

　キシベの笑みがかき消えた。頰ほおを震ふるわせてじりじりと後あと退ずさる。怯おびえた表情で学を一いち瞥べつすると、キシベは脱だつ兎とのように駆かけ出だした。

　その姿すがたがひどくみすぼらしく思えて、学は苛いら々いらした。奪うばわれ痛いためつけられ、それでも抗あらがうことなく日々を過ごしている。弱く非ひ力りきなただ怯おびえているだけの存そん在ざい。ズキンと胸むねの中で何かがうずいた。

（俺は──あんな奴やつとは──違ちがう）

　無む言ごんのまま、遠ざかるキシベの背せを睨にらみつける。ふんと鼻を鳴らし、踵きびすを返そうとした時だった。唐とう突とつに、抑よく揚ようのない声が背はい後ごであがった。

「──南みなみ方かた、見つけた」

　眉まゆ根ねを寄せて振ふり返かえる。中ちゆう天てんを過ぎた夏の日差しを浴びて、一人の少女が立っていた。背は低い。学まなぶの胸むねの高さ程てい度どしかないだろう。小こ柄がらな上に手足が細いので、どこかアンバランスな印いん象しようを受ける。セーラー服のサイズが合っていないのか、大きく開いた襟えり元もとから薄うすい鎖さ骨こつが覗のぞいていた。まるでこっそりと姉の制服を借りてきた小学生のようにも見える。

　丸顔に黒目がちの瞳ひとみ、小こ振ぶりな鼻がちょこんと顔の中心に位い置ちしている。シャギーの入ったショートヘアを七三で分け、広い額ひたいを露ろ出しゆつさせている。どこか野生のリスのような雰ふん囲い気きを持つ少女だった。
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「岡おか町まち……」

　学は喉のどの奥おくから唸うなるような声をあげた。岡町──同じクラスの岡町灯とう日かは、表情を変えずにまっすぐ学を見て言った。

「南方、進路指し導どう、君の番だ」

「俺は受けない」

　学まなぶは追いつめられた犯はん罪ざい者しやのような表情で言った。

「知ってるだろ？　俺は外の大学を受ける。だから居きよ留りゆう区くのルールを押しつけられる筋すじ合あいはない」

「それなら自分でそう言いたまえ。私は君のメッセンジャーではない」

　そう言うと、灯とう日かはじっと黙だまりこくった。学は仏ぶつ頂ちよう面づらで視し線せんを逸そらした。灯日は時々こうなる。まるで電池の切れた人形のように、全ての動きを止めて沈ちん黙もくする。学はこの感じがひどく苦にが手てだった。

「分かったよ」

　嘆たん息そくし、頭を搔かく。

「行けばいいんだろ、行けば。まぁすぐ戻もどってくると思うけど」

　軽く手を挙あげて、灯日の横を通り過ぎた。すれ違ちがい様ざま、灯日が低い声で「待っている」と言った。




　岡おか町まち灯日と出会ったのは一年と少し前、城じよう南なん高校の入学式の時だった。周しゆう囲いの人間が同じ中学の生徒を探さがしてさまよう中、彼女は一人だけちょこんとパイプ椅い子すに腰こし掛かけていた。

　一いつ瞬しゆん、校舎を間ま違ちがえているのではと思った。そのくらい彼女は幼おさなく見えた。内うち濠ぼり沿ぞいにある西側の中学校、あちらと勘かん違ちがいしているのではないか。

　だが彼女が着ている制服、紺こんのブレザーとリボンは城南のもので、彼女が正しよう真しん正しよう銘めい高校生であることが見て取れた。どこか狐きつねにつままれたような思いで視線を逸らし、学はその時は彼女のことを忘わすれてしまっていた。

　二度目の遭そう遇ぐうはクラスに戻ってからだった。当時の学は不満という気体が充じゆう満まんした風船のような存そん在ざいで、ひどくギスギスした空気を放っていた。理由は今と同じ、居留区の外の高校を受けようとして父親に反対されたからだった。事情を知っている中学時代の知り合いは、一いち様ように彼から視線を逸らし距きよ離りを置いていた。そんな時だった、灯日が声をかけてきたのは。

『気分でも悪いのかね』

　学の机の脇わきに立って、彼女はそう言った。透とう明めい感かんのある白い肌はだ、まるで高価な陶とう人形のような少女だった。その儚はかなげな外がい見けんと男性的な口く調ちようが結びつかず、学はぽかんと口を開けた。

『君、私は質問したよ。気分でも悪いのかと私は尋たずねた』

『別に──』

　短く答えて顔を背そむける。しばらく無む視ししていたが、彼女は相変わらず机の横に立っていた。学はバンと机を叩たたいて彼女を睨にらみつけた。

『なんだよ』

『ではなぜ、そうも不ふ愉ゆ快かいそうなのかと考えている』

　学まなぶはまじまじと少女の顔を見つめた。ひょっとしてからかわれてるのか？　だが、少女の顔からはいかなる感情の動きも読みとることができなかった。ひどく苛いら々いらした気分になって、学は唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

『教えてやろうか。頭のおかしなクラスメイトに、わけの分かんないこと言われてるからだよ』

『それは私のことか？』

『他に誰だれがいる？』

　我ながらひどいことを言ったものだと思う。だが彼女は表情ひとつ変えず、わずかに考え込んだ後細い首を傾かたむけた。

『では私がいなくなれば、君の機き嫌げんは直るのだね？』

　揚あげ足あしをとっている様よう子すはなかった。彼女は学の返事を待つことなく、スカートの裾すそを翻ひるがえし彼から離はなれていった。

　学は拍ひよう子し抜ぬけして、その背せ中なかを見つめていた。好意を仇あだで返され腹を立てたのか、そう思ったがどうも釈しやく然ぜんとしない。後で分かったことだが、彼女は「そうすることが理に適かなっているから」そうしただけだった。

　学が不機嫌の原げん因いんを彼女だと言ったから、それなら自分が離れるべきだと考えた。一いち事じが万ばん事じ、岡おか町まち灯とう日かはそんな調ちよう子しだった。彼女の行動は全てコンピュータで演算したように合理的だった。たった一つ──「なぜ自分などにかまうのか」、その理由を除のぞいては。

　入学式での一件以来、彼女は彼につきまとい続けた。どれだけ邪じや険けんにし、どれだけ無む視ししても無む駄だだった。理由を尋たずねるとただ一言、彼女は「興きよう味み深ぶかいから」と答えた。他のことではいつも言葉を尽つくすのに、なぜかその話題だけはそれで終わりだった。

　いつしか彼も彼女の存そん在ざいに慣なれ、普ふ通つうに接せつするようになっていた。だが相変わらず、彼女がなぜ自分に興味を持つのかは分からなかった。




「失礼します」

　引き戸を開け、教室に足を踏ふみ入いれた。生徒のいない教室はシンと静まりかえっていた。窓まど際ぎわに机が移い動どうされ、簡かん易い的てきな面めん談だんスペースが設もうけられている。その向こうに、神しん経けい質しつそうな面おも立だちの担任が座すわっていた。

「遅おそかったな」

　不ふ機き嫌げんそのものの声で担任が言った。

「来る気がなかったので」

　正直に学は答えた。担任は苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔になった。深いため息いきをつきながら、「まぁ座れ」と言う。学は無む言ごんで椅い子すに腰こし掛かけた。

「最初に言っておきますけど」

　学まなぶはじっと担任を見つめた。

「俺は居きよ留りゆう区くの大学に進学するつもりはありません、だから〈共きよう棲せい〉もしません」

「おまえの希望は知っているよ。嫌いやというほど聞かされたからな」

「だったら」

「なぁ南みなみ方かた」

　視し線せんを合わせずに、担任は胸むねポケットから煙草たばこを取り出した。しかめっ面つらで煙草に火をつける。深々と吸い込むと、ふぅっと白い煙けむりを吐はき出だした。

「おまえが普通の生徒なら俺も無む理り強じいはしないさ。壁かべの向こうに行きたいって気持ちもわかる。だがおまえはあの南方の息子なんだぞ」

「親父と俺は関係ありません」

「そう思ってるのはおまえだけだ。周しゆう囲いはそう思わない。南方家のご子し息そくは当然〈彼ら〉と共棲すると信じている。それも笑え顔がおで、自分から進んでな」

　担任は顔の片側だけをひきつらせ笑った。

「ぶっちゃけた話、おまえがどう言おうと外部の大学の受験許きよ可かなんて出ないんだ。父上から直じき々じきに学校へ連絡が来ている、おまえを居留区の大学に行かせろとな。だからこんな進路指し導どうは、本当は時間の無む駄だだ。俺とおまえがどう議論を戦わせても結果は変わらない。せいぜい変わるとしたら──そうだな内ない申しん書しよの所しよ見けん欄らんが変わるくらいか」

「なら、やらなきゃいいじゃないですか」

　憮ぶ然ぜんとした表情で学は言った。担任は苦く笑しようしながら煙草を灰皿に押しつけた。

「そうはいかんさ、俺は公務員なんだ。公務員は定さだめられたことを手順通りにやるのが仕事だ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みにそう言ってから、担任はわずかに表情を改めた。顎あごの下で手を組み学を見み据すえる。

「なぁ、今いま更さら言うことじゃないが、共棲は居留区民の立りつ派ぱな義ぎ務むだ。何も恥はずべきことじゃない。彼らと一いつ緒しよに暮くらすことで、我々は種の違ちがいを越え理解を深めることができる。終戦から十九年、目立った争いが起きていないのはこのシステムがうまく機き能のうしているからだ」

「やめてください」

　断たち切きるような口く調ちようで学は言った。机の下でぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。理解だって？　彼らと？　冗じよう談だんじゃない、やめてくれ。あいつらは、あの化け物どもは──

　下した唇くちびるを嚙かみしめてうつむく学を、担任は苦にがい表情で見つめた。薄うすい口元を引き結んで首を振ふる。

「理解できんな。なんでそこまで彼らを嫌きらうのか。俺達の世代ならわかるさ、あの時は日本中の都ま市ちが焼やき尽つくされたからな。講こう和わと聞いて頭に血が上ったよ、なんであんな人殺しどもと手をつながなきゃならないんだ、とな。だがおまえは違うだろう。おまえらは戦後の生まれだ。彼らとは何の遺い恨こんもないはずだ」

　学は無む言ごんのままだった。担任はため息いきをついて、面めん談だん資し料りようのファイルを閉じた。

「とにかく、外の大学に行きたいなら俺よりも親父さんと話をしろ。話はそれからだ」

　それだけ言うと、担任は手をひらひらさせて面めん談だんの終了を告つげた。机の中から次の生徒のファイルを取り出し、目を通し始める。学まなぶは努力して平へい静せいを保たもち、その場を立ち去った。




　校舎二階の廊ろう下かは閑かん散さんとしていた。窓から射さし込こむ西日が、リノリウムの床ゆかを照らし出している。強い日差しに目を細めながら、学は窓の外に目を向けた。

　城じよう南なん高校のある彦ひこ根ね城じよう公園は、西側すぐそばに琵び琶わ湖こを臨のぞんでいる。高校は公園の南東に位い置ちするため、西向きの窓からは彦根城の天てん守しゆと湖こ畔はんの町まち並なみが一いち望ぼうできた。観光都市だった頃ころの名な残ごりか、立たち並ならぶ建物群はどこか昔の城下町のたたずまいを残している。その落ち着いた町並の向こう、琵琶湖の方角に巨大な黒い柱が立っていた。あまりに大きすぎてここからその全ぜん貌ぼうをうかがうことはできない。まるで地球を貫つらぬく長大な槍やりのようにさえ見える。

〈十じゆう字じ架か〉──そう呼よばれている。十九年前何の前まえ触ぶれもなく落ちてきたそれは、日本中を焦しよう土どに変えた。不幸な行いき違ちがいだったと歴史の教科書は述べている。人類と〈彼ら〉、互いにファーストコンタクトだった異星人同士が、恐きよう怖ふに駆かられて争いあったのだと。

　本当のところはどうだったのか分からない。ただ、戦争とそれに続く講和の果はてに、学のいる居きよ留りゆう区くはできた。日本であって日本でない、人にあらざるものが住む町、彦根居留区。

「南みなみ方かた」

　小鳥のさえずりのような声に、学は首を傾かたむけた。いつの間に現れたのか、廊下の向こうに灯とう日かが立っていた。白いセーラー服が西日でオレンジ色に染そまっている。

「本当に待ってたのか」

　学は尋たずねた。こくりと灯日はうなずいた。

「そう約束した」

「約束……ね」

　灯日が勝手にそう言っただけじゃないかと思ったが、学は黙だまっていた。ここで約束の定てい義ぎについて説明を始められても困こまる。幸さいわいにも灯日は学の仏ぶつ頂ちよう面づらに気づくことなく、すっと彼の傍かたわらに寄より添そい窓の外を見つめた。

「何を見ていたんだ」

「別に、いつ見てもでかいと思っただけさ」

「〈十字架〉か」

　学はうなずいてみせた。

「見通しが悪くてかなわない。あれ宇宙船なんだろう？　どっかへ飛んでってくれればいいのに」

「移い民みん船せんだ」

　抑よく揚ようのない声で灯日が訂てい正せいした。黒い玻は璃りのような瞳ひとみで正面を見み据すえる。

「それにあれはもう飛べない。墜つい落らくの時、無理な制せい動どうをかけて色々壊こわれたみたいだから」

「直せばいいじゃないか」

「それができないからここにいるんだろう。彼ら──アポストリは」

　アポストリ、その名を聞いて学まなぶの心が粟あわ立だつ。十九年前、人類が初めて遭そう遇ぐうした地球外生命体、彦ひこ根ね居きよ留りゆう区くの本当の住人、そして──

（俺の……敵てきだ）

　沸ふつ騰とうする感情を押さえ込むように、学はぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。




　いろは松通りを駅のほうへ歩いていく。

　巨大な、二階建ての家か屋おく程ほどありそうな松の木が濠ほり沿ぞいに立たち並ならんでいる。青々と茂った松葉の向こうに、黄金色に輝かがやく中濠の水面が見えた。下校時刻を過ぎているためか、周しゆう囲いに人ひと影かげは少ない。騒そう々ぞうしい蟬せみの鳴き声をＢＧＭに、学と灯とう日かは黙もく々もくと歩き続けていた。

　不意に、何かを思い出したように灯日が学生鞄かばんを探さぐった。鞄の中から真しん珠じゆ色いろのチューブを取り出す。

「また、それかよ」

　あきれたような口く調ちようで問いかける学に、灯日は短く「うん」と答えた。一年前に出会ったときからずっと使い続けている、安物のハンドクリームだった。

「手荒れ防止」

　そう言って丁てい寧ねいに白いクリームを掌てのひらに盛りつける。学は鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわを寄せた。灯日が外がい見けんを気にすることはほとんどない。ぶかぶかの制服、すりきれた学生鞄、無む造ぞう作さにヘアピンで留とめた前まえ髪がみ。顔立ちは整っているのにどこか垢あか抜ぬけない感じがするのは、そういうことに気を遣つかわないからだと思っていた。だが、どういうわけか「手」だけは例外らしい。余よ程ほど気になっているのか、授業中・登下校時問わずハンドクリームを塗ぬり込こんでいる。

「南みなみ方かた」

　視し線せんを手元に落としたまま、灯日が彼の名を呼よんだ。

「うん？」

「君はなぜ壁かべの外に行きたいんだ」

「何だよ、いきなり」

「いいから答えたまえ」

　有う無むを言わせぬ口調で灯日は言った。学は、面めん食くらった表情で灯日の横顔を見た。

「俺はアポストリなんかと一いつ緒しよにいたくない、それだけだ」

　ふっと灯日がこちらを見た。どこか作り物めいた瞳ひとみが彼を見み据すえる。

「それで君の望みは叶かなうのか」

「どういう意味だよ」

「居きよ留りゆう区くから出れば、確かに君は彼らと出会わずにすむだろう。だが、この国には依い然ぜんとして彼らが存そん在ざいし続ける。違ちがいは、君と彼らとの間に壁かべがあるか否いなかだ。たったそれだけの違いのために、君は将来を棒ぼうに振ふるのか」

　それは、と灯とう日かが言った。

「それは逃にげだよ、南みなみ方かた」

「説教ならよしてくれ」

　学まなぶは硬かたい表情で灯日を睨にらみつけた。知らず知らず、口く調ちようがきついものになっている。だが灯日はまっすぐに彼の視し線せんを受け止めた。

「心から世界を変えたいと願うなら、君はそれだけの力を手に入れるべきだ。ただ、ここを出ても君は無力なままだ」

「………」

「もっと狡こう猾かつになりたまえ、南方。父親だろうが彼らだろうが、使える物は全て利用すればいい。大切なのは目的を果はたすことだ、違うか」

　学は戸と惑まどった表情になった。望み、目的、彼が願うこと、それは──

　真しん紅くに染そまる部へ屋や、助けを求めるように突き出された手、風を受けてたなびく外がい套とうの右みぎ袖そで。そう、誰だれに教えられるまでもない。全ては正当な報むくいのために。だから、だからこそ──

　不意に、灯日が足を止めた。ねじの切れた人形のように立ちつくす。

　何事かと周しゆう囲いを見み渡わたして、学は自分が船ふな町まちの交差点に来ていることに気がついた。車道の向こうにカラフルなショッピングセンターが見える。灯日はここから琵び琶わ湖このほうに帰っていく。学の家は山やま沿ぞいにあるため、ここでお別れだった。

「また明日」

　学の顔を見上げるようにして、灯日が言った。先ほどまでの雄ゆう弁べんさが噓うそのように、素そっ気けない口調に戻もどっている。

「ああ、また明日」

　片手を上げ別れを告つげる。灯日は小さくうなずくと、そのまま振り返ることなく湖岸のほうへ歩いていった。




　目的──か。

　北へ続く道を歩きながら、学は胸の中で灯日の言葉を繰くり返かえした。彼女がどういうつもりであんなことを言ったのかはわからない。だがこの六年間、学の目的が変わったことは一度もない。彼の望みはただ一つ、あいつを見つけ出し、その身体をバラバラに引ひき裂さいてやること。

　あいつ、彼の全てを破は壊かいし奪うばい去った黒い影かげを──。

　学は目を閉じた。少しでも気を緩ゆるめれば、学の意い識しきは容よう易いにあの悪あく夢むへ落ち込んでいく。日常の終しゆう焉えん、南方学という少年を永遠に変質させてしまったあの夜の出で来き事ごとに。

　あれは十歳の時だった。学まなぶは母親に言われて近所の洋よう菓が子し店てんへ買い物に出かけた。その日は妹の誕生日で、学はできたてのバースデイケーキを胸むねに抱かかえ家までの道を走っていた。生クリームと苺いちごで彩いろどられたショートケーキ、どんなデザインにするか選んだのは学だった。なけなしの小こ遣づかいをはたき、妹の名前が入ったチョコプレートを付けてもらった。どんな反はん応のうを見せるだろう。妹の驚おどろく顔を思おもい浮うかべながら、学は胸をはずませて自宅の扉とびらを開いた。

　異い変へんは一目で分かった。視し界かいが真っ赤に染そまっていた。見み慣なれた壁かべが、廊ろう下かが、家具がことごとく朱しゆに染まっている。家の中は奇き妙みように薄うす暗ぐらく、むせかえるような臭しゆう気きが充じゆう満まんしていた。異い界かいに迷まよい込こんだような感かん覚かく。光の三原色から緑と青が消え失せ、赤だけが残ったような世界。

　学は息いきをすることも忘わすれ、廊下の奥おくへと進んだ。リビングの扉が半開きになっている。震ふるえる指でドアノブをつかみ扉の向こうを覗のぞき込こんだ。

　黒い影かげが彼に背せを向けて立っていた。膝ひざ下したまである外がい套とうを羽は織おり、左手には反そり身みのナイフが握にぎられている。開け放たれた硝子ガラス窓まどから冷たい風が吹き込み、外套の右みぎ袖そでを揺ゆらしていた。

　何かが変だ、そう思った。なぜあの人の右みぎ腕うではあんなにゆらゆらと揺れているのだろう。まるで、袖の下に何もないかのように。

　ぽつり、と音がした。ナイフから粘ねばついた液体が滴したたり落おちている。その雫しずくに誘さそわれるように視し線せんを落として、学は息を吞のんだ。

　何か大きな物が二つ、床ゆかに転ころがっている。見み慣なれたブラウスとスカート、長い髪かみが床を覆おおうように広がっている。背中には大きな傷きず口ぐちが開き、ブラウスの布地を赤く染めていた。恐きよう怖ふに引きつった顔が、瞬まばたきひとつせず学のことを見つめている。母親だった。その横に同じく胸むな元もとを切きり裂さかれた妹が倒たおれている。

『ひ……あ……』

　言葉にならない悲ひ鳴めいをあげて、学は後こう退たいした。踵かかとに体重がかかり廊下の床を大きく軋きしませる。その音に反応して、影がこちらを見た。

　女……だった。逆ぎやつ光こうになっており、顔の造ぞう作さくはよく分からない。だが、ほっそりした体つきと肩かたまで伸びた長い髪は間ま違ちがいなく若い女性のものだった。

　女は肩越しに学のほうを見ている。その瞳ひとみは赤かった。黒くろ塗ぬりになったシルエットの中、真しん紅くの双そう眸ぼうだけが炎ほのおのように瞬またたいている。

　すぅっと女が動いた。上半身を揺らしながら、ゆっくりとこちらへ歩いてくる。振ふり子このように右袖が揺れた。黒光りするナイフ、切きり刻きざまれた母親と妹、赤く染まる壁と天てん井じよう。

　学は絶ぜつ叫きようした。




　気がつくと、警察や警備会社の人間に取り囲まれていた。何があったのかという問いかけに、学はただ体を震ふるわせることで答えた。片腕の女は姿すがたを消していた。残されたのは母親と妹の亡なき骸がら、それに屋おく内ないを真紅に彩いろどる血けつ痕こんだけだった。

　学まなぶは泣きながら父親の名前を連れん呼こした。父さんに、父さんに連絡してください。父さんなら何とかしてくれる。あの人は凄すごい人だって、母さんも言ってたから。

　だが、中年の警察官は沈ちん痛つうな面おも持もちで首を振ふった。

『お父さんは今どうしても手が離はなせないみたいだ。明日の朝迎えにくるそうだから今日は警察においで。迎えが来るまでおじさんが一いつ緒しよにいてやるから、な？』




　いつだってそうだ。

　確かに父親のやっていることは立りつ派ぱなことなのだろう。だが家族に対してはどうなのか。滅めつ多たに家へ帰らず、あの惨さん劇げきの夜も仕事に打ち込んでいた。

　彼にとっては、家族など外向きのアクセサリにすぎないのかもしれない。世間から善良な市民と認みとめられるための、パスポートのような存そん在ざい。だからこそ、それが失われても悲しむ素そ振ぶりすら見せなかった。紛ふん失しつしたパスポートはまた取り直せばいい、それだけのことだから。だが、ならばなぜ彼の進路に口を挟はさむのか。放っておいてほしい。彼にはやるべきことがある。〈片かた腕うで〉を見つけ出ししかるべき報むくいを与える。仮かりに奴やつがもう壁かべの中にいないのなら、壁の外まで行っても探さがし出だしてやる。そのために彼は──

　カツリ。

　道の前方に人ひと影かげを認みとめて、学は足を止めた。気がつくと家の近くまで来ていた。左手に新しん市し街がいの高こう層そうビル群ぐんが立たち並ならんでいる。煉れん瓦がの敷しき詰つめられた並なみ木き道みちの向こうに、見覚えのある顔が並んでいた。

　学は眉まゆをひそめた。のっぺりした丸顔の少年、締しまりのない口元から覗のぞく乱らん杭ぐい歯ば。先ほど彼が叩たたきのめした上級生、蛇へびだった。彼を囲むように他の上級生が立っている。お世せ辞じにも、穏おだやかな雰ふん囲い気きとは言えなかった。

「遅おそかったじゃねぇか」

　笑いを含ふくんだ声で蛇が言った。口く調ちように反し目は笑っていない。薄うすい眉が歪いびつなカーブを描えがいていた。

「随ずい分ぶん待ったんだぜ？　あの後キシベの野郎と会ってさ、仲直りついでにおまえの通学路を教えてもらったんだよ。なかなか来ないから心配したぜぇ？　もう会えないかと思ったよ」

「何の用ですか」

　底そこ冷びえのする声で学は尋たずねた。蛇は「おいおい」とおどけた声をあげた。

「上級生蹴けり飛とばしといて何の用もないだろう。南みなみ方かたとか言ったっけ？　おまえにちょっと一般常じよう識しきってやつを教えてやろうと思ってさ」

「まだやる気ですか？」

　学はすっと目を細めた。蛇は唇くちびるの端はしをくいと持ち上げた。

「落ち着けよ、やるのは俺じゃない。おい！」

　ズボンのポケットに手を入れたまま、蛇へびが顎あごをしゃくった。と、それに応じて小こ柄がらな人ひと影かげが上級生の間から顔を出した。赤のカットソーに紺こん色いろのハーフパンツ、躍やく動どう感かん溢あふれるショートウルフの髪かみ型がた。どこか少年のような顔立ちの少女だった。

　その顔に目を向けて、学まなぶは凍こおりついた。少女の目は赤かった。ルビーのように紅あかい瞳ひとみがこちらを見み据すえている。目め眩まいがした。がくがくと体が震ふるえ出だす。汗あせばむ拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめ、学は荒あらい息を吐はき出だした。

（アポストリ……！）

「〈譲ゆずり葉は〉、出番だ。協定に基もとづき奴やつを排はい除じよしろ」

　譲り葉と呼よばれた少女は、とまどったように蛇の顔を見た。おずおずと、上うわ目め遣づかいに「あの人ですか？」と尋たずねる。

「あの……一般人に見えますけど、私が手を出すのは……」

「ああ？　てめぇ何言ってんだ。この傷きずが見えないのかよ」

　そう言ってぐいと顔を突き出す。鼻の頭がわずかに赤くなっていた。さっき学が寸すん止どめで蹴けりつけたところだ。少し擦かすっていたらしい。

「なんとか避よけたからいいが、まともに当たったらえらいことになってたぞ。ごたごたぬかしてねぇでとっととあいつを痛いためつけろよ。さもねぇと学校に報ほう告こくするぞ。てめぇが協定違い反はんしでかしたってな」

「そ、そんなっ！」

　譲り葉の顔が泣きそうに歪ゆがんだ。わずかなためらいの後、横目でちらと学を見る。

「しょうが……ないですね」

　赤い瞳がきゅっとすぼまった。ぞくりと学の背せに悪お寒かんが走る。気づくべきだった。居きよ留りゆう区くの大学へ進む三年生には、男女を問わず共きよう棲せいの義ぎ務むがある。そして共棲を行うアポストリはパートナーの人間を守らなければならない。それが居留区のルール──人類とアポストリの協定だった。

（………。手しゆ段だんを選ばないにも程ほどがあるぞ）

　学はぎりと奥おく歯ばを嚙かみしめた。学生同士の喧けん嘩かにアポストリを持ち出してくるなんて。見つかれば、蛇のほうもただではすまないだろうに。

「それじゃあ行きますね」

　丁てい寧ねいな口く調ちようで譲り葉が言った。ぺこりと一礼した後、いきなりその姿すがたが搔かき消きえた。

「！」

　爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがった殺さつ気きが学に迫せまる。低い姿し勢せいからのダッシュ、踏ふみ込こみからの右ストレート。間かん一いつ髪ぱつ、学は身体を翻ひるがえした。突とつ風ぷうが襟えりを揺ゆらす。まるですぐ傍そばを列車が通り過ぎたような衝しよう撃げき。何が起きたのか、必死で状況を整理する学の意い識しきに、再ふたたびアラートが鳴なり響ひびいた。肩かた越ごしに振ふり返かえる。すぐ後ろで、譲り葉が腰こしだめに拳を構かまえていた。

（やばっ）

　体たい勢せいが崩くずれている。姿し勢せいを直していたら避よけられない。そう考えた学まなぶは、とっさに膝ひざの力を抜ぬいていた。ガクンと視し点てんが落ちる。激しい風かざ切きり音おんをたてて、オレンジ色に染そまった空を譲ゆずり葉はの拳こぶしが切きり裂さいた。赤いカットソーの裾すそがまくれ、少女の白い腹部が露あらわになる。学はほとんど反はん射しや的てきに右手をアスファルトについていた。背せ中なかを縮ちぢこまらせるようにして後こう転てんし体を起こす。ふらつく足取りで距きよ離りを取る学を、譲り葉はぽかんとした表情で見つめた。

「驚おどろきました」

　彼女は言った。

「二回も避けられるなんて。あなた、ただの民間人じゃないですね？　何者ですか？」

「一般人だよ」

　ぶっきら棒ぼうに学は答える。

「敢あえて言うならそうだな、おまえら赤目を死ぬほど嫌きらってるただの高校生さ」

「そうですか」

　抑よく揚ようのない口く調ちようで譲り葉が答えた。警けい戒かいしているのか、声のトーンが下がっている。

「それでは少し本気を出します」

　学は耳を疑った。本気だって？　じゃあ今までは──

　言葉の意味を咀そ嚼しやくするより早く少女が動いた。スニーカーの底そこが大地を蹴けり、瞬しゆん時じに少女の姿すがたが大写しになる。先ほどとは比ひ較かくにならない威い圧あつ感かん、まるで墜つい落らく寸すん前ぜんのジャンボジェットに肉にく薄はくされたような気分。理性とは別の部分で何かが悲ひ鳴めいをあげ、学は本ほん能のう的てきに体を反そらしていた。

　地じ鳴なりのような音がした。振ふり向むくとすぐ後ろの街がい路ろ樹じゆに大穴があいていた。高さ十数メートルはあろう巨大なクスノキ、その幹みきが無む残ざんに貫つらぬかれている。メキメキと木き肌はだが裂ける音をたてながら巨体が倒たおれた。青葉を撒まき散ちらし、ガードレールを押しつぶして車道に横たわる。地面が震ふるえた。ビルのガラス壁かべがびりびりと唸うなりをあげた。

　ゆらりと譲り葉がこちらへ振り向いた。拳の一いち撃げきで大たい樹じゆをうち倒したにもかかわらず、その体には傷きず一つ見あたらない。

「お、おいまずいんじゃないのか、こんな」

　上級生の間から上うわ擦ずった声があがる。蛇へびの顔がん面めんは蒼そう白はくだった。明らかに事じ態たいをコントロールできなくなっている。口をぱくぱくさせる彼を後しり目めに、譲り葉はゆっくりと近づいてきた。今度は逃にがさないつもりか、学は舌打ちした。中ちゆう腰ごしになって構かまえを取る。このまま避け続けてもどこかで一撃をくらう。であれば──

　無む造ぞう作さに譲り葉が肘ひじを引く。風をまとい打ち出される拳を、学は正面から見み据すえた。五感を総動員して軌き道どうを見み極きわめ、寸前で顔を逸そらす。圧あつ倒とう的てきな力の奔ほん流りゆうが首の付け根をかすめていく。突とつ風ぷうが、衝しよう撃げき波はを伴ともなって鼓こ膜まくを揺ゆらした。頭がくらくらする。だが気を失うわけにはいかない。絶ぜつ好こうのタイミング、振ふり抜ぬかれた拳こぶしを横目に学まなぶは譲ゆずり葉はのもう一方の腕うでを取った。右足を軸じくに体を回転させ、少女の腕を背せ中なかへねじり上げる。決まった、いくら力が強くても逆ぎやく関かん節せつを決められたらさすがに──

「!?」

　突とつ然ぜん地球の重力から切きり離はなされて、学は悲ひ鳴めいをあげた。足が浮うき上あがっている。譲り葉が片腕で学を持ち上げていた。少女の細い首が回転し、真しん紅くの瞳ひとみが学を捉とらえた。

「あなたは危き険けんです」

　ハスキーな声がそう言った。圧あつ倒とうされ息いきを吞のんだ瞬しゆん間かん、学は背中から煉れん瓦が畳だたみに叩たたきつけられた。全身に鈍にぶい痛いたみが走る。身体中の骨ほねが砕くだけ散ちったようだった。激げき痛つうに悶もだえる彼の首に少女の腕が巻まき付つく。後こう頭とう部ぶを押さえつけられ、ぎゅっと喉のど仏ぼとけが絞しまった。

「落とします」

　首くび筋すじにあてられた腕に力がこもる。学は歯は嚙がみした。自分の無力さに、不ふ甲が斐いなさに殺さつ意いさえ覚える。

　畜ちく生しよう。こんな奴やつに、この程てい度どの奴にも勝てないなんて。これで〈片腕〉を狩かるなど笑えてくる。あいつはこの程度じゃない。あの悪あく魔まと戦うにはもっともっと強くならなきゃいけないのに、俺は──

「やめなさい！」

　鋭するどい声が周しゆう囲いの時間を止めた。

　地面に倒たおれ伏ふしたまま、学は顔を上げた。いつの間に現れたのか、車道に黒くろ塗ぬりの乗用車が止まっている。鏡のように磨みがき上あげられた表面、おそらく高級車なのだろう、光こう沢たくのあるブラックのボディに銀色のフロントグリルがよく映はえている。そしてフロントドアの傍そばに金色の──天使がいた。

　天使、笑ってしまうような比ひ喩ゆだがそうとしか思えなかった。疵きず一つない白い肌はだ、薄うすく薔ば薇ら色いろに染そまった頰ほお、そして鮮あざやかな輝かがやきを放つ長い金きん髪ぱつ。年齢的には、ここにいる者達とそれほど変わらないだろう。高校生かすこし上くらいの少女に見える。だが放つ存そん在ざい感かんは圧あつ倒とう的てきだった。学校のクラスに突然トップモデルが現れたような感かん覚かく。その場の誰だれもが、呆あつ気けに取られて彼女を見つめていた。

「そこのあなた！　離れなさい、今すぐ！」

　少女がびしりと前方を指さした。人差し指の向く先には譲り葉がいた。ひっと悲鳴をあげて譲り葉が学の背から離れる。その表情は蒼そう白はくだった。一体なんだと言うのか、訝いぶかしく思う学をよそに金髪の少女は譲り葉に歩み寄った。

「これは一体何事？　説明なさい」

「あ……あの、これは……」

　譲り葉が怯おびえた声をあげる。

「私の共きよう棲せい者しやがこの人に襲おそわれて、それで……」

「それで何？　公共の設せつ備びを破は壊かいして一般人の首をねじ切ろうとしたの？　殺人は重じゆう罪ざいよ。そんなことも分からないの？」

「で、でも協定が」

　協定ですって？　と金きん髪ぱつの少女が鼻を鳴らした。

「協定で定められているのは、共棲者の命が危き険けんにさらされたときの対たい応おう。それ以上でも以下でもないわ。で、この人は何か武ぶ器きでも持っているの？　それとも人間のように見えるだけで、実は他の何かだったりするわけ？」

　譲ゆずり葉はは沈ちん黙もくした。金髪の少女は呆あきれたように首を振ふった。

「信じられないわ、こんな一般常じよう識しきのない子が〈十じゆう字じ架か〉の外に出てきてるなんて。あなた〈冬インヴエルノ〉ね？　このことは評ひよう議ぎ会かいに報ほう告こくします。今日のところは公館に戻もどりなさい。処しよ分ぶんは後ほど連絡します」

「おいおい、何勝手に仕切ってんだよ！」

　慌あわてた口く調ちようで蛇へびが叫さけんだ。金髪の少女は腰こしに手をあてたまま、蛇のほうに向き直った。つんと尖とがった鼻の向こうに少女の赤い瞳ひとみが見える。こいつもアポストリなのか、学まなぶは混こん乱らんした意い識しきの中でそう思った。

「あなたは？」

「そいつの共棲者だ！　何様か知らないが、そいつの行動は共棲体である俺が決める。協定でもそうなってるはずだ」

「協定のどこにもあなたがたに対する隷れい属ぞくの義ぎ務むなど明記されていません。私達は種の相そう互ご理解のために、一定期間あなたがたと一いつ緒しよにいるだけです。それを専属奴ど隷れいのように考えているのなら正直不ふ愉ゆ快かいです」

「なんだと、こいつ」

　怒いかりに顔を歪ゆがませて、蛇が少女の胸むな元もとをつかもうとした。だがその手がジャケットの襟えりに届とどくより早く、少女が蛇の手首をつかんだ。どの程てい度どの力が込められたのか、ぎゃっと尻しつ尾ぽを踏ふまれた猫のような悲ひ鳴めいがあがる。少女はきつい視し線せんで蛇を見み据すえた。

「もう一つ、言っておきます。アポストリにも自分を守る権利はあります。あなたが普ふ段だんあの子とどんな関係でいるか知りませんが、殴なぐられれば私達は相応の力で殴り返します。もちろん、力の加か減げんを間ま違ちがえてあなたの頭を吹き飛ばすようなことはありませんけど」

　そう言って、少女は蛇の体を押しやった。よろよろと後こう退たいし尻しり餅もちをつく。蛇の目に恐きよう怖ふの色が浮うかんだ。先ほど目まの当あたりにしたアポストリの力を思い出したのか、顔から血の気が引いている。

「ひっ、ひぃ！」

　少女に背せを向け、四よつん這ばいに近い姿し勢せいで走り出す。置き去りにされた他の三年生も、我がちにその後を追う。学まなぶはその様よう子すをぼんやりと眺ながめていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　透すき通とおったガラスのような声が降ふってきた。見上げるとすぐ傍そばに金きん髪ぱつの少女が立っていた。腰こしをかがめ、こちらに手を差し伸べている。

　改めて見ても、ため息いきをつくような美少女だった。アポストリは皆みな整った容よう姿しをしているが、彼女は別格だった。アイボリー・チェックが美しいダブルのジャケット、チョコレート色のセミタイトスカートから長い足がすっと伸びている。これでハンドバッグでも持っていたら、本当にファッション雑誌の表紙にでもなりそうだった。だが──

　学は無む言ごんで立ち上がった。少女に視し線せんを向けることなく、体の埃ほこりを払はらう。

「ちょっと、あなた」

　不ふ機き嫌げんそうな声で呼びかけられる。少女は学の前に回ると、細い顎あごをくいと持ち上げて彼の顔を見上げた。

「礼くらい言ってもいいんじゃない？　危あぶないところを助けてあげたんだから」

「誰だれも助けてくれなんて言った覚えはない」

　底そこ冷びえのする声で学は答えた。

「おまえらに助けられるくらいなら、死んだほうがマシだ」

　地面に落ちた鞄かばんを拾う。きょとんとした表情の少女を後しり目めに、学は自宅へと歩き出した。




「何よあれ！　信じられない。礼れい儀ぎ知らずにも程ほどがあるわ」

　金髪の少女は車に乗り込むと、どさりとシートに体を預あずけた。額ひたいにかかった髪かみを払いのけ、小さなため息をつく。

「嫌いやになっちゃうわ、人間てみんなああなのかしら」

「好意は見返りを期待して行うものではありませんよ、葉は桜ざくら」

　諭さとすような口く調ちようで傍かたわらの女性が言った。人間ならまだ中学生くらいだろう、おかっぱの可愛かわいらしい少女がこちらを見ている。朱しゆを塗ぬったように赤い唇くちびるが、穏おん和わな笑えみをたたえていた。柔やわらかな頰ほおの曲線もあいまって、どこか古風な和人形のようにも見える。

「でも伯お母ば様、あんな言い方ってないですわ」

　金髪の少女──葉桜は唇を尖とがらせて反論した。言いながら、あのひどく冷たい目をした少年のことを思い出す。助けられるくらいなら死んだほうがマシ、そう言っていた。この世の全てを敵てきに回したようなそんな口調で。

「死んだほうがマシなんて、そんなことあるわけないじゃない」

「その方にはその方の事情があったのでしょう。葉桜、大切なのはあなたが後こう悔かいしないことです。仮にその方に何を言われるか分かっていたら、あなたは止めに入りませんでしたか？」

　葉桜は少し考えた後、しぶしぶといった様子で答えた。

「……止めます、多分」

「ではこれがあなたの正義なのです。さぁ、そんな顔しないで。今日は大切な日なのですから、もっと明るい顔をして」

　伯お母ばの細い指先が葉は桜ざくらの襟えりを直す。葉桜は困ったように眉まゆを下げて、それでも素直にこくりとうなずいた。

「はい、茉まつ莉り花か伯母様」







　第二話







　電車の通つう過かする音が聞こえる。

　ＪＲ琵び琶わ湖こ線だろう、壁かべの向こうを走っているためその姿すがたは見えない。佐さ和わ山やまや弁べん天てん山やまの麓ふもとに沿そって、白いコンクリート製の壁が伸びている。北は矢や倉ぐら川がわ、南は芹せり川がわ、そして居きよ留りゆう区くの東を走る白い壁が、学まなぶにとって世界の境界だった。

　広さにして数キロ四方、自転車でもあればすぐに一周できてしまう。そこに学は十六年間暮らしてきた。愛着がないと言えば噓うそになる。だがどれだけ過去を忘わすれようとしても、琵琶湖のただ中に突つき刺ささる〈十じゆう字じ架か〉を見るたび、彼はあの夜の出来事を思い出す。赤い悪あく夢む、粘ねばり着つくような死の記き憶おく。

　学はほうと息いきをついて壁の向こうを見た。緑鮮あざやかな佐和山の中ちゆう腹ふくに、巨大な横おう断だん幕まくがかかっている。『私達の町、彦ひこ根ねを取とり戻もどそう！』白地に赤文字、その横にコミカルな梟ふくろうのキャラクタが描えがかれていた。梟の会。どこかの市民団体だろうか。最近、反アポストリ運動が盛もり上あがっているから、その一いつ環かんかもしれない。

　結けつ構こうなことだと学は思った。その調ちよう子しで奴やつ等らを根ね絶だやしにしてくれればいい。あんな化け物、どこか離り島とうにでも閉じこめてしまえばいいのだ。

　ふと、金きん髪ぱつの少女の姿すがたが浮うかんだ。『大だい丈じよう夫ぶですか？』、そう言って手を差し伸べた少女の姿が。

　綺き麗れいな子だったなと学まなぶは思った。本当に、天使みたいな。

「でも」

　学は首を振ふった。

（でも、アポストリだ）

　渦うず巻まく感情を押さえつけて歩き出す。大通りを外れ、山側の道に入った。小こ綺ぎ麗れいな戸こ建だて住宅の間を抜ぬけて自宅の前へ辿たどり着つく。

　──そこに、黒い車が停とまっていた。

　見覚えのある銀色のフロントグリル、流線形のボディが、沈しずみかけた西日を反はん射しやしきらきらと輝かがやいている。

　ひどく嫌いやな予感がした。

「ただいま」

　扉とびらを開けるや否いなや、騒そう々ぞうしい足音をたてて中年の女性が廊ろう下かを走ってきた。くりくりした目にふっくらした頰ほお、つき出たおなかとおしりのせいでまるで起き上がりこぼしのように見える。南みなみ方かた家けのハウスキーパー、千ち紗ささんだった。彼女は慌あわてた様よう子すで「学さん、お父様が」と言った。

「父さんが？」

　学は眉まゆ根ねを寄せた。父親がこんな時間に帰ってくることは珍めずらしい。異い常じよう事じ態たいだった。

「先ほどから応おう接せつ間まで学さんの帰りを。あとお客様が」

　お客、とオウムのように繰くり返かえして学は沈ちん黙もくした。なんなんだこれは。次から次へと、わけが分からない。

「急いでください、みなさんお出しした紅茶にも口をつけてくれなくって、私はもう居い心ごこ地ちが悪いったら」

「わかった、わかったから千紗さん、靴くつだけ脱ぬがせて」

　放っておけば彼を抱かかえて走り出しそうな千紗さんをなだめ、学は靴を脱いだ。鞄かばんをシューズボックスの上に置き、小走りに応接間へ向かう。応接間はリビングの手前、二階へ続く階段の向かいにある。学は木製の扉を開け室内を覗のぞき込こんだ。白んだ照明の光が目を射さす。何とも形容しがたい光景がそこには広がっていた。

　目つきの鋭するどい中年男性がソファに腰こし掛かけている。向かい合うように少女が二人、一人は金髪の、もう一人は黒くろ髪かみでおかっぱの少女だった。男性は薄うすい髭ひげに覆おおわれた口元を硬かたく結び、長い指を膝ひざの上で組んでいる。赤しやく銅どう色いろの肌はだ、黒い開かい襟きんシャツにチノパン、リラックスした出いで立たちにもかかわらずひどく生き真ま面じ目めな印いん象しようを受ける。南方恵けい吾ご、学の父親だった。

「あ、あなた！」

　弾はじかれたように金きん髪ぱつの少女が立ち上がった。くっきりとした直線的な眉まゆ、波打つブロンドに真しん紅くの瞳ひとみ、見み間ま違ちがえようもない、先ほどのアポストリだった。

「顔見知りか、学まなぶ」

　意外そうに父親がこちらを見た。顔見知り、そう言ってもいいのだろうか。だが、学が答えるより早く少女が怪け訝げんそうな声をあげた。

「え……？　学って、じゃあこの人が──」

「座すわりなさい葉は桜ざくら、大使閣かつ下かの前ですよ」

「でも伯お母ば様」

「葉桜」

　口元に笑えみを浮うかべたまま、だが有う無むを言わせぬ口く調ちようで黒くろ髪かみの少女が言った。葉桜と呼よばれた少女は、渋しぶ々しぶといった表情で席についた。

「おまえも座れ、学」

　父が言った。いつも通りの命令口く調ちように反発を覚えながら学は手近な椅い子すに腰こし掛かけた。
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　どういう集まりなのだろう。父、恵けい吾ごは駐ちゆう彦ひこ根ね居きよ留りゆう区くの特命全権大使だ。建たて前まえ上じよう居留区はアポストリの統とう治ち下かにあるので、恵吾は日本政府の代表として赴ふ任にんしている。その彼と同じテーブルについている以上、相手二人もただのアポストリではあるまい。

　年齢的にはおかっぱ少女のほうが年下に見える。だが、金きん髪ぱつの少女──葉は桜ざくらは彼女のことを「伯お母ば」と呼よんでいた。であれば年上なのか。アポストリは十代半ばで成長を止めてしまうから、ひどく分かりづらい。

　もう一度、場を見み渡わたす。日本大使である恵けい吾ご、学まなぶ、葉桜、そしてその伯母。全部で四人。

　全員が席に着いたことを確かく認にんして、恵吾は口を開いた。

「時間がないから始めよう。学。こちらは茉まつ莉り花か議長、名前くらいは知っているな」

　そう言って、目で黒くろ髪かみの少女を示す。学は絶ぜつ句くした。

（な……）

　茉莉花、知らないわけがない。アポストリの最高決定機関、評ひよう議ぎ会かいの議長だ。事実上の元首、新聞やニュースで頻ひん繁ぱんにその名を見かける。茉莉花はにこやかに会え釈しやくした。

「はじめまして学さん、お父上からよくお話はうかがっています」

「そしてこちらがその姪めいの葉桜、〈夏エスターテ〉の評議員候こう補ほだ。年はおまえと同じくらいだな。十五だったか」

「十六です、大使」

　はきはきした口く調ちようで葉桜が答えた。背せ筋すじをぴんと伸ばし、緊きん張ちようした面おも持もちで恵吾を見ている。恵吾はうなずき、首だけを学のほうに向けた。

「というわけだ、学、彼女にはおまえの共きよう棲せい者しやになってもらう」

　意い識しきが空くう白はく化かした。

　何を言われているのか分からなかった。混こん乱らん、脳のうがぐるぐると回り、液状化していくような感かん覚かく。共棲、アポストリ、こいつと──一いつ緒しよに──

「ふざけるな！」

　思わず立ち上がっていた。激情がつま先から脳天を突つき抜ぬけていく。怒いかりのあまり、身体が破は裂れつしそうだった。

「共棲だって？　冗じよう談だんじゃない、俺は外の大学を受けるんだ。だいたい共棲は三年からだろ？　なんで突とつ然ぜんそんな話になるんだよ」

「制度上、共棲は十五歳から許ゆるされてる。問題はない。それに居きよ留りゆう区く外がいへの進学など私は認みとめるつもりはない」

「……っ！」

　学は下した唇くちびるを嚙かんだ。耐たえられなかった、外でアポストリを見るだけでも吐はき気けがするのだ。そんな自分が彼らと一緒に暮くらすなんて。

「俺は認めないからな、こんな奴やつと共棲なんて」

　啞あ然ぜんとした表情の葉桜を横目に、学は押し殺した口調でそう言った。だが恵吾は眉まゆ一つ動かさずに学を見み据すえた。

「もう決まったことだ、手続きはこちらで進めておく。おまえは一日も早く彼女と馴な染じめ。そのうち公務にも参加してもらう」

「………。そうやって、あんたはいつもいつも！」

　学まなぶは掌てのひらをテーブルに叩たたきつけた。卓たく上じように置かれたティーカップが飛び上がるようにして震ふるえる。学はきつい視し線せんで恵けい吾ごを睨にらみつけた。

「滅めつ多たに家へ寄りつかないくせに、たまに帰ってきたら仕事の話かよ！　俺はあんたの部下じゃない。政治ならあんた達だけで勝手にやってくれ、俺を巻まき込こむな！」

　叫さけぶように言って背せを向ける。乱らん暴ぼうに扉とびらを開け、廊ろう下かに飛び出した。後ろで父親が何か言っているが気にしない。玄げん関かんに向かう途と中ちゆう、ティーポットを持った千ち紗ささんに出くわした。目を丸くして「あらあらまぁ」と言う。

「どうしたんですか、学さん。お客様は──」

「ごめん、千紗さん。ちょっと出かけてくる」

　このままここにいると、本当にどうかなってしまいそうだった。学は靴くつ箱ばこの上から原付のキーをとると、逃にげるように外へ出た。




　葉は桜ざくらが目を白黒させている。何が起こったのか、よく分からないという表情だった。無理もない、恵吾は苦く笑しようした。

「すまないな、茉まつ莉り花か。もう少し事前に話をしておけばよかったんだが」

「仕方ないでしょう、こちらも急でしたから。──葉桜」

　茉莉花の呼よびかけに、葉桜は弾はじかれたように「はい、伯お母ば様」と答えた。茉莉花は優ゆう雅がに膝ひざの上で指を組んだ。

「学さんをお願いします。きちんと説明すれば分かってもらえるはずですから」

「はい、でも……」

　葉桜がためらうように言葉を濁にごす。そんな彼女に茉莉花は少し目を細めてみせた。

「同年代の男の子一人説せつ得とくできないようでは、外交などできませんよ。あなたも政治家を志こころざすなら異ことなる意見との衝しよう突とつを恐おそれてはいけません。分かりますね？」

「はい……はい、伯母様」

　少女の背せ筋すじがすっと伸びる。腹が据すわったのか、声に迷まよいがなくなっている。彼女は長い金きん髪ぱつを揺ゆらして立ち上がった。「行ってきます」そう短く言って、風のように部へ屋やを出ていく。

「──迷めい惑わくをかける」

　恵吾は謝しや罪ざいした。茉莉花はこくりと首を傾かしげた。元々幼い顔立ちなだけに、そういう仕草をすると、本当に童女のようにしか見えない。

「構かまいませんわ、あの子は優秀ですが、少し融ゆう通ずうのきかないところがあるのです。これもいい勉強でしょう」

「彼女には知らせているのか？　今回の、共きよう棲せいの目的を」

「いいえ、教えたらかえって不自然になるでしょう。自分で考えて、壁かべにぶつかりながら答えを見つけていけばよいのです。あの子ならそれができるはずですから」

　茉まつ莉り花かは、薔ば薇らのつぼみのような唇くちびるをふっとほころばせた。

「それより……話に聞いていた以上ですね、ご子し息そくのアポストリ嫌ぎらいは」

「例の事件からずっとあの調ちよう子しだ。私のことも随ずい分ぶんと憎にくんでいるらしい。だが、今いま更さら引き返すわけにもいかない」

「それでは、例の件は予定通りに？」

　恵けい吾ごはうなずいた。唇の前で祈るように指を組む。

「計画は実行する。この国と、そして君たちのために」




　外はすっかり暗くなっていた。食事時だからか、住宅街を走る道に人ひと影かげはない。白しらんだ外がい灯とうの光を避さけるように、学まなぶは壁に寄りかかっていた。傍かたわらには彼のスクーターがある。なんとなく走ってきたが、特にどこへ行くあてもない。ただ今はあの家に帰りたくなかった。

（共きよう棲せい……か）

　ぼんやりと父の言葉を思い出す。共棲、学も漠ばく然ぜんとしかその意味を知らない。学校の授業でアポストリの生せい態たいや社会システム、共棲について学んだ覚えはある。だが、もとより興きよう味みのない学は真ま面じ目めに授業を受けていなかった。アポストリは人間と一いつ緒しよに暮くらし、外部の脅きよう威いから人間を守る、その程てい度どの認にん識しきしかない。

　考えてみればおかしな制度だと思う。そもそもなぜ一緒に暮らす必要があるのか。単に相そう互ご理解を深めるなら、学校のクラスを同じにすればいい。それだけでも随ずい分ぶんと違ちがうだろう。学校ではできず、家ならできること。テレビのリモコンでも奪うばい合あえというのか。

「……勘かん弁べんしてくれ」

　首を振ふって立ち上がる。とりあえず喫茶店にでも行こうか、そう思ってハンドルに手をかけた時だった。

　カツリと硬かたい靴くつ音おとがした。

　振り向くと、そこに金きん髪ぱつの少女が立っていた。周しゆう囲いの闇やみが突とつ風ぷうへさらされたように薙なぎ払はらわれる。まばゆいばかりの美び貌ぼう、両りよう腕うでを組み、きつい視し線せんでこちらを見ている。

「話があります」

　葉は桜ざくらが言った。学は身み構がまえるような顔をした。

「俺にはない」

　素そっ気けない口く調ちようで言うと、スクーターのシートにまたがった。

「待ちなさい！」

　慌あわてた様よう子すで葉桜が走り寄ってきた。細い指が彼の腕をつかむ。葉桜はきっと学の顔を睨にらみつけた。

「なんで私を避さけるのよ！　私があなたに何かした？」

　そのまっすぐな瞳ひとみに耐たえられず、学まなぶは顔を背そむけた。瞬しゆん間かん、自分がひどく子供じみた態たい度どをとっている気がした。

「別に」

　感情を極きよく度どに抑おさえた声でそう言う。手早くイグニッションキーを回しスタータースイッチを押した。低い唸うなり声ごえをあげて、エンジンが息いきを吹き返す。アクセルを開き、学はスクーターを発進させた。

　乾かわいた排はい気き音おんに押されたように、葉は桜ざくらが飛とび退のく。学は振ふり向むくことなく県道に出ると、南に向かって走り始めた。

　右手に小山のような高こう層そうビル群ぐんの灯あかりが見える。激はげしい向かい風が、質量を伴ともなって剝むき出だしの頰ほおを叩たたいた。のそのそと走る幹かん線せんバスを追おい抜ぬき、学はほうとため息いきをつく。さすがにこれなら追いかけてこられまい、そう思ってバックミラーに視し線せんを落とした時だった。車道を疾しつ走そうする少女の姿すがたを認みとめて、学は目を剝いた。

「噓うそだろ、おい」

　幻げん覚かくかと思ったが、再さい度ど確かく認にんしても確かに少女は彼の後ろにいた。長い足を前後に動かし、わずかに前ぜん傾けい姿し勢せいで彼を追っている。学はアクセルを全開、浮うき上あがりそうになる前輪を押さえつけて車線を変へん更こうした。

　スピードメーターの表示は六十を超えている。だが、葉桜との間かん隔かくは開くどころか徐じよ々じよに縮ちぢまっているように思えた。

　不意に、激しいクラクションの音がした。ふっと顔を上げて、学は自分が交差点へ突っ込んでいこうとしていることに気づいた。信号の色は赤。眼がん前ぜんを鉄の暴ぼう風ふうが吹き抜けている。

「っ！」

　とっさにブレーキをかけるが間に合わない。後こう輪りんを滑すべらせ、疾走する車と車の間、わずかに見えた間かん隙げきに車体をねじこませる。左手からヘッドライト、右手からテールランプに挟はさまれ、視界の左右が歪いびつに染そまる。恐きよう怖ふに引きつった顔のドライバーを横目に、学はもう一度アクセルを全開にした。

　アスファルトとタイヤが擦こすれ合あう甲かん高だかい音。ぐんと体にＧがかかる。間かん一いつ髪ぱつ、後続車のバンパーとスクーターのナンバープレートが火花を散らして擦れ合った。学は胃が浮き上がるような感かん覚かくにとらわれた。危あぶなかった、あと少し遅おくれていたら真横から衝しよう突とつされていただろう。自らの強運に感かん謝しやしつつ、視線を前に戻もどした時だった。すぐ前に白いガードレールが見えた。




　気がつくと、歩道に座すわらされていた。ひしゃげたガードレールと大たい破はしたスクーターが見える。砕くだけた金属部品が路上に散乱し、満天の星空のように瞬またたいていた。交差点は大おお騒さわぎになっていた。何台もの車が無む秩ちつ序じよに停車し、その間を人々が駆かけ回まわっている。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか君。おい！」

　背せ広びろ姿すがたの中年男性がこちらを覗のぞき込こんでいる。学まなぶは目を瞬またたいて体を見下ろした。傷きずどころか着衣の汚よごれ一つない。周しゆう囲いの惨さん状じようと比ひ較かくして、あまりに不自然な状じよう態たいだった。

「俺は……なんで」

「衝しよう突とつの直前に、あの子が君を抱かかえて飛んだんだ。よかったな、まともにぶつかってたらタダじゃすまなかったぞ」

　言われるまま視し線せんを転じると、横断歩道の手前に葉は桜ざくらが立っていた。腕うで組ぐみをし、紅あかい瞳ひとみを不ふ愉ゆ快かいそうに細めている。中年男性は学が心配ないと思ったのか、「じゃあ、俺は行くから」そう言って交差点に歩いていった。

　沈ちん黙もくの帳とばりが落ちた。学は鼻から大きく息いきを吸い込んだ。

「信じられない」

　葉桜が言った。

「何を考えてるの？　夕方の件もそうだし今回も。無む茶ちや苦く茶ちやよ、死にたいの？」

「おまえが追いかけてくるからだろうが」

「あなたが逃にげるからでしょう」

「だからって、車道を走ってくるやつがいるかよ。それも車と同じスピードで」

　そう言うと、葉桜は少しバツの悪そうな顔をした。だがそれも一いつ瞬しゆんのことで、彼女はすぐに表情を改めた。

「とにかく、さっきの話の続きをさせてください」

「嫌いやだ」

「嫌!?」

「共きよう棲せいの話だろ、何度聞かれても一いつ緒しよだ。俺にその気はない」

　きっぱりと言い切る。葉桜は目に見えて気け色しきばんだ。

「共棲は居きよ留りゆう区く民みんの義ぎ務むよ。私達が行動をともにすることで、種族の違ちがいを越えて相そう互ご理解を深めることが──」

「やめてくれ、うんざりだ」

　学は呻うめくような声をあげた。今朝から何度その台詞せりふを聞かされたことか。いい加か減げん、耳にたこができそうだった。

「俺は居留区から出たいんだ。居留区民の義務なんて知るか。おまえが理解を深めたいなら、勝手に深めてくれ。俺を巻まき込こむな」

　そう言って、きつい視線で葉桜を睨にらみつける。葉桜は口元を引き結び、まっすぐに彼を見つめ返してきた。

　時間にして十秒程てい度どだろうか、永遠にも思える睨み合いの末、葉桜が視線を背そむけた。

「分かりました」

　低い声でそう言う。白い頰ほおが、内側から炎ほのおで炙あぶられたように上じよう気きしていた。

「それでは私も好きにさせてもらいます。後で文もん句くを言われても困こまりますから。ご自分の発言はちゃんと覚えておいてくださいね」

　学まなぶは鼻を鳴らした。文句だって？　そんなものあるはずがない。おまえ達が俺の前に顔を出さなければ、俺の日にち常じようはいたって平へい穏おんなのだ。

　そんな学の思いに気づいたのか、葉は桜ざくらはそれ以上語ることなく彼に背せを向けた。背中まで伸びた金きん髪ぱつが揺ゆれる。外がい灯とうの光を反はん射しやし、きらきらと淡あわい輝かがやきを放ちながら少女は交差点の向こうに消えていった。

　学はふっと肩かたの力を抜ぬいた。まったく、なんて一日だろうと思った。上級生に絡からまれ、アポストリとやり合い、挙あげ句くに〈十じゆう字じ架か〉元首の姪めいと共きよう棲せいさせられそうになった。

　だが、これで終わりだ。あの父親がおとなしく諦あきらめるとは思えないが、当の葉桜が嫌いやがれば無む理り強じいもできないだろう。明日は学校で時間をつぶして、土日になったら少し家を離はなれればいい。父親も忙いそがしいはずだ。週が明ければ彼のことにも構かまっていられまい。そう思うと、少し気分が楽になった。

　学は間ま違ちがっていた。そのことを、彼はわずか半日後に思い知ることになる。




　翌朝、学は絹きぬを裂さくような悲ひ鳴めいで叩たたき起おこされた。

「大変です、大変です」の声とともに、震しん動どうが階段を駆かけ上あがってくる。学は目を瞬またたいて上じよう体たいを起こした。爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたような勢いきおいで扉とびらが開き、丸顔の女性が顔を出す。一いつ杯ぱいに見開かれた大きな目、三段重ねの雪だるまのような体型を黄緑色の割かつ烹ぽう着ぎに包んでいる。

「大変ですよ、学さん！」

　ハウスキーパーの千ち紗ささんは、この世の終わりを報しらせるような声で言った。学は眉まゆを寄せて首くび筋すじを揉もんだ。枕元の時計を手に取る。

「千紗さん、どうしたの。まだ六時だよ」

「とにかく見てくださいまし、私はもう何がなんだか」

　そう言って、さぁ早く早くと学を急せかす。仕方なく学はベッドから下りた。寝ね癖ぐせを撫なでつけ、乱れたパジャマの襟えりを直す。千紗さんの視し線せんに押されるように部へ屋やから出た時だった。

　廊ろう下かを歩いていく葉桜と目が合った。

「おっ！　おまえっ!?」

　悲鳴のような声をあげて、彼女を指さす。葉桜はちらりと彼のほうを見て、「あら」と声をあげた。

「あらじゃない！　何やってんだおまえ、こんなところで！」

「引っ越しよ」

「引っ越しぃ？」

　そこで初めて学まなぶは周しゆう囲いの異い変へんに気がついた。壁かべと床ゆかが白はく濁だく色しよくの養よう生じようシートで覆おおわれている。呆あつ気けに取られた彼の目に、階段を上ってくる作業員の姿すがたが映うつった。巨大な三面鏡ドレッサーを抱かかえている。その後ろに洋服ダンス、ソファ、観かん葉よう植物が続く。学は慌あわてて廊ろう下かの突き当たり、玄げん関かんを見下ろす窓のところに駆かけ寄よった。家の前には、貨か物もつ車両ほどありそうなトラックが停てい車しやしていた。開け放された後部ドアから、続々と家具が運び出されている。葉は桜ざくらは優ゆう雅がに髪かみをかきあげると、小さく顎あごを持ち上げた。

「私、葉桜は協定に従い共きよう棲せいの義ぎ務むを履り行こうします。今日からこの家であなたと一いつ緒しよに暮くらし、あなたを守ります。何か問題でもありますか？」

「大ありだ！　人の家に勝手に入ってきて、不法侵しん入にゆうだろ。帰れ、すぐ帰れ！」

　葉桜はふんと鼻を鳴らした。

「人聞き悪いこと言わないで。ちゃんとお父上の許きよ可かはもらっているわ。空あいている部へ屋やならどこを使ってもいいって」

「あの野郎……」

　学は歯は嚙がみした。沸ふつ騰とうする感情をなんとか抑おさえつけ、押し殺した声で囁ささやく。

「俺は認みとめないからな、アポストリと共棲なんて」

「そうでしょうね、だから私も勝手にするわ。言ったでしょ？　好きにさせてもらうって」

「………」

　学は喉のどの奥おくから唸うなるような声をあげた。そういうことか、どうりであっさり引き下がると思った。

　言いたいことを言って満足したのか、葉桜は腰こしに手を当てたまま学の後方に視し線せんをやった。

「そこのあなた」

　ひぃとかぼそい悲ひ鳴めいがあがる。気がつくと、千ち紗ささんが学の背せ中なかに隠かくれるように縮ちぢこまっていた。

「荷物の搬はん入にゆうが終わったらすぐ朝食にします。パンにはラズベリイ・ジャム、ベーコンは薄うす切ぎりで、あと紅茶はキャッスルトンのマスカテルでお願いします。分かりましたか？」

「は……はい」

「すみませんが、少し急いでいただけると助かります。初日から授業に遅おくれたくありませんから」

「授業って……おまえ、学校に行く気か!?」

　愕がく然ぜんとする学に、葉桜は当然のような表情でうなずいてみせた。

「当たり前よ。共棲体は、可か能のうな限りたくさんの時間を一緒に過すごすべきなんだから。あなたが一日の大部分を過ごすのは学校なんでしょ？　だったら、私もついてくのは当然じゃない」

「どこが当然だよ！　だいたいその格かつ好こうで行く気か？」

　葉桜の服ふく装そうは、薄うす手での半はん袖そでジャケットにセミタイトスカートだった。とても学校へ行く格好には見えない。葉は桜ざくらはきょとんとした表情で目を瞬またたいた。

「何か変？」

「変とかじゃなくて、私服で行く気かって聞いてるんだ。おまえ、制服なんて持ってないだろ」

「せいふく……？」

　異い国こくの言語を聞いたように葉桜は眉まゆをひそめた。軽い頭ず痛つうを覚えて額ひたいを押さえる。なんとか気持ちを落ち着け、言葉を続けようとした時だった。窓の外を巨大なグランドピアノが通り過ぎていった。

　学まなぶは絶ぜつ句くした。冗じよう談だんじゃない、あんなものを二階に置かれたら床ゆかが抜ぬける。

　慌あわてて葉桜の横を走り抜け、業者を呼よび止とめる。事情を説明し、渋しぶる葉桜になんとかピアノの搬はん入にゆうを諦あきらめさせた頃ころには、もう朝食の時間はほとんどなくなっていた。




　外は晴天だった。空気が乾かん燥そうしているためか、日差しのわりにそれほど蒸むし暑あつさは感じられない。時折吹き抜ける風も心ここ地ちよく、気き候こうだけ見れば理想的な一日の始まりに思えた。にもかかわらず学はひどく憂ゆう鬱うつだった。理由は考えるまでもない、数歩後ろをついてきているブロンドの少女が全ての元げん凶きようだった。

　相変わらずの私服姿すがた、およそ学校へ行くとは思えないモデルのような服ふく装そう。ついてくるついてこないとどれだけ言い争っただろう。結局あの場では諦めさせることができず、こうして一いつ緒しよに外へ出てきてしまった。以来一言も口をきいていない。学が足を早めれば彼女も追つい随ずいし、立ち止まれば彼女も足を止める。通学路の中なか程ほど、松まつ原ばら新都心から旧市街へさしかかる辺あたりで学の苛いら立だちは頂ちよう点てんに達たつした。

　振ふり向むき様ざまに睨にらみつける。葉桜は硬かたい表情でこちらを見返してきた。

「いつまでついてくる気だ」

　葉桜は意い志しの強そうな眉まゆをきゅっと寄せて、小さく息を吸い込んだ。

「一緒に学校へ行くっていったはずです」

　そう当然のような口く調ちようで言われて学はかっとなった。

「ふざけるな！　アポストリと仲良く登校なんて冗談じゃない。そんなことするくらいなら死んだほうがマシだ！」

　学の言葉に葉桜の頰ほおがさっと朱しゆ色いろに染そまる。気け色しきばんだ表情で学を睨みつけた。

「昨日から聞いてれば死んだほうがマシ死んだほうがマシって、そういうこと気軽に言わないでよ！　命をなんだと思ってるの!?」

　学はふんと鼻を鳴らした。嘲あざけるような笑みを口元に浮かべる。

「はん、人殺しの化け物が命の大切さを語るのか？　傑けつ作さくだな。おまえらにしちゃ上等なジョークだ」

「………。いくら大使閣かつ下かのご子し息そくだからって、言って良いことと悪いことがあるわよ」

　葉は桜ざくらの目がきゅっとすぼまった。張はりつめた、氷のような空気が周しゆう囲いに漂ただよう。学まなぶはぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。これだ、この目だ。昨日譲ゆずり葉はと呼よばれたアポストリが見せた目、あの日〈片かた腕うで〉が彼に向けた眼まな差ざし。獲え物ものを前にした狩かり人うどの視し線せんだ。どんなに人間らしく装よそおっても隠かくし切きれない、殺さつ戮りく者しやの空気。

　はっ、と学は小さく息いきを吐はき出だした。

　これでいい、これならこいつを敵と認にん識しきできる。やり合った結果どちらが勝とうと、共きよう棲せいなんて言葉はもう出てこないだろう。素す晴ばらしい、もっと早くこうするべきだった。こいつを嘲ちよう笑しようし愚ぐ弄ろうし挑ちよう発はつする。たったそれだけで彼の望みは叶かなう。元の日にち常じようが返ってくる。

　学は口元を歪ゆがめた。

「ふん、怒おこったのか。いいさ、なんならここでやり合うか？　どうしても俺と学校へ行きたいっていうなら力ずくでそうすればいい。得意なんだろう？　そういうの」

「………！」

　葉桜の唇くちびるから喘あえぐような声が漏もれた。学は肩かたにかけた荷物をつかんで、地面へ置いた。ネクタイを緩ゆるめ正面から葉桜を見み据すえる。葉桜はきゅっと唇を引き結び、強こわばった表情でこちらを睨にらみつけていた。どうした、と思う。来ないつもりか、ならこちらから仕し掛かけるだけだ。そう思って一歩足を踏ふみ出だした時だった。

「学さぁあん！」

　耳を聾ろうするような大声に、学は思わずつんのめった。肩越しに振り返る。黄緑色の割かつ烹ぽう着ぎをまとった女性が、必死の形ぎよう相そうでこちらに走ってきていた。千ち紗ささんだった。両手にカラフルな包みを下げ、スカートの裾すそを派は手でに揺ゆらしながら走り寄ってくる。

　彼女は学へ追いつくと、顎あごを下げ荒あらい息を吐いた。

「や、やっと……追いつき……ました。も、もう間に合わないんじゃないかと……」

「……どうしたの千紗さん」

　面めん食くらった表情で尋たずねる学に、千紗さんはぐいと包みを差し出した。

「どうしたもこうしたもございません！　私、お弁当をお渡わたしするのをすっかりさっぱり忘わすれておりました！　いくら慌あわてていたとは言え、学さんをお弁当もなしに送り出すなんて、この千紗一生の不ふ覚かくでございます。お渡しできなければ今日限りでお暇いとまを願い出る覚かく悟ごでおりました」

「そ、そうなんだ」

　学は頰ほおの筋きん肉にくを引きつらせながら、弁当箱を受け取った。千紗さんはそのまま学の横をすり抜け、葉桜にも弁当箱を押しつけた。それから、今気づいたかのように二人を交こう互ごに見る。

「……ところで、お二人ともこんなところで何をされてたんですか？」

「ん……」

　学はバツの悪い表情で視線を逸そらした。葉桜がきゅっと眉まゆ根ねを寄せてこちらを見ている。この件について、一歩も退ひく気はないという強い意い志しがその態たい度どから滲にじみ出でていた。

「……なんでもない、ちょっと話してただけだよ」

　学まなぶはため息いきまじりの声でそう答えた。のろのろと鞄かばんを取り上げ歩き出す。後ろから、葉は桜ざくらの規き則そく正しい足音が追いかけてきた。




「というわけで、今日から一いつ緒しよに授業を受けることになった葉桜さんだ。えー、みんなも知っての通り共きよう棲せいは三年からだが、南みなみ方かたの場合は家庭の事情でこういうことになった。急な話だが、この機会にアポストリと親しん交こうを深めて欲しいと思う。じゃあ葉桜さん、簡かん単たんに挨あい拶さつを」

「はじめまして、〈夏エスターテ〉の葉桜です。まだ〈十じゆう字じ架か〉から出て日が浅いので、色々至いたらぬ点もあるかと思いますが、どうぞ仲良くしてださい。よろしくお願いいたします」

　そう言って、金きん髪ぱつの天使はすっと一礼した。

　周しゆう囲いの生徒達は呆あつ気けに取られたように彼女を見つめている。無理もない、そのくらい彼女の存そん在ざいは異い質しつだった。まず頭身が違ちがう、足の長さが違う、肌はだは処しよ女じよ雪ゆきのように白く、細い肩かたに見事な金髪が流れ落ちている。圧あつ倒とう的てき、そんな言葉さえ思おもい浮うかぶ。男子はおろか、女子さえもが呆ぼう然ぜんと彼女に見入っていた。

　朝礼を終え教師が出ていった瞬しゆん間かん、クラスは騒そう然ぜんとなった。席についた葉桜を囲むように何重もの人ひと垣がきができる。矢や継つぎ早ばやに投げかけられる質問を、葉桜はにこやかにこなしていった。

「どういう風の吹き回しだね、南方」

　抑よく揚ようのない声に、学は首を回した。左の席に座すわる灯とう日かと目が合った。広い額ひたいにほつれた前まえ髪がみが一ひと房ふさ落ちている。熱気を孕はらんだ空気の中、彼女だけが氷の彫ちよう像ぞうのように泰たい然ぜんとしていた。つるりと作り物めいた肌の、まるで人形のようなクラスメイト。葉桜とは別の意味で彼女は異質な空気を放っていた。

　学は頰ほお杖づえをついたまま、憮ぶ然ぜんとした表情で答えた。

「あいつが勝手についてきたんだ。俺が頼たのんだわけじゃない」

　言いながら登校中の出来事を思い出す。千ち紗ささんの登場で気を削そがれ、そのままもう一度言い合いする気力もなく学校へ来てしまった。まったく、本当に不ふ愉ゆ快かい極きわまりない。

　灯日はこくりと首を傾かたむけた。

「普ふ段だんの君なら力ずくでも止めていそうだがね。しかし……葉桜か。ひょっとして彼女、評ひよう議ぎ会かい議長の親族かね？」

「知っているのか？」

「ニュースで見たことがある。ふむ、なるほどな。そういうことか」

　灯日は得とく心しんしたようにうなずいた。学は眉まゆをひそめた。

「何がそういうことなんだ」

「彼女なら君と上う手まくやれるかもしれない、そういうことだ」

「はぁ？」

　何を言っているのかと思った。彼女はアポストリだ、うまくなどやれるはずがない。そう言うと、灯とう日かは「いずれ分かる」とつぶやくように答えた。むすりと押おし黙だまる学まなぶに、彼女は小さく首を傾かたむけてみせた。

「ところで君、彼女を連れてくるのはいいが、気づいているのかね？　今日は歴史の授業がある日だぞ」

「知ってるよ、だけどしょうがないだろ。あいつが来たいって言ったんだから」

　言いながらわずかに心がざわめく。歴史の教師は、城じよう南なん高校の中でも少し問題がある人物として知られている。元々は三年の担任を受け持っていたらしい。それが担任を外され二年の講師になったのは、彼が三年生の半分を占しめる生徒達に異い常じような態たい度どをとったからだった。三年生の半分──共きよう棲せい体たいであるアポストリ達に。

　ちらりと葉は桜ざくらのほうを見る。彼女はにこやかにクラスメイト達と歓かん談だんしていた。

　学は鼻を鳴らした。好きにすればいいさと思う。だいたい俺があいつを心配する理由などどこにもない。ひどい目にあって、とっとと〈十じゆう字じ架か〉へ帰ればいいのだ。

　学は金きん髪ぱつの少女から視し線せんを逸そらすと、もう一度ふんと鼻を鳴らした。




　四時間目までは何事もなく過すぎた。昼休みを終え、五時間目が近づくとクラスは不意にそわそわし始めた。空気の変化を感じたのか、葉桜は不安そうな顔になった。前の席の学に「ねぇ」と声をかけてくる。

「どうしたの？　何か変な感じ──」

　全てを言い切らないうちに、教室の前の引き戸が開いた。カツカツと硬かたい靴くつ音おとをたてて、若い男が入ってくる。ひどく細長い印いん象しようを受ける男だった。剃かみ刀そりで削そぎ落おとしたような頰ほお、猛もう禽きんのように切れ長の瞳ひとみ、短い黒くろ髪かみを整せい髪はつ料りようで固めて後ろに流している。

　歴史教師は教きよう壇だんに立つと、すっと生徒達を見み渡わたした。その視線が葉桜のところで止まる。灰色の瞳に一いつ瞬しゆん氷のような光が宿った。だがそれもわずかな間のことで、歴史教師はすっと視線を逸らし手元の教本へ視線を落とした。

「さて、先週はどこまで話したかな。そろそろ期末試験ということもあるし、少し駆かけ足あしで授業を進めていくことにしようか」

　言いながら教本のページを繰くる。紙と紙の擦こすれ合あう乾かわいた音が教室に響ひびき渡わたった。

「前回の授業は──と、ああ関せきヶが原はらの戦いか。天下分け目の決戦、徳とく川がわ方がたと豊とよ臣とみ方がたが争い、以い降こう二百六十年に及およぶ徳川の繁はん栄えいを決定づけた会戦だ。事前の戦力では圧あつ倒とう的てきな優ゆう位いを誇ほこりながら、度たび重かさなる裏うら切ぎりによって豊臣方が瓦が解かい。弱体化した豊臣方は近きん畿き一いち円えんに押し込められ、後の大おお坂さか冬の陣じん・夏の陣で滅めつ亡ぼうに至いたる。まぁこの辺あたりは有名な話だから諸しよ君くんも知っているだろうね。ただこの戦いくさが、他ほかでもない彦ひこ根ねの町の成立に関かかわっていることはあまり知られてないんじゃないかな」

　歴史教師は教きよう卓たくに背せを向けると、黒板に大きく琵び琶わ湖この絵を描かいた。湖の中央東沿えん岸がん──居きよ留りゆう区くのある場所を四角く囲ってみせる。

「もともと彦ひこ根ねは豊とよ臣とみ方がたの武ぶ将しよう、石いし田だ三みつ成なりが治おさめる佐さ和わ山やま城じようの城じよう下かだった。東ひがし壁かべの向こうに見える佐和山、あの上に藩はん府ぷである佐和山城があったんだ。だからこの辺あたりも彦根という名前ではなく佐和山藩はんと呼よばれていた。それが関せきヶが原はらの戦いで豊臣方が敗れると、佐和山城は落城し、そこに徳とく川がわ四し天てん王のうの一人井い伊い直なお政まさが入ってきた。彼は佐和山城を取とり壊こわし、建けん材ざいを流用して琵琶湖沿岸の彦根山に城を建けん築ちくした。それがこの学校の敷しき地ちにもなっている彦根城だ。彦根藩の始まりだな。以い降こう、明治の廃はい藩はん置ち県けんを経へてこの町は彦根『市』になる。そう──ほんの十九年前までこの町はそう呼ばれていた」

　カンと音をたてて、チョークの先が黒板を叩たたく。歴史教師は肩かた越ごしにこちらを振ふり返かえり、ふっと口元をほころばせた。

「今となっては、彦根市という名めい称しようは日本地図のどこにも存そん在ざいしていない。かつての佐和山藩が歴史の陰かげに消えてしまったように、彦根市もまた歴史の教科書にしか登場しなくなった。諸しよ君くんらは知らないだろうが、十九年前までは電車に乗れば東京でも大阪でも好きなところに行けた。今じゃ壁の外へ出るのは一苦労だ。特別な理由や許きよ可かがなければ、隣となり町まちへの移い動どうもままならない。特に君達未成年は原則として外へ出る自由がない。例外は共きよう棲せいを拒きよ否ひし、この町で得た全ての特典を失って壁の外へ放り出されることだ。全てはこの町が居留区と呼ばれ始めてから、彦根市という名称が日本の行政区分から消しよう滅めつしてからのことだ」

　ぴくりと、後ろの席で葉は桜ざくらの身じろぎする気け配はいが感じられた。学まなぶは眉まゆ根ねを寄せ、敢あえて素そ知しらぬふりを装よそおった。教室は水を打ったように静まりかえっている。歴史教師は黒板に背を向けると、片かた肘ひじを教卓に預あずけた。そのまま、どこか芝しば居いがかった動作で右手を持ち上げてみせる。

「さて、なぜこんなことになってしまったのか？　誰だれか答えられる人はいるかな？」

　沈ちん黙もく、歴史教師はぐるりと周しゆう囲いを見み渡わたし、おかしそうに小首を傾かしげた。

「今日は随ずい分ぶんと静かだな。何を遠えん慮りよしてるのかな？　誰でもいい、答えてみたまえ。……ああ君、そうそこの君だ」

　そう言って歴史教師は窓まど際ぎわに座すわる女子生徒を指さした。女子生徒はびくりと肩かたを震ふるわせ、ひきつった表情で顔を上げた。「あ……はい」と、か細い声で囁ささやく。歴史教師は切れ長の瞳ひとみをすっと細めた。

「もう一度聞くよ。この町がなぜ彦根市でなくなったのか、いつから彦根居留区などという名称で呼ばれるようになったのか。分かるかい？」

　女子生徒は気け圧おされるように顎あごを引いた。

「それは……ええっと……四・一八事件の後です」

「四・一八、その通りだ。では四・一八とはどういう事件だったのか。なぜその事件の結果、この町が居きよ留りゆう区くという名めい称しようになったのか。答えられるかい」

「………」

　特に回答を期待していなかったのか、歴史教師はふっと鼻を鳴らすと教本を取り上げた。視し線せんをページに落としたまま、朗ろう読どくするような口く調ちようで語り始めた。

「十九年前の四月十八日、空から巨大な十じゆう字じ架かが落ちてきた。琵び琶わ湖こ東岸の沖おき合あい、六キロ地点に着水したこの巨大構こう造ぞう物ぶつは、その衝しよう撃げきで沿えん岸がん都市に大きな被ひ害がいを与えた。だが、それは始まりにすぎなかった。調査のために〈十字架〉を取り巻いていた陸上自衛隊第三師団は、その日のうちに消しよう息そくを絶たった。何が起こったかわからないうちに、幹かん線せん道路沿ぞいの都市は次々に沈ちん黙もく。初日だけで数万人が命を落としたと言われている」

　パラリと、歴史教師が教本をめくる乾かわいた音が響ひびいた。

「翌よく十九日、奇き跡せき的てきに脱だつ出しゆつしてきた生せい存ぞん者しやにより、我々は自分たちが直面したものが何かを知った。地球上のものではない技術を使い、超人的な身体能力を持つ子供のような女性達、アポストリ。人類が史上初めて遭そう遇ぐうした地球外生命体だった。彼女たちはその可か憐れんな容よう姿しとは裏うら腹はらに、ひどく好戦的だった。事件開始から一ヶ月で、横よこ須す賀かをはじめとした主要な軍事基地が〈十字架〉の砲ほう撃げきにより消しよう滅めつ。西は京きよう都とから東は四よつ日か市いちまでが、彼らの勢せい力りよく範はん囲いとなった」

「ちょっと、ちょっと待ってください！」

　バンと机を叩たたいて葉は桜ざくらが立ち上がった。頰ほおに朱しゆがさしている。艶つややかな唇くちびるをきゅっと引き結んで彼女は歴史教師を睨にらみつけた。歴史教師は今気づいたとでもいうように、くいと片方の眉まゆを持ち上げた。

「君は……？」

「葉桜、〈夏エスターテ〉の葉桜です。そこの……南みなみ方かた学まなぶの共きよう棲せい者しやです！」

　学は喉のどの奥おくから低い呻うめき声ごえを漏もらした。なんでこう予よ想そうを上回るスピードで厄やつ介かい事ごとに巻まき込こまれるのか。歴史教師の視し線せんが学を捉とらえる。薄うすい唇くちびるが笑いの形に歪ゆがんだ。

「ふん、さすがは大使閣かつ下かのご子し息そく、共棲を始める時期も思いのままというわけか。羨うらやましい限かぎりだね。我々一般人には真ま似ねできそうにない」

「俺は関係ありません、そいつが勝手にそう言ってるだけす」

「学！」

　眉まゆをつりあげて怒ど鳴なる葉桜から、学は顔を背そむけた。つきあっていられない。そう思って沈ちん黙もくしていると、「それで」と教きよう壇だんのほうから乾いた声がした。

「その葉桜さんが何だというのかな、僕の授業に何か問題でも？」

　切れ長の瞳ひとみがじっと葉桜を見み据すえている。葉桜は硬かたい表情のまま、まっすぐにその視線を受け止めた。机の上に置かれた拳こぶしがぎゅっと握にぎりしめられる。

「その話には大だい前ぜん提ていが抜ぬけてるわよ。最初に攻こう撃げきしてきたのはあなた達じゃない、大型の爆ばく弾だんで私達を狙ねらって。それで私達はこの湖に下りるしかなくなったのよ」

「正体不明の何かが頭の上に落ちてきたら、迎げい撃げきしようと思うのは当然じゃないかな？　それにその攻こう撃げきで、君たちに死者が出たかい？　もし出ていないのなら、その後君たちがやったことは報ほう復ふくでもなんでもない。ただの虐ぎやく殺さつだ」

「死者さえ出なければ無む抵てい抗こうでいろっていうの？　私達はあなた方の軍事レベルも分からなかったのよ」

「それは我々も同じさ。だから、自衛のために最善を尽くした。君たちは自宅へ上がり込んだ侵しん入にゆう者しやに石を投げつけるのが間ま違ちがいだと言うのかい？」

　ぐっと葉は桜ざくらが言葉を飲み込んだ。握にぎりしめた拳こぶしが震ふるえている。怒おこっているのだ。歴史教師はそんな彼女を愉ゆ快かいそうに眺ながめて、視し線せんを逸そらした。

「さて、話を続けよう。アポストリの力は圧あつ倒とう的てきだった。人間の数十倍の膂りよ力りよく、反はん応のう速そく度ど。骨格は強きよう靱じんで、傷きずをつけてもすぐに回復した。そのまま彼らが猛もう威いを振ふるえば、遠からず日本全土がアポストリの手に落ちていただろう。だが、彼女たちは完全無欠の超人ではなかった。弱点があったんだ。──岡おか町まち、分かるかい？」

「はい。〈銀〉です」

　よどみない口く調ちようで灯とう日かが答えた。歴史教師は満足そうにうなずいた。

「その通り、銀はアポストリの回復能力を失わせ、彼らの身体機き能のうを大幅に低てい減げんする。それに気づいた我々は、空から粉ふん末まつ状じようの銀を撒さん布ぷ。アポストリの動きを止め、その心臓に銛もりを打ち込んだ。これによりアポストリの進しん撃げきは停てい止し、後こう退たいを続け、最終的に滋賀県の草くさ津つ市で休戦協定を結ぶに至いたった。これが四・一八事件の大まかな流れだ。さぁここで問題だ。有利な状じよう態たいで講こう和わを結んだ我々が、なぜこの彦ひこ根ねを彼らに提てい供きようしなければいけなかったのか。なぜこの町を壁かべで取り囲み、外の世界と隔へだてなければならなかったのか」

　歴史教師は生徒達を見み渡わたした。彼はもう溢あふれる嫌けん悪おを隠かくそうとしていなかった。傲ごう然ぜんと胸むねを張はり、演えん台だいに立った扇せん動どう者しやのように声を張はり上あげた。

「それはこの国がアポストリの技術を欲ほつしたからだ。まったく新しいエネルギー体系、冶や金きん技術、ソフトウェア理論。政府はそれらオーバーテクノロジーの見返りに、この町をアポストリに与えた。現地の住人ごと壁で取り囲んだ。言うなれば、この彦根居きよ留りゆう区くは代だい償しようだ。分ぶん不ふ相そう応おうの技術をこの国が手に入れるためのね」

「あなたの見方は──偏かたよっているわ」

　押し殺した口調で葉桜が言った。「そうかもしれない」と歴史教師は口元をほころばせた。

「だが現実を見たまえ、君たちはこの壁の中に押し込められ一歩も外に出ることはできない。一方で君たちの技術は壁の外で有効に活用されている。敦つる賀がで建設中の新エネルギー炉ろ、あれも確か君たちの技術じゃなかったかな」

「だから何」

「こういう現地にしわ寄せを及ぼす政せい策さくはやめるべきだ。アポストリの技術は、この国だけで独どく占せんするものでもない。広く国際的に管かん理りし研究するべきだ。そうすれば君たちがこの国にいる理由もなくなる」

「それはあなたのような立場の人が言っていい台詞せりふじゃないわ」

　歴史教師は困こまったような表情で腕うでを広げた。

「誰だれかが言わなければ何も変わらない。このままいけば君たちは永遠に檻おりの中。そして僕等は──」

　歴史教師は言葉を区切った。クラス全員の視し線せんが自分に向いていることを確かく認にんし、ひどく意味ありげな微び笑しようを浮うかべる。

「未来永えい劫ごう、餌のままだ」




「信じられない！　何よあれ、一方的にも程ほどがあるわ！」

　放課後、校門に向かって歩きながら、学まなぶは葉は桜ざくらの怒ど声せいを聞いていた。校門前広場は下校する生徒でにぎわっている。空は清すが々すがしい晴天で、芝しば生ふに植うえられたシュロの木が夏らしさを主しゆ張ちようしていた。丁ちよう度ど三年生の下校と重なったためか、周しゆう囲いにはちらほらとアポストリの姿すがたも見える。傍かたわらには人間の生徒達。ある者は談だん笑しようしながら、ある者は気き恥はずかしそうに顔を伏ふせて黙もく々もくと校門を目め指ざしている。

　葉桜は腕組みをして、硬かたい表情のままうつむいていた。ぶつぶつと低いつぶやき声が薄うす紅べに色いろの唇くちびるから漏もれる。

「あんな教師がいるなんて問題だわ。学校に、いいえ大使館に抗こう議ぎするべきかしら。ねぇ、ねぇ学、聞いてるの？」

「ああ」

　学は面めん倒どうくさそうに答えた。離はなれろと言っても離れない、無む視ししたらしたで怒おこり出だすときたらあとは適てき当とうにやりすごすしかない。そんな学の気持ちに気づいた様よう子すもなく、葉桜は人差し指の節ふしを顎あごに押し当て考える目をした。

「生徒も生徒よ、あんな授業されて何も言わないなんて。私達との友好を担になう自じ覚かくがあるのかしら？」

「心配しなくても、誰も真ま面じ目めに聞いちゃいないよ」

「え？」

　意外そうに葉桜が目を瞬またたいた。学は小さく息を吐ついた。

「殆ほとんどの連中は、アポストリと過去何があったかなんてどうでもいいんだ。居きよ留りゆう区くにいれば学費はタダ同然だし就しゆう職しよくでも有利になる、税金や保険の面でも優ゆう遇ぐうされる。だから共きよう棲せいするだけさ。その気になれば外の大学も受けられるのに、ほとんど全員が居留区に留とどまるのはそれが理由だ」

「そんなの──不ふ純じゆんよ」

「誰だれもがおまえみたいに馬鹿正直じゃないんだ。噓うそだと思うなら、俺以外の奴やつと共きよう棲せいしてそいつに聞いてみな」

「………」

　葉は桜ざくらはむっつりと黙だまり込こんだ。学まなぶはふんと鼻を鳴らした。いい気き味みだと思った。今朝から振ふり回まわされてばかりだったから、こうしてやりこめられているところを見ると溜りゆう飲いんが下がった。

　彼もあの歴史教師は好きでなかったが、この調ちよう子しならもっと頻ひん繁ぱんに授業を受けてもよいかもしれない。その結果として、葉桜がついてこなくなるなら儲もうけ物ものだった。

「そう言えば、さっき奴やつが言ってた、餌えさ？　あれってどういう意味だ？」

　何なに気げなく出した一言だった。だが葉桜はしげしげと学の顔を見つめた。ひどく怪け訝げんそうな表情になっている。

「な、なんだよ」

「本気で言っているの？」

「本気って何がだよ、まさかおまえ俺を食う気じゃないだろうな」

「そんなことするわけないでしょ。でも……ううん、なんでもない。聞いてないならいいわ」

「なんだよ、気になるだろ」

「ただの例たとえよ、あの人間らしい下品な例え」

　つぶやくように言って、また先ほどのやりとりを思い出したのか、葉桜の眉み間けんに皺しわが寄る。学はほうとため息いきをついた。この調ちよう子しだとしばらくは機き嫌げんが直りそうにない。

　学は腕うで時計に視し線せんを落とした。時刻は四時少し前、約束の時間までもう間がない。

「葉桜、おまえは先に帰ってろ」

　葉桜が顔を上げた。

「なんでよ」

「俺は用がある。おまえは先に帰って荷物の整理でもしてろ」

「用って何の用？」

「おまえが知る必要はない」

　そう言うと、葉桜はぷくりと頰ほおを膨ふくらませた。唇を引き結び学に詰つめ寄よる。

「また危あぶないことする気じゃないでしょうね」

「だったらなんだよ」

「止めるわ、でなければ私もついていきます」

「どっちも願い下げだ。帰れ」

「嫌いやよ」

「帰れったら！」

「嫌ったら嫌！」

　学は強い視線で葉桜を睨にらみつけた。負けじと葉桜も睨み返してくる。どのくらい時間が過すぎたのか。くすくすと小さな笑い声が聞こえてきた。気がつくと、周しゆう囲いを行いき交かう生徒がこちらを見ていた。何を勘かん違ちがいしたのか「仲良いねー」などという声まで聞こえてくる。

　学まなぶは喉のどの奥おくから唸うなるような声を漏もらした。

「と、とにかくおまえは家に戻もどってろ！　いいな」

「あ、ちょっと待ちなさいよ学、学ったら！」

　少女の声を振ふり切きるようにして学は踵きびすを返した。鞄かばんを肩かたにかけ直し、全速力で走り出す。驚おどろく生徒達をすり抜ぬけるようにして、学は校門へ向かった。無人の公道ならともかく、間に人ひと混ごみがあれば葉は桜ざくらも昨日のような追いかけ方はできまい。背せ中なかに甲かん高だかい制せい止しの声を浴びながら、学は必死で両足を動かし続けた。




　結局葉桜を振り切ったのは、目的地直前でのことだった。

　学はハンカチを取り出し額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。まったく、しつこいことこのうえない。あの容よう姿しで通学路を歩き回り学の名前を連れん呼こするのだ。間ま違ちがいなく何人かのクラスメイトにはその様よう子すを見られていただろう。明日学校で何と言われるか、そう考えると頭が痛いたい。こんなことならいっそついてこさせたほうがよかったか、そう思いかけて学は首を振る。これからする会話、それを誰だれかに聞かせるわけにはいかなかった。

（特に……あいつは絶ぜつ対たいにだめだ）

　学は深い吐と息いきを漏らし、顔を上げた。目の前に巨大な白い建けん造ぞう物ぶつが立ちはだかっている。湖岸道路沿ぞいに建つショッピングセンター、居きよ留りゆう区く最大の商業施し設せつだった。奥おく行ゆきのある店てん舗ぽは大おお勢ぜいの買い物客でにぎわっている。夕食の準じゆん備びに来た親子連れや下校途と中ちゆうの中高生が、広い駐車場を行き交っていた。

　道路を挟はさんで西側はもう琵び琶わ湖このため空が広い。コバルト色の湖面を臨のぞむようにして目的の喫きつ茶さ店てんは建っていた。落ち着いた色合いの煉れん瓦が壁へき、湖側は一面のガラス窓になっている。入り口のところに、日本語とアポストリ文字の併へい記きされた宣せん伝でん広告が貼はられていた。アルファベットから角かどをなくしたような字体。十じゆう字じ架かへの定期便が発着する彦ひこ根ね港こうが近いためか、この辺あたりではよくこうした表記を目もく撃げきする。

　学はわずかに眉まゆをひそめると、荒あらい息いきを整えながら店内に入った。

　目当ての人物はすぐ見つかった。サングラスをかけた若い男が窓まど際ぎわのソファに座すわっている。角かく張ばった輪りん郭かくの、どこかミミズクを思わせる風ふう貌ぼう。白い半はん袖そでの開かい襟きんシャツを着こんでいる。男は片手にコーヒーカップを持ち、もう片方の手でぱらぱらと手帳をめくっていた。学に気がつくと軽く手を挙あげる。

「すみません、春はる木きさん。遅おそくなりました」

　学は小さく頭を下げると向かいのソファに腰こし掛かけた。男──春木は鷹おう揚ように「いやいや」と言って、手帳を伏ふせた。

「僕も今来たところさ。仕事がたてこんでてね、ちょっと抜ぬけ出だすのも一苦労だよ。学まなぶくんこそ悪いね、今の時期、進路指し導どうとかあって忙いそがしいだろうに」

「……あんなものは、どうだっていいんです」

　学は硬かたい声で答えた。進路指導──アポストリとの共きよう棲せい。

　不ふ快かいな記き憶おくを断たち切きるように、学は胸むねポケットからメモリーカードを取り出した。机の上に置き春はる木きへ差し出す。

「今週分の親父の予定です。いつものように親父のＰＣからコピーしてきました」

　春木は無む言ごんでメモリーカードを受け取った。顔の前にかざし、すっと細い目をすぼめる。わずかな沈ちん黙もくの後、「確かに」そう言って春木は相そう好ごうを崩くずした。

「いつもすまないね、助かるよ」

「いえ……、それで例の件は分かりましたか？」

　学は息いきせき切って問いかけた。スパイまがいのことまでして春木に父親の予定を報しらせているのは、手に入れたい情報があるからだ。こちらの品物に問題がないなら、一いつ刻こくも早く対たい価かを受け取りたかった。

「その前に学くん」

　春木は片かた腕うでをテーブルに置き、すっと身を乗り出した。愉ゆ快かいそうに学を見み据すえ唇くちびるを歪ゆがめる。

「そこにいる彼女、君の知り合いかな？」

「……えっ？」

　学は眉まゆ根ねを寄せて振ふり返かえった。いつの間に現れたのか、腕組みをした葉は桜ざくらが彼を見下ろしていた。意い志しの強そうな眉がきゅっと釣つり上あがり、白い眉み間けんに何本もの皺しわを刻きざんでいる。上質な陶とう器きを思わせる頰ほおが、内側から炙あぶられたように赤く染そまっていた。
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「み、み、見み損そこなったわ、学」

　彼女は声を震ふるわせて学を睨にらみつけた。二の腕をつかむ指がジャケットの袖そでに複雑な皺を形作る。

「へ、変についてこられるのを嫌いやがってると思ったら、ま、ま、まさかテロリストと通じてたなんて」

「て、テロリストぉ？」

　学は目をしばたたいた。話の飛ひ躍やくに頭がついていかない。「いや、ちょっと待てよ」そう慌あわてて口を開くが、葉桜の詰きつ問もんは収まらなかった。

「実のお父様の情報を売うり渡わたすなんて、恥はじを知りなさい恥を！　一体そこの男に何をさせるつもり？　拉ら致ち？　脅きよう迫はく？　それとも暗あん殺さつ？」

「だから待てって言ってるだろ！」

　思わず立ち上がりかけた学を、だが低い笑い声が押しとどめた。振り返ると春木が額ひたいに手をあて肩かたを震わせているところだった。春木は片手をひらひらと翻ひるがえして、首を振った。

「こりゃ傑けつ作さくだ、テロリスト、テロリストか。僕も色んな職業に間ま違ちがわれたけど、これは初めてだ。南みなみ方かた大使を暗あん殺さつだって？　そりゃさぞかし良いニュースになるだろうな」

　春はる木きはサングラスを持ち上げ、目め尻じりの涙なみだを拭ぬぐいながら手帳を開いた。一枚の名めい刺しを取り出し、葉は桜ざくらに差し出す。葉桜は目を瞬またたきながら名刺を読み上げた。

「日本合同通信・政治部記者、居きよ留りゆう区く担たん当とう……？」

「春木と言います、初めまして」

　男はにこりと微笑ほほえんでみせた。葉桜は狐きつねにつままれたような表情で、名刺を見み据すえている。学は小さく鼻を鳴らした。

「二年くらい前から彦ひこ根ね居留区を担当しているんだ。親父やアポストリ関連を追いかけてる」

「南方大使の予定はトップシークレットでね、僕等も取しゆ材ざいには苦労してるんだ。こうして学くんから情報をもらうことで、効こう率りつ的てきに同業者を出だし抜ぬけるわけさ。ああ、もらった情報は取材目的以外には使用しないから、それは安心してもらっていい」

「……マスコミの……人？」

「ああ」

　学はうなずいた。仏ぶつ頂ちよう面づらで葉桜を見据える。

「テロリストじゃ……ないの？」

「あたりまえだろ、馬鹿馬鹿しい」

　葉は桜ざくらは「うぅ」と唸うなり声ごえをあげた。鬱うつ積せきした怒いかりの矛ほこ先さきを探さがすように、視し線せんが名めい刺しと学まなぶを行き来する。わずかな沈ちん黙もくの後、どうにも納なつ得とくできないという表情で葉桜は顔を上げた。

「そ、それでどうして学がそんな──情報提てい供きようなんてする必要あるのよ」

「おまえには関係ない」

「関係あるわ、私はあなたの共きよう棲せい者しやだもの」

　そう言って傲ごう然ぜんと胸むねを張はる。正面にいた春はる木きが驚おどろいたように学を見み据すえた。学は慌あわててぶんぶんと首を振ふった。

「おまが勝手にそう言ってるだけだろ、俺は認みとめた覚えはないからな」

「あなたがどう思おうと、お父上と伯お母ば様が合意した時点で私達は共棲体です。そうである以上、私にはあなたの行動を把は握あくする権利があります」

「そんなの知るか！　とにかく俺も春木さんも忙いそがしいんだ。おまえに構かまってる暇ひまはないんだよ。とっととどっかへ行け！」

　叫さけぶように言って学は葉桜を睨にらみつけた。葉桜は下した唇くちびるを嚙かんで学を見下ろしていたが、不意にその頰ほおがぴくりと動いた。鞄かばんから携けい帯たい電話を取り出す。ひどく嫌いやな予感がして学は眉まゆ根ねを寄せた。

「おい、何してるんだ」

　葉桜は手て慣なれた様よう子すでメモリを探さぐり、通話ボタンを押した。すっと耳元へ近づける。

「大使館へ電話してるの。大使の行動予定が漏もれてるって報ほう告こくしないと」

「ば、馬鹿！　やめろ！」

　慌あわてて立ち上がり、葉桜につかみかかる。葉桜はひょいと腕うでを持ち上げ学の手をかわした。スピーカーから甲かん高だかい呼よび出だし音おんが流れ出している。葉桜は携帯をかざしたまま、底そこ冷びえのする視し線せんで学を見据えていた。学はぎりりと奥おく歯ばを嚙みしめた。

「事情を聞かせてもらえるかしら」

　葉桜の凍いてつくような声こわ音ね。学は喉のどの奥から獣けもののような唸り声を漏らした。

「わかったよ……」

　疲つかれ果はてた口く調ちようで言って、学は腰こしを下ろした。ため息いきをつきながら髪かみを搔かき回まわす。

「そのかわり俺と春木さんの話が先だ、いいな」

　葉桜が何か言いかけたが、学は無む視しした。こいつにつきあっているといつまでたっても用件が終わらない。学はそれ以上葉桜に構うことなく、春木のほうへ向き直った。むくれた表情で葉桜が傍かたわらに腰こしを下ろす。学は口を開いた。

「それで、例の件ですけど」

「ああ、そう、その話だったね」

　何事もなかったような表情で、春木は鼻の頭を搔いた。鞄かばんから書類の束たばを取り出し、机の上に広げる。そこには大量の顔写真・氏名・所在地が並ならんでいた。写真は全て正面から撮とったもので、例外なく瞳ひとみが赤い。アポストリだった。

「やっと手に入ったよ。色んな方面からアプローチしてたんだが、なかなかガードが固くってね。これが警察庁のほうで把は握あくしているアポストリの全リストだ。一いち応おう、十年以上前からリストの作成が始まっているから、居きよ留りゆう区く内ないのアポストリはほぼ網もう羅らされていると思っていい。で、ざっと調べてみたんだけどね。この中に片腕のアポストリはいなかった」

「いない……」

　学まなぶは顔をしかめた。

「データが偽ぎ造ぞうされてる可か能のう性せいは？　例たとえば、特とく徴ちようから片かた腕うでの記き述じゆつが消されてるとか」

「それも考えたけどね、例の事件が起きたのが六年前、もし誰だれかが〈片腕〉の存そん在ざいを秘ひ匿とくしたいと思ったなら、その前後で不ふ審しんなデータの変へん更こうがあってもおかしくない。だけど、そんなものはなかった」

「待ってください、それってつまり」

　学は眉まゆをひそめた。ひどく重要なことに気づく。

「過去から現在にかけて、片腕のアポストリは一人も存在しなかったってことですか？」

　春はる木きはこくりとうなずいた。

「もちろん記録上は、だけどね。ただ、もし本当に〈片腕〉がいたとして、六年前の事件以前に一いつ切さい記録がなくそれ以い降こうも目もく撃げきされていない、こんなことが可能なのかな」

「………。俺は……俺は確かに見たんです」

　学はうつむいた。目を閉じれば思い出せる。暗くら闇やみに輝かがやく赤い瞳、風に揺ゆれる長い袖そで。あれが幻まぼろしなら、母や妹は一体誰に殺されたというのか。

「〈十じゆう字じ架か〉に匿かくまわれているってことはないんですか」

　春木は難むずかしい顔をした。

「そんなことをする理由がないよ。南みなみ方かた大使は親しんアポストリ派はだからね、彼を襲しゆう撃げきしたアポストリを評ひよう議ぎ会かいが匿うとは思えない。万が一発はつ覚かくしたら、居留区自体の存そん亡ぼうに関かかわるからね」

　学は沈ちん黙もくした。葉は桜ざくらが耐たえかねたように声をあげる。

「ねぇ、一体なんのこと？　なんの話をしてるの？」

　学は答えなかった。春木は小さく肩かたをすくめた。

「広こう域いき重要指定１３６号という事件を知っているかい？」

　葉桜は怪け訝げんそうに首を振ふった。

「六年前、南方大使の家を何者かが襲おそった。当時、大使は急用のため家におらず、家にいたのは学くんのお母さんと妹さんだけだった。学くんが家に戻もどると二人は既すでに殺されていた。凶きよう器きはナイフ、死し因いんは外がい傷しよう性せいのショック死。滅めつ多た切ぎりさ。家の中は二人の返り血でひどいことになっていたらしい」

「え……」

　葉は桜ざくらが息いきを吞のんでこちらを見た。赤い瞳ひとみが驚おどろきに大きく見開かれている。学まなぶは無む言ごんのまま、その視し線せんを横顔で受け止めた。

「当日は学くんの妹さんの誕生日で、本当なら南みなみ方かた大使も家にいるはずだった。だから、犯人は大使の殺さつ害がいを狙ねらったものと思われた。急いで捜そう査さ本部が設せつ置ちされ聞き込みが開始されたが、進しん展てんはゼロ。ただ、情報がまったくないわけじゃなかった。学くんは犯人の姿すがたを見ていたんだ。ナイフを持った片かた腕うでのアポストリ、でも捜査本部はその情報を黙もく殺さつした」

「なんで……」

「外交問題になりかけたからさ」

　春はる木きは視線を逸そらした。ずれたサングラスを人差し指で押し上げる。

「彦ひこ根ね居きよ留りゆう区くの大使が、アポストリに暗あん殺さつされかけたなんて大スキャンダルだ。下へ手たをすれば協定がふっとびかねない。日本政府は非公式にアポストリ評ひよう議ぎ会かいへ問い合わせを行い、事件が評議会の知るところでないことを確かく認にんすると、学くんの証しよう言げんを封ふう印いんした。だから、警察庁の記録では、この事件は反居留区運動の過か激げき派はの仕し業わざになっている。アポストリではなく、人間のね」

「そんな馬鹿なこと！」

　激げつ昂こうして立ち上がりかけた葉桜に、学は冷たい微び笑しようを浮うかべてみせた。

「これが現実だよ。おまえの言う友好や相そう互ご理解のな。表向きの平和を装よそおうために、裏うらじゃこんな取引をやってるんだ。そのおかげで、日本の警察は未いまだにいもしない過激派を捜さがし続つづけている。だから」

　学は言葉を切った。拳こぶしを握にぎりしめ、こみあげる感情を抑おさえつけるように唇くちびるを引き結ぶ。

「だから──俺があいつを捜し出してやるんだ」

　かすれた声こわ音ねで学は言った。ぎゅっと下唇を嚙かんで葉桜がうつむく。懸けん命めいに言葉を探さがしている表情だった。学は春木に視線を向けた。

「春木さん、お願いがあるんですけど」

「何かな、僕にできることなら」

「〈銀〉を、手に入れられませんか」

　葉桜が息を吞む気け配はいがした。学は構かまわず言葉を続けた。

「ナイフでもフォークでも、なんでも構わないんです。アポストリを傷きずつけられるものならなんでも」

「学！」

　強い力で二の腕をつかまれた。葉桜が身を乗り出すようにして叫さけぶ。

「あなた自分が何を言っているかわかっているの？　居留区への銀の持ち込みは重じゆう罪ざいよ」

「よくわかってるよ、わかってるさ」

　学は葉桜の手をふりほどいた。きつい視線で彼女を睨にらみつける。

「じゃあどうしろって言うんだ、おまえらみたいな化け物相手にただの人間が。おまえの綺き麗れい事ごとで〈片かた腕うで〉が見つかるのか。あいつをどうにかできるのか」

「だからって！」

　学まなぶの中で何かが臨りん界かい点てんに達した。内ない臓ぞうが融とけ出だすような感かん覚かく、ざわりと凶きよう暴ぼうな怒いかりが脳のうを満たす。学は葉は桜ざくらの襟えり首くびをつかんだ。高級そうなジャケットの生き地じが歪ゆがむ。葉桜が小さな悲ひ鳴めいをあげた。

「いい加か減げんにしろよ、おまえに何がわかるんだ。偉えらいさんの親族で、今まで何の不自由もなく暮くらしてきたおまえに。俺はおまえと違ちがう。俺がやらなきゃ誰だれも〈片腕〉を見つけてくれないんだ」

「……だって」

「何？」

「私だって──」

　襟をつかまれたまま、葉桜がつぶやくように言った。その瞳ひとみに、普ふ段だんとは違う感情の揺ゆらめきを認みとめて学は眉まゆをひそめた。こほんと咳せき払ばらいの音がした。困こまったような表情で春はる木きがこちらを見ている。学は慌あわてて葉桜から手を離はなした。

「学くんの気持ちはよく分かるよ。だけど実じつ際さい問題として、ここへの銀の持ち込みは難むずかしいよ。駅から下りるときは手荷物チェックがあるし、郵便物もスキャンされてるらしいからね」

「そう……ですか」

　学はうなだれた。学の知り合いで、外部に出入りできるのは春木くらいだった。その彼が無理と言う以上、銀を手に入れるのは不ふ可か能のうに近い。沈ちん黙もくする学を気の毒に思ったのか、春木は慰なぐさめるような口く調ちようで言った。

「まぁ、何か分かったらまた連絡するよ。〈片腕〉が見つかれば、僕らにもできることはある。非公式にでも警察を動かせるかもしれない」

「はい……」

　納なつ得とくにはほど遠い気分で学はうなずいた。誰も当てにならない。銀も手に入りそうにない。仮に〈片腕〉を見つけたとして、自分はどう戦えばいいのか。

　まとまらない考えを胸むねに抱かかえたまま、学はぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。




　春木と別れ喫きつ茶さ店てんを出た後も、学はむっつりと黙だまり込こんだままだった。時折葉桜が何か言いたげにこちらを見たが、彼は無む視しした。この町もアポストリ達も、何もかもが腹立たしかった。いっそ爆ばく弾だんでも落ちて、全てが吹き飛んでしまえばいい。そうすればさぞすっきりするだろうに。

　重苦しい雰ふん囲い気きを吹き飛ばしたのは、一本の電話だった。古めかしい呼よび出だし音おんとともに、鞄かばんの中で携けい帯たいが震ふるえる。慌てて取り出すと、液晶画面に自宅の番号が表示されていた。

『学まなぶさん、学さん、大変です、私忘わすれておりました』

　聞きき慣なれたハイトーンボイスが学の耳を貫つらぬく。学は携けい帯たいを耳から離はなした。ハウスキーパーの千ち紗ささんだった。

『先ほどお夕食の準じゆん備びに行ったのですが、私お醬しよう油ゆとクッキングホイルがなくなっていることをさっぱり忘れておりました。大変申もうし訳わけないんですが、学さん帰りに買ってきていただけますか。あ、今どちらにいらっしゃいますか？』

　質問の順序が逆だ、と思った。千紗さんは一方的に喋しやべり続つづけると、学に言葉を挟はさませないまま電話を切った。学は鼻の頭を搔かいた。どうにも彼女は苦手だった。アポストリの来らい訪ほうと醬油の買い忘れを同じ次元で大変というのだからたらまない。

「誰だれ？」

　葉は桜ざくらが尋たずねた。学はしかめっ面つらのまま携帯を鞄かばんに収めた。

「千紗さんだよ、買い物をしてきてほしいって」

「かい……もの」

　古代の呪じゆ文もんを聞いたように葉桜が眉まゆを寄せた。学はまじまじと彼女を見つめた。まさか、それも知らないっていうんじゃないだろうな。

「そこのショッピングセンターに寄っていくから、おまえは──」

「私も行きます！」

　断たち切きるような口く調ちようで葉桜が言った。学はふんと鼻を鳴らした。好きにすればいいと思った。




　ショッピングセンターの中は、明るい雰ふん囲い気きに満ちていた。吹ふき抜ぬけのエスカレータホールに店内放送のメロディが鳴なり響ひびいている。視し界かいの限かぎり続くレジの列に目を丸くしながら、葉桜がきょろきょろと周しゆう囲いを見み渡わたした。アポストリ自体は珍めずらしくもないが、所しよ在ざいなさげに立ちつくすブロンドの美少女はひどく目立つ。周囲の視し線せんを集める彼女に辟へき易えきしながら、学は買い物籠かごを手に取った。

　葉桜は何かを見つけては「あれは何」「これは何」と尋ねてくる。とりわけ彼女の目を引いたのは、ショッピングセンターに併へい設せつされたアミューズメントスペースだった。原色で彩いろどられたゲートと、その脇わきに置かれた等とう身しん大だいのマスコットキャラクタを食い入るように見つめている。面めん倒どうなので返事をせずに放っておくと、彼女はすねたような顔でついてきた。

　目的の品物は、なかなか見つからなかった。居きよ留りゆう区く最大の商業施し設せつだけに、店内は半はん端ぱな広さでない。迷めい路ろのような店内を歩き回り、なんとか目当ての品を探さがし当あてたころには、すっかりへとへとになっていた。ふとレジ前を見ると、会計待ちの客が長い列を作っている。学は小さくため息いきをつくと買い物籠を床ゆかに置いた。

「ちょっと、ここで待ってろ」

「どこへ行くの？　私も──」

「トイレだよ」

　そう言うと、葉は桜ざくらはきょとんとした顔で黙だまり込こみ、ついで真っ赤になってうつむいた。




　トイレはエスカレータを昇のぼった先、吹き抜けの二階回かい廊ろう部分にあった。用を足し、洗面台の前で立ちつくす。鏡の中の顔はひどくやつれて見えた。

　たまったものじゃないと思った。あいつと一いつ緒しよになってわずか半日でこの有あり様さまだ。あと三日もたてば、身体中の生せい気きが抜ぬけてミイラになってしまいそうだった。だいたい、なんでよりにもよってあんな馬鹿真ま面じ目めな奴やつが共きよう棲せい相手なのだ。もう少し適てき当とうな奴ならまだ──いや、どちらにしてもアポストリはゴメンだ。

　いっそこのまま逃にげてしまおうか、半ば本気でそう思った時だった。足音とともに、制服姿すがたの清せい掃そう員いんがトイレに入ってきた。明るい色のポロシャツとズボン、目ま深ぶかにかぶった帽子のせいで顔はよく見えない。

「あ、すぐ出ます」

　慌あわてて手を洗おうとした。だが鏡の中の清掃員は、つかつかと彼に歩み寄ると、腰こしのポーチから黒い鉄の塊かたまりを取り出し彼に突きつけた。

「南みなみ方かた学まなぶだな」

　低いしゃがれ声がそう言った。学は目を瞬またたいた。状況がよく理解できない。男の手の中にある物体は、拳けん銃じゆうにしか見えなかった。ショッピングセンターのトイレで、清掃員に、銃を突きつけられている。なぜ、なんで、どうして。混こん乱らんした思し考こうが津つ波なみとなって脳のうを揺ゆさぶる。言葉をなくした彼の首くび筋すじに、男はぐいと銃じゆう口こうを押しつけた。

「もう一度言うぞ、おまえは南方学か？　ＹＥＳなら首を縦たてに振ふれ。三つ数える間に答えるんだ。いいか、一つ──」

　学はがくがくとうなずいてみせた。目深にかぶった帽子の下で、薄うすい唇くちびるがにぃと笑った。

「よし、そのままゆっくりと外に出ろ。おかしな真ま似ねをしたら後こう悔かいするぞ。いいな」

　そう言うと、男はぴったりと学の後ろに張はり付ついた。銃口が首筋から背せ中なかに下りていき、腰こしの上辺あたりで停止する。氷で撫なでられたように、背せ筋すじに震ふるえが走った。硬かたい鉄の感かん触しよくが背中を押す。学は手足を硬こう直ちよくさせたまま、関かん節せつの錆さびついたロボットのように歩き出した。




　葉桜は深々とため息いきをついた。

　学はまだ戻もどってこない。彼女はレジ前の柱に背中を預あずけ、行いき交かう人々を眺ながめていた。

　目の前を、人間の少女とアポストリが連れ立って歩いていく。買い物袋ぶくろを抱かかえひどく愉たのしげに笑い合っている。彼女たちも共きよう棲せい体たいなのだろうか。だとすれば、自分や学と比べて何という差か。葉桜はわずかにうつむいて唇を引き結んだ。

　どうもうまくいかない。相そう互ご理解どころか、徐じよ々じよに溝みぞが深まっている気さえする。伯お母ばの──茉まつ莉り花かの言葉が思い出される。『同年代の男の子一人説せつ得とくできないようでは、外交などできはしない』確かにその通りだろう。だが、彼女の共きよう棲せい者しやはあまりに頑かたくなで、アポストリへの憎ぞう悪おに満ちていた。いや、彼だけではない。アポストリを悪と断だんじてはばからない歴史の教師、共棲を就しゆう学がく・就職の道具として捉とらえる生徒達。何もかもが異い質しつで、彼女の理解を超えていた。

〈十じゆう字じ架か〉にいた頃ころ、彼女は外の世界についてたくさんの資し料りようを読みあさった。人間の文化、歴史、宗教。それは驚おどろくほど多た様ようで、〈十字架〉の中しか知らない彼女を圧あつ倒とうした。こんなにもたくさんの人々と、自分はうまくやっていけるのだろうか。不安に思いながら、だが真しん摯しに接せつすればなんとかなると思っていた。そう、昨日までは。

（だめだめ）

　葉は桜ざくらはぶんぶんと首を振ふった。

　考えが後ろ向きになっている。困こん難なんなのは分かっていたじゃない。ここで諦あきらめたら、伯お母ば様に合わせる顔がない。まだ二日目なのだ。問題は少しずつでも解決していけばいい。そうしていけば、いずれきっとうまくいく。ええ。

　無理矢理自分を勇気づけて顔を上げる。ふと、壁かべの時計が目に入った。思ったより長い時間が経けい過かしていることに気づく。彼女は眉まゆをひそめた。

　どこまで行っているのだろう。まさか、トイレというのは口実でそのまま逃にげたのか。人に待てと言っておいて。だが彼なら、学まなぶならやりかねない。

（そっちがその気ならこっちだって）

　葉桜は下した唇くちびるを嚙かみしめた。腕うで組ぐみをしたまま、片手を顎あごに当てる。学は目の前のエスカレータで二階へ上がっていった。同じ道みち筋すじで下りてくれば気がついたはずだから、まだ二階にいるのかもしれない。あるいは別の経けい路ろで外に出たか。

「絶ぜつ対たいに……離はなれるもんですか」

　そうつぶやくように言うと、彼女はエスカレータに向かって歩き出した。




　エスカレータを昇のぼり切きり、吹ふき抜ぬけの二階へ辿たどり着つく。葉桜はきょろきょろと周しゆう囲いを見み渡わたした。幅はば広ひろの通路が壁かべにへばりつくようにして続いている。西側に開いた窓から、明るい陽よう光こうが射さしこんでいた。

　トイレは休きゆう憩けいスペースのすぐそばにあった。周囲に学の姿すがたはない。少し奥おくに視し線せんをやると一階へ続くエレベータが見えた。ひょっとするとあれで下りたのか。そう思って吹き抜けを見下ろした時だった。

　いた。

　見覚えのある白の半はん袖そでシャツ、制服姿の少年が階かい下かを歩いている。そのすぐ後ろに長身の男が張はり付ついていた。明るいグリーンのポロシャツ、白のキャップを目ま深ぶかにかぶっている。一目見ておかしいと思った。なぜ男と学はあんなに密みつ着ちやくしているのか。腕を短く折おり畳たたんで。まるで、何かを学まなぶの背せに突きつけているかのように。

　じっと目をこらす。男の腰こしの部分、ポーチに隠かくれるようにして何か黒いものがあった。鈍にぶく輝かがやく鉄の塊かたまり。知ち覚かく、認にん識しき、判はん断だん。瞬しゆん間かん的てきに葉は桜ざくらは自らが取るべき行動を理解した。

　手すりに手をかけ床ゆかを蹴ける。重力から切きり離はなされたように、体が宙に舞まった。裾すそや袖そで口ぐちから入り込んだ風がジャケットを大きく膨ふくらませる。三階建てのビルほどありそうな高さを、彼女は一気に飛とび降おりた。パンプスの底そこが甲かん高だかい音をあげて床へ叩たたきつけられる。周しゆう囲いの人々が何事かと振ふり向むく。葉桜はハンドバッグの中に手を入れながら叫さけんだ。

「学！」

　男が驚きよう愕がくした表情で振り向く。拳けん銃じゆうのトリガーに指がかかる。させない。彼女は手にしたルージュを打ち出した。鋭するどい風かざ切きり音おんとともに、ルージュの先せん端たんが男の顔面を捉とらえる。ぎゃっと低い悲ひ鳴めいがあがった。

　姿し勢せいを落とし、地面を滑すべるように突とつ進しんする。葉桜は少年を見み据すえた。学はぽかんとこちらを見ている。葉桜は苛いら々いらした口く調ちようで叫んだ。

「さっさと離はなれなさい！　邪じや魔ま！」




　少女の声は電でん撃げきのように学の身体を貫つらぬいた。見れば銃じゆう口こうは彼の背せ中なかから離れている。学は床を蹴った。ショッピングカートを蹴散らし、レジテーブルの陰かげに滑すべり込こむ。男が慌あわてたようにこちらを見るが、もう遅おそい。男と彼の間には雑多な障しよう害がい物ぶつと人ひと混ごみがあった。

　弾だん丸がんのような勢いきおいで葉桜が男に向かっていく。ちっと舌した打うちして、男は銃口を葉桜に向けた。葉桜が顔をかばうように腕うでを上げる。プスップスッとくぐもった銃声、白い腕にぽつぽつと赤い花が咲く。だが葉桜は構かまうことなく男との距きよ離りを詰つめ、掌しよう底ていを男の顎あごに叩き込んだ。

　ガッ！

　まっすぐに伸ばした腕の先で、男の頭が揺ゆれる。葉桜は男の顔を鷲わし摑づかみにするとそのまま床に叩きつけた。大だい音おん響きようとともに、男の帽子が回転しながら床を滑すべっていった。

「葉桜！」

　裏うら返がえった声をあげて、学は駆かけ寄よった。倒たおれ伏ふした男を見下ろす。頰ほお骨ぼねの高い角かく張ばった顔立ち、まったく知らない顔だった。

「殺したのか？」

　葉桜は首を振ふった。男に馬乗りになったまま、襟えりをつかんでいる。

「手て加か減げんしたわよ。殺したら話を聞けないから」

　低い呻うめき声ごえをあげて、男が目を開く。葉桜がぐいと襟を引き寄せた。

「誰だれに頼たのまれたの？　目的は何？」

　男が唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。切れ長の目が糸のように細くなる。

「赤目め」

　嘲あざけるような声が漏もれた。

「ケダモノ風ふ情ぜいが偉えらそうに」

「……っ！」

　ぎりっと奥おく歯ばを食いしばる音がした。少女の、白はく磁じのような頰ほおに朱しゆがさしている。鋭するどい視し線せんで男を睨にらみつけながら、葉は桜ざくらは声を荒あらげた。

「言いなさい！　何が目的で学まなぶを襲おそったの？　どこでこの武ぶ器きを手に入れたの？」

　床ゆかに落ちた拳けん銃じゆうを拾い、男に示した時だった。ぽんっと風船が弾はじけるような音とともに、男の頭が揺ゆれた。薄うすい笑えみを口元に張はり付つけたまま、男の身体から力が抜ぬける。太く短い首が傾かたむいて、虚うつろに開いた銃じゆう創そうが露あらわになった。

「狙そ撃げき!?」

　葉桜がはっと息いきを吞のむ。悲ひ鳴めいがあがった。周しゆう囲いの人ひと混ごみが我がちにその場から遠ざかっていく。学は慌あわてて周囲を見み渡わたした。泣なき叫さけぶ子供、無線を手にした警備員、逃にげまどう人々で視し界かいは埋うめ尽つくされている。

　ふと、二階の通路に黒い影かげが見えた。周囲の混こん乱らんをよそに、ただ一人悠ゆう然ぜんとこちらを見下ろしている。怪け訝げんに思い目をこらすと、人影はもう消えていた。気のせいか、釈しやく然ぜんとしない思いで視線を戻もどした時だった。葉桜の腕うでを濡ぬらす真っ赤な血が目に入った。

「おい！」

　眉まゆをひそめてしゃがみこむ。「な、なによ」とうろたえる葉桜を無む視しして、彼女の腕をつかんだ。左腕に二個、右腕に一個、星形の銃創がある。白い皮ひ膚ふが歪いびつに裂さけて、鮮あざやかな血を流していた。

「当たってるじゃないか」

　硬かたい口く調ちようでそう言った。葉桜はきょとんとした表情になった。

「当たり前じゃない、あんな近くで撃うたれたんだから」

「それは、そうだけど──」

　その後の言葉を続けられず口ごもる。てっきり、アポストリの肌はだなら銃じゆう弾だんくらい跳はね返かえすのかと思っていた。だからあんな無理をしたのかと。

　だが、目の前の少女は傷きずついていた。見ればパンプスのヒールも無む残ざんに折れ曲がっている。学はぎりと奥歯を食いしばった。

「なんでだよ」

　かすれた声が漏もれる。わずかにうつむいたまま、学は言葉を絞しぼり出だした。

「なんで俺なんかのために、ここまで」

「私は南みなみ方かた学の共きよう棲せい者しやです」

　静かな口調で葉桜は言った。すっと背せ筋すじを伸ばし、まっすぐな視線で彼を見つめる。

「私はアポストリの誇ほこりと名めい誉よにかけてあなたを守ります。そのためならいかなる危き険けんも厭いといません。それが共きよう棲せい者しやである私の使し命めいです」

　学まなぶは声を失くした。葉は桜ざくらがこれまでに語った言葉が、唐とう突とつに実体をもって迫せまってきた。本気なのだ。比ひ喩ゆでも誇こ張ちようでもない。彼女は文字通り命をかけて彼を守ろうとしている。

　耐たえ難がたい何かを感じて学は視し線せんを逸そらした。遠くからサイレンの音が聞こえてくる。学はぎゅっと下した唇くちびるを嚙かみしめた。




　湖岸道路を北上すると、松まつ原ばら新都心の由来にもなった松林に辿たどり着つく。再開発が進む松原町の中でも、湖側はまだ昔の風景が残っている。もう少し行けば居きよ留りゆう地ちの北側ゲート、矢や倉ぐら川がわへ辿り着く手前にその建物はあった。

　古い、観光客向けの旅館だった。薄うす汚よごれたコンクリートの壁かべに大きく「清せい風ふう荘そう」と書かれている。屋おく上じようの電でん飾しよくは半分以上崩くずれ落おち、辛かろうじて「荘」の文字だけが残っていた。

　岡おか町まち灯とう日かは引き戸を開け、屋おく内ないに歩ほを進めた。かつてフロントの役割を果はたしていたであろう空間は、がらんとしていた。机と椅い子す、その上に小こ振ぶりな電球がぶらさがっている。日にち没ぼつはこの場所が孕はらむ陰いん鬱うつな空気を更さらに深めているように思えた。

「おかえり、灯日」

　背はい後ごから声が聞こえた。振ふり向むくと、扉とびら脇わきの柱へ寄りかかるようにして一人の女が立っていた。半はん袖そでのカットソーとスカート、やや肩かた幅はばが広いことを除のぞけば、どこにでもいる普ふ通つうの中年女性に見える。だが穏おん和わな表情とは裏うら腹はらに、糸のように細い目が油ゆ断だんなくこちらを見み据すえていた。〈母親〉だった。

　灯日は学生鞄かばんを下ろすとまっすぐに女を見据えた。

「ショッピングセンターでの騒さわぎ、君らの仕し業わざか」

　女は薄うすく微笑ほほえんだ。チェシャネコのような笑みだった。

「私は反対した。本部の連中だよ。大使が息子に共棲者をつけたのは、自分たちの行動が気づかれたからじゃないかってね。結果はあの通りだ。おかげでしばらくは動きづらくなる。いい迷めい惑わくさ」

「南みなみ方かたには手を出すな、そう言ったはずだ」

　女は無む言ごんで両手を広げてみせた。灯日は彼女を一いち瞥べつすると二階への階段を上っていった。途と中ちゆう、年代物のラジオを手に取る。暗い廊ろう下かと階段を通り抜け、屋おく上じように辿り着くと彼女は仰あお向むけに寝ね転ころがった。

　スイッチを入れ、適てき当とうにダイヤルを回す。最初はノイズのみ、だがやがていくつもの音や言葉が浮うかび上あがってくる。日本語ではない、耳みみ慣なれぬ発音。電でん離り層そうが電波を反はん射しやし海外の放送を運んでくるのだ。何を言っているのかは分からない。だが灯日はこの感かん覚かくが好きだった。壁かべの向こう、遥はるか彼方かなたまで世界が続いている。そのことを確かに感じとれるから。

「壁の外──か」

　灯とう日かは目を瞬またたいた。この町を出たいと言った少年の顔が思おもい浮うかぶ。南みなみ方かた学まなぶ、彼女のクラスメイト。彼は壁かべの外に何を見ているのだろう。夢か、希望か、それとも自らの人生を破は壊かいした敵てきの姿すがたか。

　ふっとため息いきが漏もれる。灯日は目を閉じた。ノイズが聴ちよう覚かくを埋うめ尽つくしていく。その中に漂ただよう異い国こくの言葉に耳を傾かたむけながら、灯日は深い思し索さくの海に沈しずんでいった。







　第三話







　南方恵けい吾ごは大使館の執しつ務む室しつにいた。在ざい彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く大使館は、旧彦根市役所を改かい築ちくしたもので、五階建ての重じゆう厚こうな造りをしている。南向きの執務室は朝の日差しが差し込み、明るい雰ふん囲い気きに満ちていた。

　恵吾は机に積み上げられた新聞へ視し線せんを落とした。見出しを見ただけで、おおよその内容が分かる。ここ数日ほとんど同じトピックの繰くり返かえしだった。

『与よ党とうアポストリ対たい策さくに誤ご算さん』

『総選挙に向け野や党とう共きよう闘とう、居留区返へん還かんに意欲』

　恵吾は鼻を鳴らした。確かに現内閣の支し持じ率りつは低下している。理由は対アポストリ融ゆう和わ政策への批ひ判はん。曰いわく、何百万もの同どう胞ほうを殺した彼らをいつまで国内に留とどめ置おくのか。曰く、政府はアポストリの技術を軍事利用しようとしている。曰く、日本政府とアポストリの同盟は国際社会からの孤こ立りつを招まねく──

　何を今いま更さらと思う。

　この十九年、日本はアポストリの技術を存分に活用することで繁はん栄えいしてきた。反物質機関、量子計算機、ナノマテリアルの大量生成法。いずれも、今の日本経済を支ささえる重要な基き盤ばんテクノロジーだ。それらを切り捨て、またもとの無む資し源げん国こくに戻もどれと言うのか、馬鹿馬鹿しい。

　そんな、ある意味非現実的な世よ論ろんが高まってきた背はい景けいには、頻ひん発ぱつする無差別テロの影えい響きようがあった。ここ数年、公官庁や繁はん華か街がいを狙ねらった爆ばく破は事件が増ぞう加かしている。警察の必死の捜そう査さにもかかわらず犯人は不明、ただ新聞やニュースはアポストリの関かん与よをほのめかしている。居きよ留りゆう区くへの封ふうじ込こめをよしとしない一部反動勢せい力りよくが実力行こう使しに走っているのだと。

　確かに、どの事件でも不ふ審しん者しやの姿すがたが目もく撃げきされていないのは妙みようだった。超人的な身体能力をもつアポストリならあるいは──そう思われても不ふ思し議ぎではない。だがそれならばなぜどこからも犯行声明が出ていないのか。『我々は日本政府の封じ込めに反発する』、そんな発表があってもよいはずだ。

　いずれにしろ、このままいけば今の与よ党とうは負ける。そうすれば対アポストリ政せい策さくは重大な転てん換かんを迫せまられるだろう。

　それは──避さけなければならない。

　新聞を脇わきに追いやり、執しつ務むスペースを確保する。胸むねポケットからスケジューラを取り出し予定を確かく認にんしようとした時だった。卓たく上じようの電話が甲かん高だかい呼よび出だし音おんをあげた。

「私だ」

　通話ボタンを押して答える。ディスプレイに秘ひ書しよ官かんの上半身が映し出された。

『大使、評ひよう議ぎ会かいの茉まつ莉り花か議長からお電話です』

「つないでくれ」

　画面が切り替わり、おかっぱ頭の少女が映し出される。薔ば薇らのように赤い唇くちびる、やや丸みを帯おびた白い頰ほお。一見して中学生程度の年齢に見えるが、表情には淡あわい色いろ香かが漂ただよっている。確かに、生まれてからの年月だけ考えれば彼女は恵けい吾ごと十も変わらない。初めて会ったのはいつだったか。外がい見けんは変わらず、ただまとう雰ふん囲い気きだけが変わっていくのは何か妙みような感かん覚かくだった。

『外は色々大変みたいですね』

　卓上の新聞に目を留とめたのか、茉莉花が言った。恵吾は難むずかしい表情になった。

「本省からは矢のような問い合わせだよ。本当のところはどうなんだと」

『例のテロに、アポストリが関かかわっているのではと？』

　恵吾はうなずいた。

「誰だれも彼もが浮うき足あし立だっている。今度の選挙で政権が変われば、次にくるのは戦せん犯ぱん狩がりだ。アポストリとの同どう盟めいに賛成していた人間は軒のき並なみ処しよ分ぶんされるだろう。そうなる前に可か能のうな限かぎり情報をつかんでおきたいというところだな。もしテロにアポストリが関かかわっている確かく証しようが得られれば──」

『その情報を手みやげに、いち早く新政権への賛意を示す、ですか』

「そんなところだろうな」

　淡たん々たんと言って恵けい吾ごは茉まつ莉り花かを見た。わずかに目を細める。

「茉莉花、一いち応おう確かく認にんしておく。アポストリがテロに関かかわっている可か能のう性せいは」

『ありません』

　きっぱりした口く調ちようで茉莉花は答えた。

『同どう胞ほうの場所は全て確認済ずみです。公用以外で壁かべの外に出ているアポストリはいません。それも信用できる者ばかりです』

「そうか」

　恵吾はほうっと息いきを吐はいた。

「すまないな、気を悪くしないでくれ」

『構かまいませんよ、恵吾おじさま。叱しかられるのには慣なれていますから』

　茉莉花は口元に穏おだやかな笑えみをたたえた。恵吾は唇くちびるをへの字に曲げた。その呼よび名なは、かつて茉莉花が本当に少女だった頃ころ、恵吾と初めて会った時に使ったものだった。

「その呼び方はよせ、誰だれに聞かれているかわからん」

『あら、私は構いませんわ』

「一いつ緒しよにゴシップ紙の表紙を飾かざることになるぞ。アポストリのトップと日本大使、ただならぬ関係とかな」

『それでテロの記事が減へるならいいじゃありませんか』

　茉莉花は、ころころと鈴すずの鳴るような笑い声をあげた。恵吾は仏ぶつ頂ちよう面づらで椅い子すに背せ中なかを預あずけた。

「それで、そんなことを言うために電話したわけじゃないだろう。何かあったのか」

『ええ』

　茉莉花はこくりとうなずいた。

『学まなぶさんを襲おそった相手ですが、身元が分かりました』

　画面の左ひだり端はしに新しいウィンドウが開く。頰ほお骨ぼねの突き出した、やや瘦やせた顔立ちの男が映うつし出だされた。落ちくぼんだ眼がん窩かの奥おくで、感情に乏とぼしい瞳ひとみがこちらを見つめている。

『鳴なる尾お慎しん次じ、四年前に就しゆう業ぎよう目的で移い住じゆうしてきています。本ほん籍せきは千葉、書類的に何もおかしなところはありません。ですが』

「ですが？」

『鳴尾の知人にこの写真を見せたところ、こんな人間は知らないと』

　恵吾はぴんと来た。

「入れ替わったのか」

　茉莉花はうなずいた。

『入れ替わった時期は不明ですが、そう昔ではないでしょう。最近まで知人と連絡を取り合っていたようですから。ただ言えるのは、この写真の男、単独の犯行ではないということです。身分証の偽ぎ造ぞう、武ぶ器きの持ち込み、何より居きよ留りゆう区くへの侵しん入にゆう。背はい後ごによほど強力なバックアップがないと不ふ可か能のうです。心あたりはありますか？』

「正直、ありすぎて見けん当とうもつかんな」

　恵けい吾ごは自じ嘲ちよう気ぎ味みに口元を歪ゆがめた。

「四・一八の遺い族ぞく団体、反アポストリの過か激げき派は、彦ひこ根ね辺へん還かん運動の支し持じ者しや。あるいはその全部」

『人気者ですね』

　ふんと恵吾は鼻を鳴らした。ありがたくもないと思った。

「いずれにしろ、学まなぶと葉は桜ざくらの件は予定通り進める。どれだけ効こう果かがあるかは分からないが、打てる手は打っておくに限かぎる」

『あの二人、意外にうまくやっているようですよ』

　思い出したように茉まつ莉り花かが言った。

『二人ともまっすぐですから、変に気を遣つかわず本ほん音ねで接せつしているようです。羨うらやましいですわ、互たがいに信じるもののために全力を尽つくせるなんて』

「君は違ちがうのか」

『何かを盲もう目もく的てきに信じられるのは若者の特権ですよ。我々大人はただ最善を選せん択たくし、コストとリターンのバランスをとるだけです』

「随ずい分ぶんと損そんをしているように聞こえるな、我々は」

『ええ』と茉莉花が微笑ほほえんだ。汚けがれを知らない天使のような笑えみだった。

『だからこそ、彼らには楽しむ権利があるのです。いずれ来る幼年期の終わりのために』

　恵吾は嘆たん息そくした。いくつかの事務的な連絡を済すませ電話を切る。それを待ちわびたかのように、甲かん高だかい着信音が鳴なり響ひびいた。卓上のディスプレイにニュース速そく報ほうが流れる。神こう戸べの人工島でまたテロが起きたというニュースだった。

　恵吾は無表情に液えき晶しようディスプレイの表示を切り替えると、本省の番号を押した。




　ダイニングの扉とびらを開けると、テーブルを埋うめ尽つくす料理の姿すがたが見えた。スープ、サーモンマリネ、フルーツの盛もり合あわせ、パンの入ったバスケット、巨大なローストチキンまで見える。学はばたりと扉を閉めた。瞑めい目もくし、三つ数えて扉を開ける。そこには先ほどと同じ光景が広がっていた。

「朝……だよな、まだ」

　学は平へい板ばんな口く調ちようでつぶやいた。

　土曜日の朝、東向きの窓から明るい光が差し込んでいる。薄うす桃もも色いろの壁かべ紙がみとダークブラウンのフローリング、その中央に配はい置ちされた方形の長テーブル。見み慣なれた、ダイニングの光景だった。だがテーブルに置かれた料理の山は明らかに日にち常じようの風景ではない。学は強い力で頰ほおをつねってみる。ひどく痛いたかった。

「学さん、葉桜お嬢様を止めてくださいまし！」

　キッチンから動どう転てんした表情の千ち紗ささんが飛び出してきた。右手にコーヒーメーカー、左手に泡あわ立だて器きを持っている。何を作ろうとしていたのか、見けん当とうもつかない。

「今度は何を始めたんだ、あいつ」

　うんざりした口く調ちようでつぶやく学まなぶに、千紗さんは泡立て器を棍こん棒ぼうのように振ふり回まわしてみせた。

「私が朝ご飯の用意を始めようとしましたら、突とつ然ぜんやってこられまして。今朝の朝食はご自分で作られると」

「これが……朝食？」

　学はテーブルを見み渡わたした。ところ狭せましと並ならべられた無数の料理。どう見ても何かパーティーの準じゆん備びにしか見えない。

「あら、学。おはよう」

　明るい声をあげて、エプロン姿すがたの葉は桜ざくらがキッチンから出てきた。両手に、肩かた幅はばほどありそうなケーキ皿を持っている。その上には大たい樹じゆの切きり株かぶのようなシフォンケーキが載のっていた。

　学は低い呻うめき声ごえをあげた。




「だって、あのくらいいつも出てきたんだもの、〈十じゆう字じ架か〉では」

　ふてくされたように言って、葉桜が唇くちびるを尖とがらせた。学と葉桜はショッピングセンター行きのバスに乗っている。家中の食材を葉桜が調理してしまったため、急きゆう遽きよ買い出しをする羽は目めになったのだ。おまけに葉桜だけでは手が足りないだろうと学まで送り出された。必死で抗こう議ぎしたが、こういう時の千紗さんは有う無むを言わせない。買い物メモとカードを持たされ、家の外へ放り出された。

『葉桜お嬢様だけだと何を買ってくるか分かりませんから』彼女は眉み間けんに深い皺しわを刻きざんでそう言った。じゃあ千紗さんがついてけばいいじゃないかと言うと、『今からお父様の来客を迎える準備がありますので』といなされた。折せつ角かくの土曜日だというのにいい迷めい惑わくだ。学は横目で葉桜を睨にらみつけた。

「だいたい、なんでいきなり料理の手伝いしようなんて思ったんだよ」

　葉桜は澄すまし顔がおで胸むねを張はった。つんと尖とがった鼻が上を向く。

「何もせずに居い候そうろうなんて耐たえられません。これから長い間あの家にいるんだから、少しくらいは役にたたないと」

「心がけは立りつ派ぱだけどな。一般家庭の常じよう識しきくらい覚えてからにしてくれないか」

　うー、と葉桜が猫のような唸うなり声ごえをあげた。学はふんと鼻を鳴らして窓まど枠わくに肘ひじをついた。正直なところ葉桜の作った料理、味は悪くなかった。食べきれなかった分も冷蔵庫に保存してあるから、無む駄だになったわけではない。だがそれを言うと葉桜が調ちよう子しに乗りそうで、学は黙だまっていた。

「そういえば」

　ふと思いついて隣となりの席の葉は桜ざくらを見た。膝ひざの上に置かれた腕うで、白い肌はだを覆おおう包ほう帯たいに視し線せんを落とす。昨日、学まなぶを助けようとして撃うたれた箇か所しよだった。

「傷きず、大だい丈じよう夫ぶなのか」

「え？　ああ、大丈夫よ。もう治なおってるんじゃないかしら、忘わすれてた」

　そう言うと、止める間もなく包帯をほどく。現れた肌は象ぞう牙げのように滑なめらかだった。わずかに赤いかさぶたが残っている。学は眉まゆをひそめた。アポストリの回復能力、話には聞いていたがやはり常じよう識しき離ばなれしている。銃じゆうを持った相手とやり合ってこれなのだ。生なま身みの人間が正面から戦って勝てる相手ではない。

　学の視し線せんに気づいたのか、葉桜がむっとした表情で見返してきた。

「何よ、言っときますけどね。いくら治りが早くても痛いたいものは痛いんだから。アポストリは撃たれても平気だなんて思わないでよね」

「誰だれもそんなこと言ってないだろ」

　学は視線を逸そらした。知らず知らず口く調ちようがぞんざいになる。昨日の一件以来、この少女をどう扱あつかってよいか分からなくなっていた。確かに彼女はアポストリだ。だが、もし彼女がいなければ、今いま頃ごろどうなっていたか分からない。忌いむべきアポストリの力に救すくわれたという事実が、彼の価か値ち基き準じゆんをすっかり混こん乱らんさせていた。

　窓の外の景色が切り替わる。彦ひこ根ね城じようの濠ほりが途と切ぎれ、左右に広がる町まち並なみが見えた。車内アナウンスが目的の停留所を告つげる。学は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま停車ボタンを押した。




　休日のショッピングセンターはひどく混こん雑ざつしていた。駐車待ちの車が、道路まで溢あふれている。入り口前で、学は千ち紗ささんから預あずかった買い物リストを取り出した。Ａ４のレポート用紙にびっしりと品目が書かれている。学は頭を搔かいた。とりあえず分ぶん担たんを決めるかと、葉桜に声をかけようとした時だった。ひどくそわそわした様よう子すの彼女と目が合った。

「どうした？」

　金きん髪ぱつの少女は探さぐるように周しゆう囲いを見み渡わたしていた。学の呼よびかけにびくりと肩かたを震ふるわせる。

「ど、どうしたって何が？」

「何か変だぞ、おまえ」

「そ、そうかしら」

　視線が泳いでいる。明らかに怪あやしい。学の怪け訝げんな表情に気づいたのか、彼女は慌あわてた様子で買い物メモを奪うばい取とった。

「これを買ってくればいいのよね？　じゃあ私、リストの下半分を探さがしてくるから。学は上から半分で。そろったら携けい帯たいに電話するから。じゃあ後で」

　言うなり背せを向けて歩いていく。学はぽかんと口を開けてその後うしろ姿すがたを眺ながめていた。

　上半分って、メモを持っていかれてどうしろと言うのだ。それに、なんだってあんなに急いでいるのか。トイレでも我が慢まんしていたんだろうか。

　しばらく考えた後のち、学まなぶは葉は桜ざくらの後を追った。入り口から吹ふき抜ぬけのエスカレータホールに入る。昨日、葉桜が正体不明の襲しゆう撃げき者しやと戦せん闘とうをやらかした場所だ。一夜明け、何事もなかったように買い物客が行き来している。

　学はきょろきょろと周しゆう囲いを見み渡わたした。葉桜はどこに行ったのか。金きん髪ぱつは珍めずらしいからすぐに見つかると思った。案あんの定じよう、ホールの右手、売り場スペースとは反対方向にきらきらと輝かがやく太陽のようなブロンドが見えた。

　学は見失わない程てい度どのスピードで、葉桜についていった。彼女は脇わき目めもふらず一心に前へ進んでいく。どこへ行くつもりなのか、しばらく歩き続けて彼は眉まゆをひそめた。葉桜はカラフルな装そう飾しよくに彩いろどられたゲート、ショッピングセンターに併へい設せつされたアミューズメントパークへ入っていく。

　葉桜はアミューズメントパークの奥おく、プリントシール機が集まっているエリアに進んでいった。迷まよった後一番手前の筐きよう体たいに入る。ほうっと相そう好ごうを崩くずし、ぎこちない笑えみを浮うかべて撮さつ影えいボタンに手をかけた。何をやってるんだ、あいつは。学は額ひたいを押さえながら彼女に声をかけた。
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「おい」

「きゃぁっ!?」

　悲ひ鳴めいとともに、フラッシュが瞬またたいた。一いつ瞬しゆん置いて、画面に目を大きく見開いた葉桜が映うつし出だされる。スピーカーから『これでいい？』と明るい声が流れ出してきた。




　学まなぶは深いため息いきを漏もらした。葉は桜ざくらは真っ赤になってうつむいている。スカートの前をつかみ、蚊かのなくような声で弁べん解かいした。

「………。だって、一度やってみたかったんだもの。資し料りようで見てとても面おも白しろそうで、いつか外に出たら絶ぜつ対たいやってみようと思ってたのよ。昨日来た時ここにあるのを見つけて、それで……」

「だったらそう言えばいいだろ。なんでコソコソする必要があるんだよ」

　うぅと葉桜の唇くちびるから呻うめき声ごえが漏れた。上うわ目め遣づかいに学を見て、絞しぼり出だすように言葉を発する。

「資料には──小中学生向きの遊びだって」

「………」

　プリクラくらい大人でもやるだろ、そう思ったが学は黙だまっていた。目の前の少女は、見ていて可か哀わい想そうなほどにうろたえていた。普ふ段だんお高くとまっているだけに、一いつ層そうその落差が目立つ。学はこめかみの辺あたりを搔かきながら、小さく息を吐はいた。

「とにかく、俺達は買い物に来てるんだ。誰だれかさんが考え無しに家中の食材使ったせいでな。それをほっぽりだして遊んでる場合じゃないだろ」

　葉桜が唸うなった。悔くやしそうに床ゆかを睨にらみつけている。

「ていうかさ」学はため息混まじりの声を漏らした。

「そんなにやりたきゃ、買い物が終わった後にでも寄ればいいだろ」

「え……？」

「なんだ、嫌いやなら別にいいけど」

「い……嫌とかじゃなくて」

　葉桜の口元がむずむずしている。ほころびそうになる表情を必死に押さえつけている様よう子すだった。彼女は細い顎あごをわずかに持ち上げて、目を閉じた。

「そうよね、折せつ角かくの好意だから受け取っておくわ。相手の好意を無にするのは失礼だもの」

　そう言って顔を逸そらす。別に好意ってわけじゃないんだがな──。学は肩かたをすくめて、葉桜から買い物メモを取り返した。リストを確かく認にんし何から手をつけようか考える。まずは生せい鮮せん食料品、いや調味料のほうが見つけやすいか。迷まよいながら、とりあえず歩き出そうとした時だった。携けい帯たいの呼よび出だし音おんが周しゆう囲いに鳴なり響ひびいた。

　千ち紗ささんだろうか、携帯の画面を覗のぞき込こみ眉まゆを寄せる。番号はジャーナリストの春はる木きのものだった。

「はい、もしもし」

『もしもし、学くんかい？』

「そうですけど、突とつ然ぜんどうしたんですか。今週分の親父の予定はもう──」

『いや、その件じゃない』

　春はる木きはやや早口で否ひ定ていすると、『ちょっと、君に伝えたほうがいいと思う情報があって』と続けた。

「なんですか」

　学まなぶは怪け訝げんに思った。春木が彼に電話してくることは滅めつ多たにない。情報は直接会ってやりとりするし、それ意外の用件はメールですませている。心なしか、電話越しの口く調ちように焦あせりが感じられた。いつも冷れい静せいな春木にしては珍めずらしい。

『昨日の夕方、不ふ審しんな男がショッピングセンターで殺された事件あっただろう』

「はい……」

　その不審者に襲おそわれたのは他でもない自分だが、学は黙だまっていた。どこまで報道されているか分からないし、なんとなくそれは本題でない気がした。ふと葉は桜ざくらの訝いぶかしげな視し線せんに気づく。彼は片手を上げて彼女を押しとどめた。春木のやや上うわ擦ずった声がスピーカーから流れ続けている。

『びっくりしたよ、僕がそこを出たすぐ後だったからね。居きよ留りゆう区くで殺人事件なんて学くんの件以来じゃないかな？　本社も大おお騒さわぎでね。何かつかんだら教えろって矢のような催さい促そくさ。それで本題だけど、その男の死し因いんはライフルによる狙そ撃げきらしくってね。凶きよう器きが凶器なだけに居留区警察も血ち眼まなこになって犯人を捜さがしてるみたいだけど、今のところ進しん展てんは無し。たださっき彦ひこ根ね港こうの辺あたりで妙みようなことを聞いた』

「妙なこと？」

『事件の後少したってから、その辺りでおかしな人物が目もく撃げきされているんだ。すごく大きなゴルフバッグみたいなものを背せ負おってたらしいんだけどね、それがまだ年とし端はもいかない女の子だったというんだ』

　学は眉まゆをひそめた。ゴルフバッグ、狙撃、まさか。

「そのゴルフバッグにライフルが入ってたとでもいうんですか？」

　春木は否ひ定ていした。

『いや、中身は分からない。僕が話を聞いた人も、昨日の時点では事件のことを知らなかったみたいで、女の子の荷に物もつにしてはでかいなと思う程てい度どだったらしい。ただその人が女の子のことを覚えてたのは別に理由がある』

　春木は言こと葉ばを切った。

『その女の子はね、アポストリだったらしい』

　どくりと心臓が脈みやく打うつ。

『瞳ひとみが赤くて』

　瞳、血のように赤い双そう眸ぼう、彼を見下ろす炎ほのおのような眼まな差ざし。

『ジャケットを着ていたらしいんだけど、その腕うでが』

　振ふり子このように揺ゆれる右みぎ袖そで、左右非ひ対たい称しようの歪いびつなシルエット。

『片かた腕うでが──なかったらしい』

　瞬しゆん間かん、頭の中で火花が弾はじけた。意い識しきが空くう白はく化かし、その後にどろりと熱あつくたぎった何かが流れ込んでくる。隻せき腕わんのアポストリ、〈片腕〉。いた、見つけた、見つけた見つけた。

「ははっ……」

　乾かわいた笑いがこみあげてくる。手が震ふるえていた。「ちょっと、学まなぶ？」葉は桜ざくらが心配そうに覗のぞき込こんできたが無む視しする。学は言葉を区切るようにして春はる木きに問いかけた。

「彦ひこ根ね港こう……ですね。その後は？」

『例の騒さわぎで船が運休になって、その後は目もく撃げきされてない。昨日から検けん問もんが厳きびしくなっているから、まだ居きよ留りゆう区くからは出られてないと思う。学くん、僕はあとで目撃者を連れて警察に行こうと思っているから君も──』

「ありがとうございました。それじゃあ」

『学くん？　もしもし、もしもし？』

　携けい帯たいを切る。引きつった笑えみを口元に浮うかべたまま、学は歩き出した。葉桜が慌あわてたように彼の腕をつかむ。学は首だけを回して葉桜を見た。

「離はなせよ」

「何をするつもり？」

　強こわばった表情で葉桜がこちらを見る。学は飢うえた狼おおかみのような笑みを浮かべた。

「見つけたんだ。いたんだよ、あいつが。あの〈片腕〉が」

　そう言って歩き出そうとする。ぐいと腕が引かれた。

「学、ちょっと落ち着いて──」

「離せっ！」

　渾こん身しんの力で振ふり払はらう。「きゃっ」と小さな悲ひ鳴めいをあげて葉桜が倒たおれた。構かまうことなく、学はショッピングセンターの外に出た。

　頭ががんがんする。凶きよう暴ぼうな感情が脳のう裏りを満たし、彼を前へと駆かり立たてた。どこだ、どこにいる。血走った目で周しゆう囲いを見回し、記き憶おくの中にあるシルエットを探さがす。自分は間ま違ちがっていなかった。奴やつは俺の妄もう想そうじゃない。確かにここにいる、この町にいるのだ！

　殺してやる。たとえ刺さし違ちがえても、奴には自分の行いを償つぐなわせてやる。そのために、ただそれだけのために彼は生きてきたのだ。あいつの体を切きり裂さき、流れ出る血でこの忌いまわしい記き憶おくを洗い流す。あの夜の光景、あの惨さん劇げきの記憶を。

　はぁっと熱い吐と息いきが漏もれた。自分の体が自分のものでないように感じられる。体の奥おく底そこを灼しやく熱ねつの溶よう岩がん流りゆうが駆けめぐっているような気分。気を抜ぬけば、意い識しきまで焼やき尽つくされそうになる。学はぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。爪つめの先が掌てのひらに突つき刺ささり鈍にぶい痛いたみを訴うつたえる。学はぐっと顔を上げ正面を見み据すえた。

　居留区の空は美しく晴はれ渡わたっていた。日の光を浴びて、琵び琶わ湖この湖面がきらきらと光ひかり輝かがやいている。ここから彦ひこ根ね港こうは約十分、歩いても大した距きよ離りではない。片かた腕うでが目もく撃げきされたのは昨日、今行ったところで手がかりが残っている可か能のう性せいは少ない。だがじっとはしていられなかった。どんなに些さ細さいな痕こん跡せきでも見つけ出し、たぐり寄せ、奴やつへ辿たどり着ついてやる。そう思って歩き出そうとした時だった。すっと目の前の地面に影かげが落ちた。

　豪ごう奢しやな金きん髪ぱつが揺ゆれる。いつの間まに先回りしたのか、葉は桜ざくらが彼の前に手を広げて立ちふさがっていた。

「どけ」

　学まなぶは押し殺した声で言った。だが葉桜は唇くちびるを引き結んだまま、首を振ふった。

「行かせない、今の学は普ふ通つうじゃないもの」

「普通だよ、これが俺の普通だ」

　学は自じ嘲ちようするように言った。

「〈片腕〉を見つけて、〈片腕〉を殺して、〈片腕〉を切きり刻きざむ。それが俺の全てだ。他のことはどうでもいい」

「そんなのおかしい！」

　葉桜は必死な表情で怒ど鳴なった。赤い瞳ひとみに強い光を宿しながら、学を睨にらみつける。

「〈片腕〉が学の全てなら、その人がいなくなったら学はどうなるのよ。何を目的に生きていくつもりよ！」

　学はわずかに口ごもった。眉まゆ根ねを寄せ、硬かたい表情になる。

「おまえには──関係ない」

「関係あるわ。私はあなたの共きよう棲せい者しやよ。あなたが間ま違ちがったことをしたら止める義ぎ務むがある」

「共棲者──共棲者か」

　学は口元だけで笑った。瞳から感情を消して葉桜を見返す。

「じゃあ俺が〈片腕〉と出会ったら、おまえはどうするんだ。俺と一いつ緒しよに戦ってくれるのか」

「それは……」

　葉桜は口ごもった。艶あでやかな唇をきゅっと引き結ぶ。

「私し闘とうは禁じられてるわ。もしその人を見つけたら、後は居きよ留りゆう区く警察に任まかせるべきよ」

「警察が何をしてくれる？　俺は何回も言ったよ、あいつを見つけてくれ。あいつを捕つかまえてくれって。だけど結果はどうだ？　高度に政治的な判はん断だんとやらで、未いまだに俺の証言はなかったことになっている。今いま更さら奴を見つけたところで、警察は何の容よう疑ぎで奴を捕まえるんだ？」

「でも……だからって」

　学はふんと鼻を鳴らした。

「おまえも他の連中と同じだな。綺き麗れい事ごとばっかりで何もしようとしない。世せ間けん知しらずのお嬢様だ」

　葉桜はひどく傷きずついた表情になった。視し線せんを逸そらし、下を向く。小さく息いきを吐はき出だした後、絞しぼり出だすようにつぶやいた。

「あなただけじゃないわ」

「なに？」

「四・一八事件でたくさんの人が家族をなくしたわ。その人たちがみんな復ふく讐しゆうを誓ちかったらどうなるの？　私達かあなた達、どちらかが全ぜん滅めつするまで殺し合うことになるのよ」

「だから我が慢まんしろっていうのか。みんなが我慢しているから、おまえも我慢しろって？」

「違ちがうの、私はただ」

「もういい！」

　学まなぶは怒ど鳴なった。空気がびりびりと震ふるえる。葉は桜ざくらが首をすくめた。

「うんざりだ。俺は奴やつを探さがす。おまえは好きにすればいい。ただ、邪じや魔まだけはするな」

「学！」

　すがりつくように伸びてきた葉桜の手を、学ははねのけた。乱れた襟えりを直し、彼女に背せを向ける。葉桜が再ふたたび彼の名前を呼よんだが、学は無む視しした。足早に湖岸道路の方へ歩き出す。駐車場のゲートを抜ぬけ、歩道に出た時だった。どさりと、何かが倒たおれる音がした。買い物客の悲ひ鳴めいがあがる。学は振ふり向むいた。葉桜の細い身体が倒れている。波打つブロンドが地面に広がっていた。

　何をやっているんだと思った。慌あわててつまずきでもしたのか。そんなところで倒れていても助けてなんかやらないぞ。そう思いかけて、彼は異い変へんに気づいた。葉桜が動かない。倒れたままいつまでたっても起き上がろうとしない。

「おい──」

　駆かけ寄よって葉桜を抱だき起おこす。少女の身体は羽のように軽かった。白い頰ほおから血の気が失せている。まるで、今にも空気に溶とけ込こんでしまいそうな様よう子すだった。

　わずかに開いた唇くちびるから苦しげな吐と息いきが漏もれる。薄うすい胸むねが不ふ規き則そくに上下し、細い肩かたが凍こごえたように震えていた。尋じん常じような様よう子すではない。

「おい、どうしたんだよ。葉桜、葉桜！」

　学は怒ど鳴なり声ごえをあげて葉桜の肩を揺ゆすった。だが、少女の目が開くことはなかった。周しゆう囲いのざわめきが大きくなっている。誰だれかが「救急車を呼べ！」と叫さけんでいた。学は何をしたらよいかも分からず、ただ呆ぼう然ぜんと葉桜を抱きかかえていた。




　結局、学は葉桜を家へ連れて帰った。救急車が到とう着ちやくする寸すん前ぜん、意い識しきを取とり戻もどした葉桜が『ごめんなさい、もう大だい丈じよう夫ぶ』と告つげたからだった。だが彼女の顔色は相変わらず真っ青で、家に帰るなり自室に入り倒れ込んでしまった。

　学は部へ屋やの外で立ちつくしていた。何が起きたのか、さっぱり分からなかった。確かにあの時、学は彼女の手をはねのけた。かっとなって力が入りすぎていたかもしれない。だが、そのせいであんな状じよう態たいになるとも思えなかった。だいたい彼女はアポストリなのだ。銃じゆうで撃うたれても平気な彼女が、学まなぶの力程てい度どでどうこうなるはずもない。

　すっと扉とびらを開けて、千ち紗ささんが部へ屋やから出てきた。眉まゆ根ねを寄せ、ひどく重苦しい表情になっている。学は「どうだった？」と尋たずねた。千紗さんは首を横に振ふった。

「少し落ち着いたみたいですけれど、大だい分ぶ具合が悪そうです。病院に連絡したほうがいいんじゃないでしょうか」

「あいつが連絡するなって言うんだ」

「それは……なんでまた」

「知るもんか」

　吐はき捨すてるように言って、学は下を向いた。帰りのタクシーの中で、彼は何度も彼女を病院へ連れて行こうとした。だが彼女は頑かたくなにそれを拒こばんだ。「すぐ治なおる」「なんでもない」「わかっているから」、そう真っ青な顔で葉は桜ざくらはつぶやいた。確かに、彼女は自分の身体におとずれた変調について、心当たりがあるようだった。それがなんなのか、学には知りようもない。

　どうでもいいと思った。彼にはやることがある。今なら誰だれに邪じや魔まされることもなく外に出ていける、〈片かた腕うで〉を探さがすことができる、そのはずだった。なのになぜ、こんな後ろめたい気分になるのか。

　千紗さんが長いため息いきを漏もらした。

「とにかく、何か温あたたかい物を作ります。学さん、帰ってきたばかりで悪いんですけど、スーパーで卵とお米を買ってきてもらえますか。お粥かゆなんて口に合うかわからないですけど」

「贅ぜい沢たく言える立場じゃないだろ。アポストリの病人食なんてわからないし」

　千紗さんが困こまったように首を傾かしげた。学は小さく息をつくと扉に背せを向けた。




　夕ゆう刻こく過すぎ、買い物から戻ってきた学は葉桜の部屋をノックした。盆ぼんには、卵粥とバナナを薄うすく切ったものが載のっている。千紗さんに確かく認にんしたところ、あれから一度も部屋を出ていないとのことだった。

「葉桜、食事持ってきたけど」

　返事がない。寝ねているのだろうか、少し迷まよった後扉を開ける。

　部屋の中は薄うす暗ぐらかった。小こ綺ぎ麗れいに片づいた室内に、ゆったりとしたサイズのベッドがある。その上で、葉桜が上じよう体たいを起こしぼんやりと壁かべを見つめていた。どこか夢ゆめ見み心ごこ地ちな表情、真しん紅くの宝石のような瞳ひとみに長い睫まつ毛げが影かげを落としている。学はぞくりとした。今まで目にしたことのない蠱こ惑わく的てきな美び貌ぼう、わずかに紅こう潮ちようした頰ほおがひどく艶あでやかに感じられる。

「葉桜……？」

　彼の声に誘さそわれるように、葉桜がこちらを見た。大きく開いたネグリジェの胸むな元もとから薄い鎖さ骨こつが覗のぞいている。彼女はずずと身を乗り出して、両腕をベッドの端はしについた。瑞みず々みずしい唇くちびるがふっとほころぶ。

「学まなぶ」

　名前を呼よばれた。やや舌した足たらずな甘い声、学はごくりと唾つばを飲み込んだ。おかしい、何かが変だ。あいつは、葉は桜ざくらはこんな顔をしない。

　ふわりと葉桜がベッドから降おり立たった。白地に黒のレースをあしらったネグリジェが揺ゆれる。無む邪じや気きな笑えみを浮うかべながら、葉桜はゆっくりと学に近づいてきた。身体が動かない。猛もう禽きんに魅み入いられた小動物のように、学はその場に立ちつくしていた。すっと葉桜の腕うでが伸びる。ほのかに甘い香りが学の鼻び孔こうをくすぐった。気がつくと、葉桜の顔がすぐ近くにあった。潤うるんだ瞳ひとみが学を見上げている。

「葉桜」

　かすれた声は他人のもののようだった。学は首を振ふった。

「葉桜、おまえなんか変だぞ」

　葉桜は微び笑しようした。そのまま返事をすることなく、彼の背せに腕を絡からめてくる。心臓が早はや鐘がねのように鳴なり響ひびいた。

「まなぶ」

　黄金を塗ぬり込こめたような髪かみが彼の頰ほおを撫なでる。ふっと熱あつい吐と息いきが彼の首にかかった。

　びくりと身体に震ふるえが走り、学は反はん射しや的てきにのけぞった。もたれたところは扉とびらだった。半開きになった扉は、彼の体重を支ささえきれず軋きしんだ音をたてて開いた。それに追つい随ずいするように学は倒たおれた。どうと、床ゆかが震える。派は手でな音をたててスプーンと椀わんが散さん乱らんした。

「この……」

　学は呻うめきながら腰こしをさすった。きっと葉桜を睨にらみつける。どういうつもりだ、そう怒ど鳴なりつけようとした時だった。呆ぼう然ぜんと彼を見下ろす葉桜と目が合った。

「まな……ぶ？」

　消え入りそうな声で葉桜がつぶやいた。夢から覚さめたように周しゆう囲いを見み渡わたした後、端たん正せいな顔が恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。

「わた……し……」

　がくがくと瘧おこりのように身体が震え始める。彼女は左の肩かたを抱だいた。細い指先がネグリジェの生き地じに食い込み、複雑な陰いん影えいを生み出す。学は呆あつ気けに取られた。

「おい、どうしたんだ。葉桜」

　学は立ち上がりながら手を伸ばした。だが葉桜は怯おびえたように身を引いた。

「こないで」

「こないでっておまえ」

「お願い、私に近づかないで。でないと私──」

　泣き出しそうな表情で葉桜は学を見る。その悲ひ痛つうささえ感じられる眼まな差ざしに、学は息を吞のんだ。唐とう突とつに強い力で肩かたを押される。不ふ意い打うちにバランスを崩くずして、学まなぶは背はい後ごの壁かべにもたれかかった。その間に葉は桜ざくらは部へ屋やの中へ入り、扉とびらを閉めた。

「なんなんだよ……一体……」

　学は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。わけがわからなかった。自分から抱だきついてきたくせに、今度は近づくなという。矛む盾じゆんしている。一体どうしてしまったのだろう。いつも毅き然ぜんとしている葉桜、馬鹿みたいに真正直で、口を開けば正論しか言わない彼女。

「なんなんだよ──」

　学は壁にもたれかかったままうなだれた。ぎゅっと下した唇くちびるを嚙かむ。鈍どん痛つうとともに、錆さびた鉄の味が口の中に広がった。




　日曜日が終わり、月曜の朝になっても葉桜は部屋に閉じこもっていた。土曜日、日曜日と学は〈片かた腕うで〉を探さがしに出かけたが、どうにも身が入らなかった。彼の中にたぎる暗い炎ほのお、それは相変わらず行き場を求めくすぶっている。だがショッピングセンターでの葉桜の表情を思い出す度たび、何かひどく後ろめたい気分になった。

『あなたが間ま違ちがったことをしそうになったら止める義ぎ務むがある』

　彼女は言った。彼の前に立ちふさがり、ひどく怒おこった表情で。

（間違ったこと──？）

　学は自じ問もんする。

　あの事件以来、彼は周しゆう囲いの世界全てが間違っていると思っていた。アポストリというだけで殺人犯の捜そう査さもできない警察、家族の死に涙なみだ一つ流さない父親、進路のために共きよう棲せいを受け入れるクラスメイト達。誰だれも助けてくれないのなら、せめて彼だけは正義を貫つらぬこうと思っていた。奴やつを見つけ、倒たおし、その罪つみを償つぐなわせる。そのために強くあろうと努力してきた。

　馬鹿みたいに運動して基礎体力をつけた。壁の境きよう界かい線せんで暇ひまをもてあましている警けい備び兵へいに金を渡わたし、稽けい古こをつけてもらったこともある。格かく闘とう技ぎの類たぐいは一通り手を出し、時にはストリートファイトまがいの喧けん嘩かもした。全てはあいつを倒すため。母と妹の死体を前に、ただ震ふるえているだけだった自分を捨て去るため。

　それが間違っていたというのか？

（そんなこと──あるわけない）

　学は唇を嚙んだ。ワイシャツに袖そでを通し、ネクタイを締しめる。学生鞄かばんを手に取ると廊ろう下かに出た。

　廊下の向こう、葉桜の部屋の扉はぴったりと閉ざされている。まるでそこだけ時間が止まったかのように、耳の痛いたくなるような静せい寂じやくが空間を支し配はいしていた。

　声をかけるべきだろうか。一いつ瞬しゆん迷まよって、首を振ふる。気にする必要などない。元々、彼女が自分につきまとっていたのだ。こちらから歩み寄る理由はない。

　学まなぶは無む言ごんのまま扉とびらに背せを向けると、階段に向かって歩き出した。




　学の足音が遠ざかっていく。

　葉は桜ざくらはタオルケットを頭からかぶったまま、ベッドカバーに爪つめをたてていた。

　心臓の鼓こ動どうがひどく大きく聞こえる。背せ中なかや肋あばらを、何かが這はいずり回まわっているような感かん覚かく。少しでも気を緩ゆるめれば、押し寄せる衝しよう動どうに意い識しきが流されそうになる。

（もし、学が部へ屋やに入ってきてたら──）

　彼女は慄りつ然ぜんとする。扉越しに声をかけられただけでも、今の自分はどうなってしまうか分からない。

　ぽたりと、流れ落ちる汗あせがシーツを濡ぬらした。彼女は唇くちびるを歪ゆがめた。果はたして自分はいつまで耐たえられるのだろうか。一ヶ月？　一週間？　いや、そもそも今日を無ぶ事じに過すごすことができるのだろうか。

　コンコンとノックの音がした。彼女はびくりと身体を震ふるわせた。扉が開く。隙すき間まから血色のよい丸顔が見えた。ハウスキーパーの千ち紗さだった。

「あの、葉桜お嬢様、洗い物とかありましたら」

　葉桜は「大だい丈じよう夫ぶ」と言おうとした。大丈夫です、落ち着いたら自分でやりますから。だが、出てきたのは獣けもののような低い唸うなり声ごえだった。タオルケットが落ちる。千紗の表情が恐きよう怖ふに歪んだ。

「お……お邪じや魔ましましたー！」

　悲ひ鳴めいのような声とともに、扉が閉まった。騒そう々ぞうしいスリッパの音が足早に遠ざかっていく。突とつ然ぜんどうしたというのか。疑問に思い傍かたわらの鏡を見て、葉桜ははっと息いきを吞のんだ。

　双そう眸ぼうが炎ほのおのように輝かがやいている。肌はだは病的に白く、その中で唇だけが鮮あざやかな朱しゆに色づいている。この世のものとは思えない、まるで幽ゆう鬼きのような表情だった。だが彼女が衝しよう撃げきを受けたのは、その口元だった。笑っている。唇の端はしをゆるやかに持ち上げ、艶つややかな笑えみを浮うかべている。

（これが……）

　これが私。

　本当の──

　私。

「いや」

　自分の心に潜ひそむ暗くら闇やみを目まの当あたりにした気分だった。そうだ、彼女が本当に怖こわかったこと。それは身体の変調や、押し寄せる衝動などではない。恐ろしかったのは、その衝動を待ち望み悦よろこんでいる自分自身だった。

「違ちがう……違う違う違う！」

　彼女は耳を塞ふさぎ枕に顔を埋うめた。嫌いやだ、こんなのは嫌だ。私が望んでいたのはもっと──

　流れる涙なみだが頰ほおを濡ぬらす。こみあげる衝しよう動どうと懸けん命めいに戦いながら、彼女はつぶやいた。囁ささやくような、絞しぼり出だすような声で。

「助けて……助けて茉まつ莉り花か伯お母ば様」




　担任には「風か邪ぜのようです」と告つげた。環かん境きようが変わって体調を崩くずしたみたいだと。

　担任は嫌そうな顔をした。始業前の職員室は慌あわただしい空気に満ちている。煙草たばこの火を揉もみ消けしながら、担任は頰ほお杖づえを突いた。

「南みなみ方かた、おまえ何かやったんじゃないだろうな」

「何もやってませんよ」

　憮ぶ然ぜんとした表情で学は答えた。

「むしろこっちが振ふり回まわされてるくらいです」

「なら、いいけどな」

　担任はほうとため息いきをついた。

「まったく、確かに俺も共きよう棲せいを勧すすめたけどな。何も人より半年も早く始めることはないだろう。おかげでカリキュラムの調整や、受け入れの手続きやらで大わらわだ。挙あげ句くに転入二日目で本人は休みときた」

「時期に関しては、親父に文もん句くを言ってください。あと休み云うん々ぬんはあいつの体調管かん理りの問題です。俺を責せめるのは筋すじ違ちがいですよ」

「分かってる、分かってるよ」

　遮さえぎるように担任は片手を上げた。

「俺としては、おまえが共棲を始めただけで上じよう出で来きと思っている。だからこれは愚ぐ痴ちだ。どうもうまくいかなくてな。葉は桜ざくらさんの体調のこともそうだし、教員こつち側の問題もある」

「なんのことですか？」

　担任は不ふ愉ゆ快かいそうに「あの人だよ」と告げた。葉桜とやり合った歴史教師の名前を口にする。彼は腕うでを組むと、ぞんざいに足を投げ出した。

「俺は授業から外せと言ったんだ。どうせろくなことにならないからな。だが校長、びびっちまってな。あの歴史教師、彦ひこ根ね返へん還かん運動の市民団体に所しよ属ぞくしてるからな。突き上げを怖こわがってそのまま授業に出しちまった。結果はあの通りだ。正直、今日はそれで来なくなったのかと思ったんだよ、葉桜さん」

「ああ、いえそれは」

　学は鼻の頭を搔かいた。確かにあの時の葉桜は怒おこっていたが、それでどうにかなるほど柔やわな性格ではない。むしろ納なつ得とくいかなければ、相手の襟えり首くびをつかんで議論を始めるだろう。少なくとも普ふ段だんの彼女なら。

　それより、歴史教師が市民運動に関かかわっているのは初耳だった。確か居きよ留りゆう区くの教員が政治活動をするのは禁じられていなかったか。そう言うと、担任は肩かたをすくめた。

「建たて前まえはな。だが最近は居留区の中でも返へん還かん運動が盛り上がっててな。下へ手たなこと言うと、弾だん圧あつだなんだって言われかねない。聞いたことないか？　梟ふくろうの会ってやつ」

　学まなぶは眉まゆをひそめた。その名前にわずかに覚えがあった。どこで見たのかと記き憶おくを探さぐる。葉は桜ざくらと出会った日、学校の帰り道。『私達の町、彦ひこ根ねを取とり戻もどそう！』ああそうか、あの垂たれ幕まくの。

「そんなに有名な団体なんですか？　それ」

　好こう奇き心しんから学は尋たずねた。担任は「みたいだな」と鼻を鳴らした。

「壁かべの外じゃ結けつ構こう大だい規き模ぼなデモをいくつもやってるらしい。まったく、返還運動ならどこでもできるだろうに。なんだって学校の中にまで入ってくるんだか」

　担任は頭の後ろで手を組んだ。ふっと目め尻じりから力を抜ぬき、学を見上げる。

「まぁ、葉桜さんが気にしてないならいいんだ。お大事にと言っておいてくれ。南みなみ方かたも、何か困こまったことがあれば相談に乗るから、あまり抱かかえ込こむんじゃないぞ」

「はい」

　短く言って頭を下げる。突っ込まれなかったことに内心で安あん堵どしながら、学は職員室を出た。




　教室に戻ると、隣となりの席の岡おか町まち灯とう日かと目が合った。高校生とは思えない、子リスのように小こ柄がらな少女。手て荒あれを防ふせぐためか、白い小さな掌てのひらにハンドクリームを塗ぬっている。彼女は、瞬まばたき一つしない硝子ガラス球だまのような目で彼を見み据すえた。ほつれた前まえ髪がみが広い額ひたいに落ちている。学はくしゃくしゃと頭を搔かいた。

「あらかじめ言っておくけど、俺は何もしてないぞ。あいつが勝手に体調を崩くずしたんだ」

「私は何も言っていないよ、君。転校二日目で休みというのは、なかなかミステリアスだと思うがね」

　揶や揄ゆするような口く調ちようにむっとなって、学は鞄かばんを置いた。自席に腰こしを下ろし、口から大きく息いきを吐はき出だす。

「まったく、いい迷めい惑わくだよ。勝手におしかけてきて、好き勝手やった挙あげ句くにダウンだなんて。さすが評ひよう議ぎ長ちようの姪めい御ご様、いいご身分だ」

　灯日は表情を変えずにこくりと首を傾かしげた。

「君、少し変わったな」

「変わった……？　俺が？」

　灯日はうなずいた。

「前の君なら、アポストリのことをそうも気安く話題にしなかった。彼女と何かあったのかね？」

「何もないよ」

　眉まゆ根ねを寄せて答える。変わった？　そうだろうか。確かに、ほんの先週まではアポストリのことなど口にするのも嫌いやだった。今だってそれは変わらない。だが、葉は桜ざくらに関しては少し違ちがう気がした。鬱うつ陶とうしい奴やつとは思うが、少なくとも憎ぞう悪おの対たい象しようではない。それが──

『こないで』

　潤うるんだ瞳ひとみ、子犬のように怯おびえた表情。

『お願い、私に近づかないで。でないと私──』

　肩かたを押される感かん触しよく、ガタンと、音をたてて閉まる扉とびら。

「南みなみ方かた？　どうかしたのかね」

　灯とう日かの声に、はっとなって顔を上げる。知らず知らずのうちに考え込んでいたようだった。無表情にこちらを見つめる灯日と目が合う。

「いや──」

　眉み間けんを揉もむ。なんだかひどく腹立たしい。何だって、自分がこんなことで思おもい悩なやまないといけないのか。

「心配なのかね、彼女のことが」

「別にそういうわけじゃない」

　ならなんだ、なぜこうも気持ちがざわめくのか。

「ただ、あいつおかしいんだ。体調が悪いなら、病院に行けばいいのに。わけが分からないことばかり言って」

「わけが分からないこと？」

「『近づくな』とか、『わかっているから』とか」

　言うなり灯日が動いた。まったくの予よ備び動どう作さ無しに、ぐいと身体を乗り出し顔を寄せてくる。石せつ膏こうのようになめらかな肌はだが間ま近ぢかに迫せまり、学まなぶはうろたえた。

「な、なんだよ」

「詳くわしく話したまえ」

「詳しくっていっても」

　学は口ごもった。

「今、言った通りだよ。土曜日に突然倒たおれて、病院行けって言ってるのに嫌いやがるんだ。ずっと部へ屋やに閉じこもってて、食事もロクにとらなくて。それで」

　灯日のまっすぐな視し線せんに誘さそわれるように、学は週末の出で来き事ごとを話した。〈片かた腕うで〉や狙そ撃げき事件のことは外して、葉桜が倒れたこと、突然様よう子すがおかしくなったことを話す。灯日はしばらく無む言ごんで聞いていたが、わずかにうつむいた後顔を上げた。

「君たちはもうすませたのかね？」

　学は眉をひそめた。

「何を？」

「初しよ夜やだ」

「しょっ」

　予よ期きせぬ言葉に絶ぜつ句くする。かぁと顔が熱あつくなった。「ば、馬鹿なこと言うなよ。そんな」そう言って顔を逸そらす。だが灯とう日かは特に気にした様よう子すもなく、身体を引いた。椅い子すに座すわり直なおしじっと彼を見つめる。

「その様子だとまだだな。安心したまえ、おそらく君の考えているような意味ではない」

「……じゃあ、どういう」

　灯日はふっと目を閉じた。

「君、本当にアポストリのことを何も知らないのだな」

「悪かったな」

　学まなぶは唇くちびるをへの字に歪ゆがめた。確かに、彼はアポストリ関連の授業をまともに受けていない。学校では彼が必要とする知ち識しき──アポストリの弱点や戦い方は教えてくれなかったし、実習で生身のアポストリと交流するのもわずらわしかった。二年に入ってからの特別カリキュラム、共きよう棲せいの事前オリエンテーションにも顔を出していない。結果として、学のアポストリに関する知ち識しきはひどく偏かたよったものになっていた。

「南みなみ方かた、君、共棲とは何のためにすると思う？」

「それは……種族の相そう互ご理解とかのためだろ、あいつの受け売りだけど」

　灯日は首を振ふった。

「それは理由の一部でしかない。考えてみたまえ、お互たがいのことをよく知るだけなら、別に一いつ緒しよに暮くらす必要などない。学校のクラスを人間とアポストリで半々にすればよいだけだ」

　確かにそうだった。そのことについては、彼も何度か疑問に思った。共棲相手になった人間をアポストリは命がけで守る。それで彼女たちは何を得るのか。何かひどく歪いびつな制度だと思った記き憶おくがある。

「契けい約やくとは等とう価かであるべきなのだよ。アポストリが命がけで君を守るのであれば、君もまた相そう応おうの対たい価かを支し払はらう必要がある」

「対価って」

「血だよ」

　学は耳を疑った。

「なんだって？」

「血だよ、君の血を彼女に分け与える。それこそが共棲体である君の義務だ。女性体しかいないアポストリは、繁はん殖しよくのために異種族の遺伝情報を必要とする。とは言え、誰だれ彼かれ構かまわず血を取られたのではこの国の治ち安あんが保たもてない。だから、アポストリと人間は協定を結んだ」

　どくりと鼓こ動どうが高鳴る。協定、四・一八を終わらせるために交かわされた合意。

「居きよ留りゆう区くを作り、アポストリの行動範はん囲いを限げん定ていし」

　壁かべに囲まれたこの町、行政上はアポストリの統とう治ち範はん囲いにもかかわらず、多くの日本人が住むこの地ち域いき。

「共きよう棲せい体たいを定てい義ぎし、決まった相手からのみ血を採さい取しゆする。いわば共棲相手の人間は、アポストリにとって宿やど主ぬしのような存そん在ざいだ。だからこそ彼女たちは共棲者を守る、命にかえてもな」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、じゃあ」

　学まなぶは灯とう日かを押しとどめた。思し考こうがひどく混こん乱らんしている。先週の金曜日、歴史教師の言った台詞せりふが思い出される。『餌えさ』、確かに彼はそう言った。それではあれは事実だったのか。

　ぎゅっと学は唇くちびるを引き結んだ。事実──なのだろう。仮にそうだとすれば、この奇き妙みような制度にも説明がつく。人間とアポストリが共に暮くらす意味、就しゆう職しよく・進学で優ゆう遇ぐうし、日本人をこの町に留とどめようとする理由。学は、何かを振ふり払はらうように頭を振った。

「一つ教えてくれ、血を採とるってどうするんだ。輸血でもするのか」

「吸うんだよ」

「吸う？」

「そう、首から」

『まなぶ』、近づいてくる葉は桜ざくらの顔、首くび筋すじにかかる吐と息いき、ああ。

「吸きゆう血けつ鬼きじゃないか」

　かすれた声で学は言った。掌てのひらがぬるぬると汗あせばんでいる。灯日は無表情に「そうだよ」と言った。

「四・一八でこの国が恐おそれたのは、アポストリの科学力や身体能力じゃない。彼女たちの吸血行こう為いだ。首筋から血を吸う、おとぎ話の吸血鬼そのものだからな。当時は協定なんてなかったから、彼女たちはむさぼるように血を吸った。吸いすぎで相手を殺してしまうこともあったらしい」

「吸わないとどうなるんだ」

「発ほつ作さが出る。誰だれ彼かれ構かまわず人間の血を吸いたくなる。葉桜の場合はまさにそれだな。確か彼女は十六だったか？　知識としては知っていたが、発作は初めてなんだろうな。外に出ると何をしでかすか分からないから、閉じこもってるんだろう」

「でも、あいつそんなこと一言も」

「言ったら君はどうするんだね」

「どうって」

　灯日はじっと彼を見つめた。

「吸血の発作は、アポストリにとって正常な生理だ。病院に連れて行ってどうこうなる問題ではない。本来であれば、彼女の苦しみは共棲者により解かい消しようされる。君は彼女に血を与あたえることができるのかね」

「それは……」

　学まなぶは口ごもった。葉は桜ざくらとの共きよう棲せいは、彼が望んだことではない。だからそれに伴ともなう義ぎ務むなど知ったことではない。そこまで考えてはっとなる。それでなのか？　何も言わず、ただ部へ屋やに閉じこもることしかできなかった。言えば拒きよ否ひされるのが分かっているから、だから。

「あの……馬鹿」

　うつむき加か減げんになり、低い声でつぶやく。腹の底そこから怒いかりに近い感情がわき上がってくる。どうでもよいことには細かいくせに、なんでそういう肝かん心じんなことを黙だまっているのか。アミューズメントスペースでの件もそうだ。一いつ見けん強つよ気きに見えて、中ちゆう途と半はん端ぱに臆おく病びよう。まったくもって始し末まつが悪い。

　乱らん暴ぼうに立ち上がり鞄かばんをつかむ。ひどく不ふ機き嫌げんな表情で、灯とう日かを見下ろした。

「悪い岡おか町まち、俺早そう退たいする」

　灯日は短く「そうか」と答えた。それきり、言うべきことは終わったとばかりに前を向く。沈ちん黙もくする彼女に背せを向けて、学は足早に教室の出口へと向かった。




　昼前に帰ってきた学を見て、千ち紗ささんは目を丸くした。「あらあらまあ」と声をあげて口を覆おおう。放っておけば、彼を質問攻ぜめにしてきそうな様よう子すだった。学は靴くつを脱ぬぎながら、いち早く質問を発した。

「葉桜は？」

　そう言うと、千紗さんは困こまったような表情になった。手を前で組んだまま、ほうと息いきをつく。

「まだお部屋にいます。午後になっても部屋から出てこなかったら、お父様に連絡しようと思っていたんですけど……」

「そう、ありがとう」

　短く礼を言って、階段を駆かけ上あがる。自室の前を通り過ぎ、廊ろう下かの奥おく、葉桜の部屋へ辿たどり着ついた。ノックすることなく扉とびらを開あけ放はなつ。

「葉桜！」

　吹き込んだ風で、窓を覆うカーテンが小さく揺ゆれる。薄うす暗ぐらい部屋の奥で、シーツにくるまった塊かたまりがびくりと震ふるえた。学は大おお股またに歩み寄るとその白い塊を見下ろした。

「葉桜、聞こえてるんだろ、話がある」

「何よ……」

　くぐもった声が返ってきた。扉から射さし込こむ光を避さけるように、一いつ層そう体を縮ちぢこまらせている。

「近づかないでって言ってるでしょ。レディの部屋にノックも無しで──」

　途と切ぎれ途切れにそう言う。その様子はいかにも苦しげで、学は苛いら々いらした。こんなになるまで我が慢まんしやがって。学はきつい口く調ちようで問いかけた。

「発ほつ作さの件、なんで黙ってたんだ」

　息を吞のむ気け配はいがした。シーツに覆おおわれた背せ中なかが小こ刻きざみに震える。

「なんで……そのこと」

「学校で聞いた。それよりなんで言わなかったんだよ。俺の血がいるって」

　一いつ瞬しゆん、ためらうような間まがあった。ため息いきの後、か細い声が漏もれる。

「……言えるわけないでしょ、学まなぶは私達のこと嫌きらってるのに」

「だからなんだよ。いつも共きよう棲せい者しやの義ぎ務むだの務つとめだの言ってるんだし、同じように言えばいいだろう。おまえの力なら、無理矢理吸うことだってできたはずだ」

「そんなの……嫌いやよ」

「だからなんで！」

　思わず叫さけんでいた。わずかな沈ちん黙もくの後、蕾つぼみが開くようにシーツの前が割れた。寝ね乱みだれた金きん髪ぱつと泣きはらして赤くなった目鼻が現れる。ネグリジェの襟えり部分が大きく開き、細い肩かたのラインが露あらわになっていた。白い肌はだに匂におい立たつような色いろ香かを感じて、学はどきりとした。

　葉は桜ざくらはぐすぐすと鼻を鳴らしながら、こちらを見上げた。

「学は、私達がなぜ血を吸うか聞いた？」

「なぜって」

　視し線せんを逸そらしながら学は答えた。灯とう日かの言った内容を思い出す。

「確か、異種族の遺い伝でん情報がどうとか……」

　葉桜はうなずいた。

「そうよ、私達アポストリは女性しかいない。だから子孫を残すためには、自分達以外の遺伝子を取り入れる必要がある。でもね、そんな理り屈くつはいいの。大切なのはね、生まれてくる子にとってみれば、その体の半分は共棲者の血でできているってことなのよ」

　学は息を吞のんだ。空くう白はく化かした意い識しきの中で、唐とう突とつに一つの事実が認にん識しきされる。葉桜の子供、もしその遺伝情報の半分が共棲者のものだと言うなら、それはつまり。

（俺の……子供？）

　ひどく現実感のない結論。呆あつ気けに取られる彼の前で、葉桜はふっとうつむいた。

「私の母親はね、共棲相手の人間ととても仲が良かったんだって。その話を聞くたびに私は嬉うれしかった。自分が、二人に望まれて生まれてきたように思えたから。だから私も、もし共棲をするような年になったら、同じようになろうって思ってた。生まれてきた子に、お母さんとその人はとても幸せだったって言いたかった。だから──」

　ぽたりと、床ゆかに滴しずくが落ちる。下を向いたまま、葉桜は振ふり絞しぼるような声で言った。

「嫌われたままじゃ、嫌。無理矢理になんて……できない」

　学は顎あごを持ち上げて瞑めい目もくした。大きく息を吸い込み、呼吸を整える。

　相反するいくつもの感情がないまぜになっていた。一時は根ね絶だやしにしてやりたいとまで思ったアポストリ。強くて恐おそろしい、彼から全てを奪うばった殺さつ戮りく者しやの同族。だがこの金きん髪ぱつのアポストリは彼を守り、助け、道を踏ふみ外はずしそうになった彼を止めてくれた。その彼女が、今は悲ひ痛つうなくらい小さくなって震ふるえている。他でもない彼のせいで。彼が彼女を拒きよ否ひし続けたために。

　しばらく考えた後、彼はネクタイを緩ゆるめた。ワイシャツのボタンを外し、葉は桜ざくらの前へ座すわり込こむ。

「吸えよ」

　ぶっきらぼうにそう言った。葉桜が驚おどろいた様よう子すで顔を上げる。何事か言いかけた彼女を遮さえぎるように、学まなぶは手を上げた。

「確かに俺はアポストリが嫌きらいだ。でも、そんな風に苦しんでいるおまえを見るのもなんか嫌いやなんだよ。俺の血を吸うくらいで治なおるなら、吸ってくれ。頼たのむから」

「学……」

　呆ぼう然ぜんとした表情で、葉桜がこちらを見た。涙なみだに濡ぬれた頰ほおが朱しゆに染そまっている。

「いいの……？」

「いいって言ってるだろ、早くしろよ」

　おずおずと、葉桜が近づいてきた。両手を床ゆかにつき、四よつん這ばいの姿し勢せいでシーツから出てくる。片手がふくらはぎに触ふれた。這い上がるようにして、少女の顔が迫せまってくる。甘い花のような香かおりが漂ただよってきて、学はぼうとした。嚙かまれるとやはり痛いたいのだろうか。そんなことを考えているうちに、濡れた唇くちびるが首くび筋すじに触れた。ちくりと鈍どん痛つうが走り、何かが体の中に入ってくる感かん触しよくがした。

「ん……」

　軽く呻うめいて身体を強こわばらせる。首筋がじわりと熱を持ち、痺しびれたような感じになる。想そう像ぞうしていたほどひどい痛みはなかった。むしろ、麻ま酔すいをかけられた感かん覚かくに近い。傷きず口ぐちの痛つう覚かくが麻ま痺ひしたまま、ただ血液の流れ出す感覚だけが感じられる。

　葉桜の上じよう体たいが揺ゆれているのに気づき、学は彼女の肩かたを押さえた。細い肩は白くしなやかで、上質のカシミヤを撫なでている気がした。夢中で吸っているのだろうか、鼻にかかったため息いきを漏もらしながら身体を押しつけてくる。

　胸むねの膨ふくらみがワイシャツ越しに感じられた。鼓こ動どうが高鳴る。彼はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「おい……葉桜」

　たまりかねて声をあげると、葉桜の動きが止まった。はっと唇を離はなして顔を上げる。表情に狼ろう狽ばいの色があった。

「ご、ごめんなさい。大だい丈じよう夫ぶ？　痛くない？」

「痛くはないけど、どれだけ吸うかは事前に決めといてくれよ。気がついたらミイラとか嫌だからな」

　そう言うと、葉桜は目に見えてしゅんとした。やや落ち着いたのか、頰から赤味が消えている。艶つややかな肌はだに、涙の跡あとがまだらな模も様ようを形作っていた。

「ちょっと、そこで待ってろ」

　首くび筋すじを押さえたまま、部へ屋やの外に出る。自室からウェットティッシュを持って葉は桜ざくらのところに戻もどった。二、三枚手に取り、葉桜の顔を拭ふいてやる。葉桜は目を閉じて、されるがままになっていた。一通り拭き終わると、葉桜はこつりと額ひたいを彼の肩かたに預あずけた。

「葉桜……？」

「ごめんなさい、ちょっと気が抜ぬけちゃって。しばらく、このままでいさせて」

　そう言って沈ちん黙もくする。学まなぶは、自由になるほうの手で頭を搔かいた。一時の熱ねつ気きが冷めると、先ほどまでのやりとりが夢のように思えた。どうして葉桜に血を与えようと思ったのか。彼女はアポストリ──〈片かた腕うで〉の同類だというのに。だがもし同じ状況になったら、やっぱり彼は血を吸わせるだろう。そんな自分がどこか得え体たいの知れない存そん在ざいに思えて、学は戸と惑まどった。

「おまえ、さっき言ったよな。母親と共きよう棲せい相手の人間が仲良かったって。今でもそうなのか」

　なぜそんな質問をしたのかは分からない。ただそれを聞くことで、自分の中にある葉桜への感情が整理できるかもと思った。だが、葉桜は小さく首を振ふった。学は眉まゆをひそめた。

「なんでだよ、喧けん嘩かでもしてるのか」

「二人とも死んだわ、もうだいぶ前に」

　学は絶ぜつ句くした。葉桜は額を彼の肩に預けたまま、つぶやくような声で言った。

「私の母も評ひよう議ぎ員いんだった。共棲相手の人間は、アポストリのパテント特許を扱う会社につとめてて、二人ともとても忙いそがしかったみたい。それでも一いつ緒しよにいる時はすごく優やさしくて、よく色々な話を聞かせてくれたわ。私はそれでよかった。たまにしか会えなかったけど、茉まつ莉り花か伯お母ば様はよくしてくれたし、不自由はなかった。でも、二人はそうは思わなかった」

「どうしたんだ」

「何か欲しいものはあるかって聞かれた。今度外へ出た時に何でも買ってきてやるからって」

「外──」

「二人とも貿ぼう易えき絡がらみの仕事をしてたから、居きよ留りゆう区くの外に出る機会も多かったのよ。私は海の水が欲しいって言った。生まれてからずっと湖しか見たことなかったし。自分の知っている水と何が違ちがうんだろうって思ってたから」

　葉桜はくすりと笑った。

「おかしいわよね、塩が含ふくまれてるだけで何も変わらないのに。二人は外に出て、そのまま帰ってこなかった。海辺に車を停とめていたところを襲おそわれたのよ、反アポストリ団体に。尾つけられてたのね、人ひと気けがなくなるのを待って、それで」

　学は言葉を無くした。何を言うべきかわからなかった。『私だって』、そう何かを堪こらえるように言った彼女の顔を思い出す。あれは学が〈片腕〉のことを話した時だった。

『その人たちがみんな復ふく讐しゆうを誓ちかったらどうなるの？　私達かあなた達、どちらかが全ぜん滅めつするまで殺し合うことになるのよ』

　ああと学は呻うめいた。肉親を奪うばわれる悲しみ、理り不ふ尽じんさ。そんなこと彼女はとうの昔に知っていたのだ。知っていて耐たえていた。与あたえられた義ぎ務むを果はたすために。終わりなき負ふの連れん鎖さを止めるために。

（畜ちく生しよう……反則だろ、こんなの）

　唐とう突とつに、目の前の少女が自分と同じ存そん在ざいに思えた。謂いわれのない悪あく意いにさらされ、それを憎にくむことさえ許ゆるされずにいる。違ちがうのは、ほんの少しの意い志しと希望。妥だ協きようを強しいられながら、それでも最善を尽つくそうとする思い。

「まなぶ……？」

　怪け訝げんそうに、葉は桜ざくらが顔を上げた。真しん紅くの瞳ひとみが揺ゆれている。学まなぶは慌あわてて視し線せんを逸そらした。「どうかしたの？」と尋たずねる彼女に、彼は一言「なんでもない」と答えた。それ以外の言葉は出てきそうになかった。







　第四話







　南みなみ方かた恵けい吾ごは、公用車の後こう部ぶ座ざ席せきにいた。車は彦ひこ根ね城じようの北側を湖へ向かっている。道の両側には公園や競技場の敷しき地ちが広がっており、空が広い。恵吾は腕うで時ど計けいに視し線せんを落とした。道が混こんでいるのか、車は先ほどから徐じよ行こうしている。普ふ段だんあまり混まない道だけに、恵吾は怪訝に思った。

「まだかかりそうか」

　前席の運転手に問いかける。運転手はバックミラー越しにちらりとこちらを見た。

「申もうし訳わけありません、何か集会をやってるみたいで」

「集会？」

　はぁと初老の運転手は答えた。

「なんですか、居きよ留りゆう区く返へん還かん運動の集会みたいで。午前中で終わるって聞いてたんですが、長引いてるみたいですね」

「別の道は」

　変えられないのか、そう尋ねようとした時だった。甲かん高だかいコール音とともに胸むねポケットの携けい帯たいが震ふるえた。

　通話ボタンを押し耳に当てる。液えき晶しように表示された番号は、本省のものだった。

「南みなみ方かたです」

『俺だ』

　聞きき慣なれた声がスピーカーから流れ出してきた。事務次官の相あい川かわだった。

　中央省庁において、いわゆるキャリア組のトップが事務次官である。組そ織しき的てきにはその上に大臣がいるが、これは国会議員から任にん命めいされることが多い。実務という観点から考えれば、事実上この相川が外務省の最高権力者と言えた。

　恵けい吾ごは入省時から相川の下にいた。それだけに気心は知れているし、信しん頼らい関係もある。だからこそ分かった。相川はひどく不ふ機き嫌げんだった。

『まったく、まったく話にならん。どいつもこいつも他ひ人と事ごとだ。あきれ果はてて物も言えん』

「なにかあったんですか？」

　相川は唸うなるような声をあげた。

『今朝の次官会議だ。例の爆ばく弾だんテロと対アポストリ感情の悪あつ化かが議題に上ったんだがな』

　ああ、と恵吾はため息いきをついた。大体どんな流れになったか分かる。次官会議は、各省の事務次官が一いち堂どうに会する会議だ。時期が時期だけに、他省庁がどう出るか探さぐり合あいになったのだろう。

『アポストリがテロに関かかわっていない証しよう拠こを出せだと！　関わっている証拠を出すほうが先だろうに。デマの類たぐいは早めに潰つぶすべきなんだ。さもないと収しゆう拾しゆうがつかなくなる。知っているか？　最近じゃ、アポストリが人間に化けて壁かべの外に出ているなんて噂うわさもあるんだ。このまま放ほう置ちしてみろ、日本人同士で魔ま女じよ狩がりさえ起きかねん』

「仰おつしやる通りです」

　恵吾は意い図として冷たい声で言った。

「だからこそ、早めに手を打つ必要があるんです。例の件、調べてもらえましたか」

『おう』と相川が答えた。一通りぶちまけて気がすんだのか、声から幾いく分ぶん険けわしさが引いている。ぱらりと資し料りようをめくる音が響ひびいた。

『反アポストリ運動をしている団体、言論人、マスコミのリストだったよな。公安の同期に頼たのんで調べてもらった。喜べ、馬鹿みたいにたくさんあるぞ。全部読み上げようか？』

「結けつ構こうです、結論だけ教えてください」

『よし、じゃあ言うぞ。リストに載のっている団体の六割が実体は同じものだ。銀行口座、本部所在地、所しよ属ぞくメンバーのどれかがかぶっている。そうでない組織も資し金きん提てい供きようや人材交流などで、つながっていると思っていい。要するに今現れている反アポストリ運動の大部分が、一つのコミュニティを母体にしているってことだ』

「どこですか」

『梟ふくろうの会って聞いたことあるか』

　恵けい吾ごは眉まゆをひそめた。聞いたような記き憶おくもあるが、よく思い出せない。「どういう団体です」と恵吾は尋たずねた。

『表向きは市民団体だよ、彦ひこ根ね返へん還かん運動を主しゆ軸じくにしている。全国的な団体で、一般市民の参加者も多い』

「内実は？」

『真っ黒だな、妙みようなペーパーカンパニーやＮＧＯが山ほど支し援えん団体になっている。最後まで洗えていないが、かなり後ろ暗い金の流れがあることは確かだ。で、ここからは推すい測そくになるが、おそらくここのバックは大陸だ』

　恵吾は目を閉じた。最悪のケースだった。相手が国内の団体であれば、まだなんとかなる。だが他国が絡からんでるとなれば話は別だ。外交ではどうにもならない事じ態たいというのが、この世には存そん在ざいする。

「念のため聞いておきます。大陸がアポストリ排はい斥せきにコミットする動どう機きは？」

『おいおい』と相あい川かわは笑った。分かってるだろうと言わんばかりの口く調ちようだった。

『四・一八後、一番経済成長を遂とげた国はどこだ？』

「日本ですね」

『その理由は』

「アポストリのオーバーテクノロジーの国産化です。特にエネルギー技術が大きかった。大量の反物質生成・制せい御ぎよ技術によって、日本は一気にエネルギー輸出国となった」

『ではそれによって、一番割わりをくった国はどこだ？』

　恵吾はため息いきをついた。分かり切ったことだった。旧資し源げん国こく、日本が提てい供きようした新エネルギーによって原油の大だい暴ぼう落らくに見み舞まわれた産油国。彼らが今の事じ態たいを面おも白しろく思っているはずがない。

　相川は疲つかれた声で言った。

『居きよ留りゆう区く返還運動は、アポストリの管かん理りを国連に移うつせと主しゆ張ちようしている。常じよう任にん理事国にとってみたら、笑いが止まらんだろうよ。金のなる木が自分たちの管理下に置かれるんだ。なんのことはない、技術の独どく占せんが日本から他国に変わるだけだ。まぁ、さんざん甘い汁を吸った俺達がどうこう言える筋すじ合あいじゃないがな』

「その話、表に出せないんですか」

　相川は低い、鼻にかかった笑い声を漏もらした。

『言っただろう、推すい測そくだって。表に出すなら裏うらをとらなきゃならん。残念だが、その時間はない。証しよう拠こを固め終わった頃ころには政権交こう代たい、俺達は戦せん犯ぱんだ』

「なんとも楽しくなってきますね」

『まったくだ。とにかく、俺はもう少し打てる手がないか探さぐってみる。そっちはとにかく評ひよう議ぎ会かいをつかんでおいてくれ。当のアポストリに愛あい想そを尽つかされたら元も子もない』

「了解しました」

　ぶつりと断たち切きるように電話が切れた。いつの間にか、車が動き出している。恵けい吾ごは携けい帯たいを胸むねポケットに戻もどしながら窓の外を見た。

　運動場沿ぞいの歩道を、私服姿すがたの一団が歩いていく。人数は百人以上いるだろうか、そろいのたすきと鉢はち巻まきを身につけ、拳こぶしを天に向かって振ふり上あげている。恵吾はわずかに窓をあけた。規き則そく正しい太たい鼓この音と、拡かく声せい器きを通した女性の声が飛び込んでくる。

『私たちの町、彦ひこ根ねを取り戻しましょう。子供達を犠ぎ牲せいにするアポストリとの共きよう棲せい政せい策さくを止やめさせましょう』

　唱しよう和わする無数の声に煽あおられるように、巨大な垂たれ幕まくが姿すがたを現した。コミカルな鳥の絵え柄がら、その横に大きな赤文字が踊おどっている。

「梟ふくろうの会」

　恵吾は嚙かみしめるように文字を読み上げた。耳に届とどいた声はひどく苦にがいものに聞こえた。




　公用車は程ほどなく目的地に着いた。

　居きよ留りゆう区くの北西部、松まつ原ばら水泳場。まばらな草地の向こうに一面の砂浜が見える。カラフルなビーチパラソルとバーベキューコンロ、それを取り囲むように数人の男女とアポストリが歓かん談だんしていた。地元の大学生だろうか、平日の昼間だからか他に人ひと影かげはない。緑鮮あざやかな岬みさきを背はい景けいに、見み渡わたす限かぎり瑠る璃り色いろの湖面が広がっていた。

　運転手にその場で待つよう告つげ、恵吾は水泳場に足を踏ふみ出だした。ざくざくと砂を踏みしめる感かん触しよくが、彼に既き視し感かんを抱いだかせる。十九年前、自衛隊第三師団の集結地となったこの場所、銃じゆう弾だんと鮮せん血けつ、混こん乱らんと狂きよう騒そうの中で彼は彼女に出会った。赤い目をした少女に。

　ふと、砂浜にたたずむ人影を認みとめて彼ははっとなった。セーラー服姿の少女が水辺に立っている。紺こん地じの襟えりに白の三本線、細い腕うでが後ろで組み合わされている。ゆるやかに広がったプリーツスカートから、白い足がすらりとのびていた。

　──浅あさ瀬せの中にたたずむ少女。

　どくりと鼓こ動どうが高鳴る。唐とう突とつに自分が時を飛び越えたような気がした。目を閉じれば聞こえてくる、あの時の喧けん噪そう、悲ひ鳴めい、怒ど号ごう。

　──マネキンのような白い顔がこちらを向いて。

　恵吾は汗ばむ拳を握にぎりしめて歩ほを進めた。ふっと、何かに気づいたように少女がこちらへ振り向く。黒くろ髪かみ、柔やわらかな頰ほおの曲線、薄うすい唇くちびるが艶あでやかにほころんだ。

「おじさま」

　茉まつ莉り花かだった。恵吾は目を瞬またたいた。

「茉莉花、君か」

「どうしました？　幽ゆう霊れいでも見たような顔をして」

　恵けい吾ごは目を閉じて鼻から息いきを吐はき出だした。

「少し昔を思い出していた。ここは──思い出が多すぎる」

「ああ」

　茉まつ莉り花かはそう言って目を細めた。ふっとまぶしそうに湖を見つめる。

「ここでしたね、十九年前私達が最初に上陸した場所は」

「そして、私が君たちに出会った場所でもある」

　恵吾はズボンのポケットに手を入れた。軽く顎あごを引く。
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「だからかな、ありもしないものを見る。まあ、君の格かつ好こうに驚おどろいたというのもあるが」

「あら、変へん装そうですわ」

　茉莉花はころころと鈴を転ころがすような声で笑った。スカートの裾すそをつまみ、優ゆう雅がに一礼してみせる。涼すずしげな瞳ひとみがこちらを見上げた。

「大使閣かつ下かと元げん首しゆが普ふ通つうに会っていたら目を引きますもの。これなら親子に見えますわ」

「茉莉花、普通の学生は今いま頃ごろ学校だ。こんなところを歩いていないよ」

「まあ残念」

　茉莉花は微笑ほほえみながら小首を傾かしげた。そのまま恵吾の言葉を待つように沈ちん黙もくする。恵吾はしばらく考えた後、ふっと吐と息いきを漏もらした。

「二百万だ」

　恵けい吾ごは重々しい口く調ちようで言った。

「四・一八でそれだけの人間が死んだ。一億二千万のうちの二百万、誤ご解かいに伴ともなう代だい償しようとしては多すぎる。それは君たちも同じはずだ」

　茉まつ莉り花かはうなずいた。

「私達は三万の同どう胞ほうを失いました。人口の三割、同じことを三回繰くり返かえしたら私達はなくなってしまう。それが終戦の理由だったと聞いています」

　恵吾は老いた哲学者のような目で茉莉花を見た。

「異ことなる文化はそこにあるだけで衝しよう突とつを生む。この壁かべが壊こわれ、君たちが再ふたたび異い邦ほう人じんになったとき、八十億からの人間は容よう赦しやなく君たちを揉もみ潰つぶすだろう。だが君たちもそれをよしとはしまい。十九年前の何倍もの地獄が現出し、世界は血に染そまる」

「私達は壁の崩ほう壊かいを望んでいません」

　茉莉花は静かな口調で言った。

「問題もありましたが、この十年私達は良好な関係を築きずいてきたと思っています。新しく準じゆん備びされる壁がどんなものであれ、そこに移うつり住すむ必要性を私達は感じていません」

「それは評ひよう議ぎ会かいの総意か」

「今のところは」

　含ふくむような口調に、アポストリ内部の混こん乱らんが見て取れた。アポストリと一口に言っても、一枚岩ではない。〈春ブリマヴエーラ〉、〈夏エスターテ〉、〈秋アウトウンノ〉、〈冬インヴエルノ〉の四氏族が存そん在ざいし、それぞれが独自の思おも惑わくを持っている。〈夏〉に所しよ属ぞくする茉莉花は、自分の氏族に影えい響きよう力りよくを行使できても、他氏族に対しては要よう請せいしかできない。そもそも評議長とは実体権力を殆ほとんど持たない、あくまで象しよう徴ちようのような存在だった。

　恵吾は小さくため息いきをついた。

「茉莉花、君には正直に話しておく。霞ヶ関中央は今回の件に距きよ離りを置きたがっている」

「居きよ留りゆう区くの存そん続ぞくを諦あきらめたということですか？」

「違ちがう、何もしないことを選んだんだ。選挙の結果が出るまで、誤解を招まねきそうな行動を控ひかえようとしている」

「まさに、まさに政治」

　茉莉花は微び笑しようを浮うかべた。すっと額ひたいにかかった髪かみをかき上げる。細い艶つややかな毛先が白い耳じ朶だを撫なでた。

「今度の選挙で与よ党とうが負けた場合、私達は居留区存続を条件に一つの提てい案あんを検けん討とうしています」

「なんだ」

「インセットの技術提てい供きよう」

　どくりと鼓こ動どうが高鳴った。掌てのひらが汗あせばむ。唐とう突とつに、周しゆう囲いの温度が五度は下がったように思えた。

「だめだ」

　意い図とせず強い口く調ちようになった。眉まゆ根ねを寄よせ首を振ふる。

「だめだ茉まつ莉り花か、あれは災さい厄やくだ。我々が使いこなせる技術じゃない」

「そう仰おつしやると思いましたわ」

　茉莉花はふっと息いきを吐はいて下を向いた。どこか肩かたの荷にが下りた表情で、足下の砂を見つめる。

「変わりませんね、おじさまは。一いつ見けん冷れい酷こくなようでどこまでも理想主義。今の話をうまく使えば、新政権に対するおじさまのカードにもなりましたのに」

「私が目め指ざしているのは君たちとの共きよう存ぞんだ。軍事同どう盟めいじゃない」

　何かに誓ちかうような口調で恵けい吾ごは言った。共存、二度と四・一八を起こさないために。彼は約束した。〈十じゆう字じ架か〉の下、今はもういない赤い目の少女と。

　茉莉花はふっと表情を和やわらげた。

「では、どうされますか？　評ひよう議ぎ会かいも霞ヶ関中央も理想だけでは動きませんよ。何か目に見える手を打たないと」

「手はある」

　恵吾は唇くちびるの端はしを持ち上げた。獲え物ものを前にした狩かり人うどのような笑えみだった。

「敵てきが見えた。その意図もな。であればやりようもある」

　茉莉花が怪け訝げんそうに首を傾かたむけた。

「というと？」

「釣つり上あげる」

　恵吾はそう言って、すっと目を細めた。

　全てはこの小さな楽園を守るために。彼女が遺のこしたたった一つの願いを叶かなえるために。そのためなら、誰だれに憎にくまれても構かまいはしない。

　不ふ思し議ぎそうな表情の茉莉花に、恵吾はゆっくりと彼のプランを語り始めた。




「人類最初の共きよう棲せい者しや？　親父が？」

　学まなぶは頓とん狂きような声をあげた。昼休み、城じよう南なん高校の中庭に学はいた。目の前には弁当箱を膝ひざの上に抱かかえた葉は桜ざくら、その傍かたわらにサンドイッチを持った灯とう日かがいる。七月の日差しは強く、尻しりの下の芝しば生ふはじんわりと熱ねつを帯おびていた。中庭の外がい縁えんにそびえるクスノキが地面に濃こい影かげを落とし、昼食中の生徒達を日差しから守っている。

　葉桜はフォークをくわえたまま目を瞬またたいた。いかにも意外そうに「しらなかったの？」と尋たずねる。学は渋しぶい表情でうなずいた。

「呆あきれた。あなた本当に何も知らないのね、常じよう識しきだと思っていたんだけど、人間は違ちがうのかしら？」

「常識だ」

　ぽつりとつぶやくように灯日が言った。玻は璃りのような瞳ひとみが学を見み据すえる。

「南みなみ方かたの知ち識しきはひどく偏かたよっている。彼を見て、一般的な居きよ留りゆう区く民みんの常じよう識しきを推おし量はかるのは間ま違ちがいだ」

「悪かったな」

　憮ぶ然ぜんとした表情で言って、学まなぶは卵焼きを口に放り込んだ。なぜこんな話題になったのだろうと思う。

　あの夢のような出で来き事ごとから一夜明け、葉は桜ざくらはすっかり元気を取とり戻もどしていた。泥どろのように眠ねむる学を叩たたき起おこし、学校に行くと宣せん言げんしたのが朝の六時。慌あわてる千ち紗ささんを後しり目めに弁当を作り上げ、意い気き揚よう々ようと登校した。

　クラスにおける葉桜の淑しゆく女じよぶりは見ていてむず痒かゆくなる程ほどだった。明るく清せい楚そで一時も笑え顔がおを絶たやさない。級友達は軒のき並なみ学を羨うらやみ、なんでよりにもよってあいつにと首を傾かしげていた。本当なら、葉桜を昼食へ誘さそいたい人間もいただろう。だが、相変わらず不ふ機き嫌げんな表情の学が彼らを遠ざけた。学はほっとした。騒そう々ぞうしいのは好きじゃない。葉桜との一件でアポストリに対する感情は変化したが、それで生せい来らいの気き質しつまで変わるわけではない。この上、クラスメイトとの団らんなど天地がひっくり返ってもごめんだった。

　意外なのは、灯とう日かが昼食についてきたことだった。彼女は売店で買ったと思おぼしきサンドイッチを手に持っていた。

　中庭に来て三人で腰こしを下ろした。妙みように嬉うれしそうな葉桜と、無表情にこちらを見つめる灯日、あまりの居い心ごこ地ち悪さにとりあえず何か喋しやべろうと思った。『そういえば』と彼は言った。『なんでうちの親父、茉まつ莉り花か議長にタメ口なんだ』

　素そ朴ぼくな疑問だった。大使と元げん首しゆ、どちらが偉えらいかと言えばなんとなく元首の気がする。百歩譲ゆずって対等だとしても、茉莉花だけ敬けい語ごなのはおかしい。そう思ったからだった。だが、目の前の少女二人はまじまじと彼を見つめ、彼の無知をなじり始めた。

（ったく……なんでこの二人意い気き投とう合ごうしてるんだ）

　呆あきれたように唇くちびるを結ぶ学に、葉桜は人差し指を立ててみせた。

「いい？　あなたのお父様は特別なの。十九年前、お互いに憎にくみ合あうしかなかったアポストリと人間、その架かけ橋はしになったのが南方大使なのよ」

「架け橋？」

「そう。当時、アポストリも人間もお互たがいのことをよく分かっていなかった。襲おそわれたから戦う、応おう戦せんしてきたからやり返す。そんなことを繰くり返かえしていたのよ。誰だれも相手がどんな人々なのか、なぜ戦っているのかを考えもしなかった。そのままいけば、戦いはいつまでも続いたはずだった」

　でも、そうはならなかった。学は怪け訝げんな表情で眉まゆをひそめた。

「それが親父のおかげだって言うのか」

「そうよ、事件の時、南方大使はたまたまこの辺あたりにいたの。混こん乱らんした状じよう況きようの中で、大使は一人のアポストリに出会った。大使と同じ、味方から離はなれてさまよっていたアポストリにね。大使と彼女は数ヶ月の間、戦場を巡めぐり続つづけた。そしてその間に──」

「共きよう棲せい体たいになったのか」

　葉は桜ざくらはこくりとうなずいた。

「それで初めて、二つの種族はお互たがいが何を求めているのか分かったの。二人は戦場を出て停戦を訴うつたえた。まぁその後も色々あったんだけど、終戦のきっかけはそれ。だから私達はあなたのお父様を信じてる。私達に平和を与えてくれた、特別な人として」

　学まなぶは鼻の頭を搔かいた。どうにも現実味がなかった。彼の中で、父親とはただの仕事人間だった。機械のように作業をこなし、人間らしい感情を見せることもない。だからこそ、彼がなしとげた仕事に興きよう味みを持つこともなかった。どうせ無む機き質しつな数字や法律文書が並ならんでいるのだろう、そう思ったから。

「それで」と学は言った。

「そのことと、茉まつ莉り花か議長が親父に敬けい語ごを使うことと何の関係があるんだ」

　葉桜は「だから」と彼を睨にらみつけた。

「そのアポストリが先代の評ひよう議ぎ長ちようになったのよ。で、彼女が引き取った戦災孤こ児じの中に茉莉花伯お母ば様がいたの」

「え？」

　学は目を瞬またたかせた。

「ちょっと待て、じゃあ親父はアポストリの親玉と共棲したのか？」

「そうよ」

「で、茉莉花議長はその娘？」

「義理のだけどね」

　学は眉み間けんを揉もんだ。育ての親の共棲者、であれば家族のような気安さも納なつ得とくがいく。なるほどと思う一方、胸むねの中に奇き妙みようなわだかまりがあった。恵けい吾ご、アポストリの前議長、茉莉花。彼らがそれほど強い絆きずなで結ばれていたのなら、恵吾にとって母はどんな存そん在ざいだったのか、学は妹は。

「その、先代の議長というのは」

　どういう人だったのか、そう尋たずねようとした時だった。背はい後ごから唐とう突とつに嬌きよう声せいが聞こえてきた。顔を向けると、少し離れたところで数人の女子が肩かたを寄せ合っている。ちらちらとこちらを見て何かを相談しあっていた。

「なんだ？」

　学は眉まゆをひそめた。やがて相談が終わったのか、一人の女子生徒が意を決した表情で駆かけ寄よってきた。

「あ、あの」

　女子生徒は葉は桜ざくらの前に立つと、上うわ擦ずった口く調ちようで言った。

「一いつ緒しよに写真を撮とってもらえますか！」

　そう言って、デジカメを差し出す。葉桜は驚おどろいたように目を見開いた。わずかにうつむいた後、ちらと横目で学まなぶを見る。学は肩かたをすくめた。

「行ってこいよ、これも外交だろ」

　葉桜はほっとしたように息いきをついた。女子生徒に向けてにこりと微笑ほほえんでみせる。

「ええ、いいですわよ」

　やったぁと歓かん声せいがあがった。金きん髪ぱつのアポストリがよほど珍めずらしいのだろう、カメラの前に歩いていく葉桜を取り囲むように女子達が身体を寄せ合っている。

　学はふっと息を吐はき出だした。

「楽しそうだな」

　冷えた鉄のような声がして、学は視し線せんを動かした。子供のような顔立ち、黒目がちな瞳ひとみでこちらを見つめる灯とう日かと視線が合う。

「楽しい？　俺が？」

　灯日はうなずいた。学は憮ぶ然ぜんとした表情になった。

「そんなわけあるかよ。毎日引ひっ張ぱり回まわされてもうくたくただ。このままあの女子達に持ってって欲しいくらいだ」

　灯日はふっと首を傾かたむけた。全てを見み透すかすような澄すんだ瞳が学を見み据すえた。

「私はずっと君のそばにいた。君が何を考えているかは大体分かる。南みなみ方かたにとって彼女は特別な存そん在ざいになった、そういうことだろう」

「ば、馬鹿言うな」

　内心を見透かされた気がして、学はどきりとした。『特別な存在』という言葉に、昨日の記き憶おくが蘇よみがる。暗がりの中に浮うかび上あがる葉桜の横顔。白くなめらかな首くび筋すじ、紅こう潮ちようした肌はだから立ち上る甘い香かおり、手の中に残る彼女の温ぬくもり。

　かぁと顔が熱あつくなる。学はわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「ま、まぁおまえには礼を言わないとな。岡おか町まちが教えてくれなかったら発ほつ作さのことも分からなかった。あいつの体調が戻もどったのはおまえのおかげだ」

「気にするな」

　灯日は抑よく揚ように乏とぼしい口く調ちようで答えた。

「私が好きでやっていることだ。南方が気にする必要はない」

　学はふんと鼻を鳴らした。

「おまえも変わってるよな。何が楽しいんだ、俺やあいつなんかに構かまって」

「葉桜は関係ない。私は君に興きよう味みがある」

　唐とう突とつな台詞せりふに、学は口に入れた食べ物を吹き出しそうになった。いきなり何を言い出すのか、そう思って相手が灯とう日かであることを思い出す。そうだ、彼女が学まなぶに近づいてきた理由、それは「興きよう味み深ぶかい」だった。

　岡おか町まち灯日、ひどく不ふ思し議ぎなクラスメイト。気がつけば彼女はいつも彼のそばにいた。宵よい闇やみに浮うかぶ影かげのように、水面みなもに映うつる鏡きよう像ぞうのように。彼女がいなければ、おそらく彼は誰だれとも口をきくことはなかっただろう。憎ぞう悪おという名の殻からに閉じこもり、全ての対話を拒きよ否ひしていたかもしれない。であれば葉は桜ざくらと出会う前の自分、その人間らしさの大部分は灯日によって維い持じされていたのではないか。そう思うと過去幾いく度ども繰くり返かえした疑問が蘇よみがえる。一体、なぜ灯日は自分などに興味を持つのか。幼い風ふう貌ぼうと異い常じようなまでの無表情を除のぞけば、灯日はかなりの美少女といっていい。好意を寄せる男子には不足していないはずだった。

（岡町にとって、俺は何なんだろう──）

　灯日はサンドイッチを食べ終え、手にハンドクリームを塗ぬりこんでいた。葉桜はまだ女子達に捕つかまっている。何を話してよいか分からず学は沈ちん黙もくした。ぼんやりと灯日の白い指先を眺ながめていると、不意に「南みなみ方かた」と名前を呼よばれた。

「君、さっきの話を聞いてどう思った」

　視し線せんを手元に落としたまま灯日が言った。学は眉まゆを持ち上げた。

「さっきの話って？」

「葉桜の話だ。君の父親と先代の評ひよう議ぎ長ちようが戦争を終わらせたという」

「ああ」と学は眉まゆ根ねを寄せた。

　葉桜の話を思い出す。彼の知らない父親、終戦のきっかけをつくり、アポストリ達から絶ぜつ大だいな信しん頼らいを寄せられている人物。学は鼻の頭を搔かいた。

「なんか、現実味がないって言うか、すぐには信じられないって言うか。俺の知っている親父とは全然違ちがうから」

　灯日は首を横に振ふった。

「君の父親に対する評ひよう価かが低いのは知ってるがね。私が聞きたいのは、そういうことじゃない。一人の人間と一人のアポストリが戦争を終わらせた。そしてその体制が今も続いている、変だとは思わないか？」

「どういうことだ？」

　学は眉をひそめた。よく分からない。灯日は何を言おうとしているのか。

「英雄と姫君が世界を救う、物語ならそれで良いだろう。だがここは現実だ。大だい団だん円えんの後も時は巡めぐり、世界は続いていく。勇ゆう者しやに頼たよらなければ存そん続ぞくできない世界など、それ自体が歪ゆがんでいる。考えてもみたまえ、君の父親とて不死ではない。アポストリとこの国の関係が南方恵けい吾ごという個人に依い存ぞんしているのなら、彼がいない未来、二つの種族はどう接せつしていけばいいのか」

　ハンドクリームを塗る手が止まる。灯日は手元に視線を落としたまま、ぽつりとつぶやいた。

「私は、彼のいない世界を見てみたい」

「岡おか町まち……？」

　学まなぶは硬かたい声で少女の名前を呼よんだ。何だろう、相変わらずの無表情にもかかわらず、灯とう日かはひどく思いつめて見えた。何が言いたいのか、そう尋たずねようとした時だった。軽かろやかなチャイムの音が学の耳じ朶だを打った。

『二年Ｄ組、岡町灯日さん。二年Ｄ組、岡町灯日さん、ご自宅から電話が入っています。至し急きゆう職員室までおいでください』

　ぴくりと耳をそばだてて、灯日が顔を上げた。瞬まばたきを数回、横に座すわる学を見ることなくすっと立ち上がる。

「行ってくる」

「あ、ああ」

　気け圧おされたように学は答えた。灯日はスカートの裾すそを揺ゆらし、校舎のほうへと歩いていく。学は灯日の細い背せ中なかをぼんやりと眺ながめながら、先ほどの彼女の言葉を反はん芻すうしていた。




　午後一番の授業は数学だった。教科担当でもある担任が教きよう鞭べんをとっている。左の灯日の席はぽっかりと空あいていた。自宅との電話が長引いているのか、そう言えばあいつの両親の話って聞いたことなかったなと学は思った。

「ちょっと学、何ぼんやりしてるのよ」

　囁ささやき声ごえとともに、二にの腕うでをつつかれた。葉は桜ざくらが不ふ機き嫌げんな表情でこちらを見ていた。

「ちゃんと授業聞いてなさいよ、当てられても知らないんだから」

「はいはい」

　ため息いき混まじりの生返事を返す。この金きん髪ぱつの異い星せい人じんは、授業を真ま面じ目めに受けることが学生の義ぎ務むと本気で信じているようだった。

（こういう融ゆう通ずうのきかないところは、なんとかならないかね）

　仏ぶつ頂ちよう面づらでつぶやいてシャープペンを手に取った時だった。灯日の席の向こう、大きく開いた窓の外に異い物ぶつを認みとめて彼は動きを止めた。

　正門のところに黒いバンが停とまっている。サイドウィンドウに色味の濃こいスモークガラスが貼はられ、継つぎ目めのないぬめりとした印いん象しようを受ける。白しらんだアスファルトと正門前広場の芝しば生ふ、その中にあって黒くろ塗ぬりのバンは明らかに異い質しつな存そん在ざいだった。

　数人の男がバンの前にいる。顔の造ぞう作さくまでは見えないが、いずれも若い男に見えた。Ｔシャツやジャケットなど、ひどくラフな格かつ好こうをしている。そして彼らに囲まれるように、小こ柄がらな少女の姿すがたが見えた。サイズの合っていないセーラー服、プリーツスカートの裾から伸びる細い足。

「岡町……？」

　学は眉まゆをひそめた。

　あの男達は知り合いだろうか。こんな時間に何の用だろう。授業中に、学校の前に乗り付けまでして。

　不ふ審しんに思い見ていると、男達はバンの扉とびらを開け、灯とう日かはためらうことなく車に乗り込んだ。くぐもったエンジン音が響ひびき渡わたる。バンは一いつ旦たん切り返すと南に向けて走り去っていった。

　学まなぶは首を傾かしげた。自分が何を見たのか、よく分からなかった。家族が迎えに来たのだろうか。だがさっき目にした男達は、とても灯日の家族には見えなかった。黒くろ塗ぬりの怪あやしげなバン、まさか誘ゆう拐かいじゃないだろうな。いや、でも自分から乗り込んでいたし。

　学は唇くちびるを引き結んだ。もし灯日が戻もどってきたら、あれは誰だれだったのか聞いてみよう、そう思った。

　だが、結局放課後になっても灯日は戻ってこなかった。




「南みなみ方かた、ちょっといいか」

　ホームルームが終わるなり、担任に呼よばれた。周しゆう囲いの生徒達は慌あわただしく帰き宅たくの準じゆん備びをしている。学は怪け訝げんな表情を浮うかべて教きよう卓たくに向かった。

「なんですか」

　担任は教卓の中から数枚のプリントを取り出すと、学の目の前に置いた。ちらりと視し線せんを落とす。数学の授業で配はい布ふされた課題プリントだった。

「これを岡おか町まちに届とどけてくれないか」

「俺がですか？」

「おまえ、仲いいだろあいつと。おまえくらいなんだ、あいつと口きくのって」

　そうなのか、と思う。確かに灯日が他の生徒と喋しやべっているのを見たことはない。だがまさか本当に学としか話していなかったのか。学はなんとも言えない表情で、一番上のプリントを手に取った。

「あいつ、早引きしたんですか？」

　学は気になっていたことを尋たずねた。担任は薄うすい唇くちびるをへの字に歪ゆがめた。

「ああ、せめてプリントをまとめる時間くらいくれと言ったんだがな。すぐ帰らなきゃいかんって。まったくおまえといいあいつといい、言い出したら聞かないからなぁ。担任としちゃ頭が痛いたいよ」

　そう言って、担任はため息いきをついた。学は詰つめ寄よった。

「理由は──」

「なんか家庭の事情だとかで、自宅から電話も入ってたしな。大方、家族が急病とかそういうことじゃないのか」

　急病、家族の事情、どうにも納なつ得とくがいかない。黒塗りのバンと見み慣なれぬ男達、何か人には言えない用件があったのではないか。

　沈ちん黙もくする学を見て質問はもう終わりと思ったのか、担任は「ああそうだ」とつぶやくと、胸むねポケットからメモ用紙を取り出した。

「これ、岡おか町まちの家の住所だ。おまえの家と少し方向が違ちがうが、まぁそんなに距きよ離りはないだろう。どうだ、頼たのまれてもらえないか」

　どこか釈しやく然ぜんとしない思いで学はメモ用紙を受け取った。住所を確かく認にんしながら、地図を思おもい浮うかべる。松まつ原ばら新都心の外はずれ、学まなぶの家とはオフィス街を挟はさみ反対側だった。確かに、自転車で走ればそれほど大した距離ではない。十分か十五分程度の回り道だろう。

　学は「分かりました」と言って残りのプリントを手に取った。




　当然、葉は桜ざくらも一いつ緒しよに行くと思った。いつも、頼まれないでもくっついてくる彼女のことだ、「学に同行するのは、共きよう棲せい者しやである私の義ぎ務むです」などと言って、つんと澄すました表情でついてくるものと思っていた。

　だが、自席に戻もどりプリントのことを話すと、葉桜は困こまったようにうつむいた。すこし上うわ目めがちにこちらを見る。

「あ、あのね学、実はさっき伯お母ぱ様から連絡があって」

「茉まつ莉り花か議長から？」

「ええ、学校が終わってからでいいから〈十じゆう字じ架か〉に戻ってきなさいって。突とつ然ぜんだから、何の用か聞いたんだけど教えてもらえなくって、それで」

　葉桜は申もうし訳わけなさそうに肩かたをすぼめた。スカートの前で組み合わせた手を、ぎゅっと握にぎりしめる。学は頭を搔かいた。

「わかった、じゃあ一人で行ってくる。夕食には帰ってくるんだろう？」

「ええ、多分」

　ほっとしたようにうなずいてから、葉桜は少し眉まゆを持ち上げた。ルビーのように赤い瞳ひとみがまっすぐに学を見み据すえる。

「私がいないからって危あぶないことしないでよね、あなたに何かあったら共きよう棲せい者しやである私の責任にもなるんだから」

「分かってるよ」

　顔の横で手を振ふりながら、学は荷物を持ち上げた。彼の返事を信用していないのか、葉桜は不満そうに頰ほおを膨ふくらましている。学はそれに気づかないふりをして、鞄かばんを肩かたにかけた。




　湖岸道路を自転車で走っていく。左手には青々と繁しげる松林、その向こうに群ぐん青じよう色いろの空が見えた。吹きつける風を肌はだに感じながら、学は機械的にペダルを漕こぎ続つづける。日は中ちゆう天てんを過すぎたが、降ふり注そそぐ陽よう光こうはまだ熱ねつ気きを孕はらんでいた。第一ボタンを外しネクタイを緩ゆるめる。汗あせばんだ胸むな元もとに風が入り込み、肌はだにこもった熱を奪うばっていった。

（一人でいるのも久しぶりだな）

　はっはっと息いきを弾はずませながら、学まなぶはそう思った。一週間前までは日にち常じようだった風景。たった一人で、どこにいるとも知れない敵てきの姿すがたを探さがし求もとめていた。それがひどく遠い昔に思えるのは、葉は桜ざくらと過ごした時間の濃こさによるものか。

『危あぶなないことしないでよね』

　不ふ機き嫌げんな表情で言った少女の顔が思おもい浮うかぶ。危ないこと、危ないことか。今もし〈片かた腕うで〉と出会ったら、自分はどうするのだろうか。おとなしく警察に通つう報ほうする、あるいは──

（いや）

　学は首を振ふった。じわりと忘わすれかけた感情がせり上がってくる。父親への不信、アポストリへの憎ぞう悪お、それとは違ちがう次元であいつへの執しゆう着ちやくは残っている。もし〈片腕〉を見つけたら彼はためらうことなく向かっていくだろう。その結果、命の危き機きにさらされようとも。

（こんなこと葉桜が聞いたら、激げき怒どするだろうな）

　苦く笑しようしながら、学はブレーキをかけた。誰だれもいない交差点で信号機がちかちかと瞬またたいている。学は鞄かばんのポケットから地図を取り出した。灯とう日かの家、住所は確かこの辺あたりだった。ただ、居きよ留りゆう区くの北ゲート付近は再開発も進んでおらず、人じん家かの類たぐいも少ない。こんなところに家なんかあったっけと、学は首を傾かしげた。

　そもそも学は灯日のことをよく知らない。話しかけられたから答えていた、ついてきたから相手をしていた。どこの中学だったのか、家族構こう成せいは、居留区への転入組なのか昔からの住人なのか。何一つ知らない。一年以上そばにいたというのに、彼女は何も語ろうとしなかった。

『私は、彼のいない世界を見てみたい』

　思おもい詰つめた表情、そう言えば彼女が自分の意い志しを明らかにしたのは初めてかもしれない。学の父親がいない世界、それが灯日の望み？　一体なぜ？　どうして？

　灯日は今のアポストリと人間の友好が、南みなみ方かた恵けい吾ご個人に依い存ぞんしていると言った。それはすなわち、恵吾がいなくなれば二つの種族の関係が壊こわれるということだ。共きよう棲せい、居留区、学を縛しばりつけてきたいくつもの制度。それが恵吾一人いなくなるだけで、無くなってしまうというのか。

（馬鹿馬鹿しい）

　背せ筋すじに冷たいものを感じて、学は首を振った。社会がそんな脆もろいものであるはずない。灯日も、本当に恵吾の死を願ったわけではあるまい。普ふ段だんからよく分からない喋しやべり方かたをする奴やつだ、何か別のことを言おうとしたのかも。そう、きっとそうだ。

　まとわりつく不安を振ふり払はらって、学はメモの住所に意い識しきを集中した。松まつ原ばら再開発地ち域いきの北ゲート近く、確かにこの辺のはずだった。後方にはガソリンスタンド、前方には北ゲートのフェンスが見える。検問所の横にくすんだオリーブ色の軍用車両が停とまっていた。

「家なんてないぞ」

　まさか住所が間ま違ちがっているのか。眉まゆ根ねを寄せてもう一度周しゆう囲いを見み渡わたす。ふと、視し線せんが一つの建物に吸いつけられた。右手前方、幹かん線せん道路沿ぞいにひっそりと古い旅館が建っている。閉へい鎖さしてからどれだけたつのか、外がい壁へきは黒ずみ所々ヒビが入っている。客室の窓もほとんどが閉め切られ、汚よごれたカーテンが外からの光を遮さえぎっていた。

（ひょっとして……ここか？）

　学まなぶは首を傾かしげた。周しゆう囲いに他の建物は見あたらない。恐おそらく間ま違ちがいないだろう、だが。

「岡おか町まち、こんなところに住んでるのか」

　どこか狐きつねにつままれたような思いで、学は歩道の脇わきに自転車を停とめた。引き戸を開け、すっと中を覗のぞき込こむ。中はがらんとしていた。十畳ほどの空間に、古びた机と椅い子すが置かれている。廃はい屋おく特有の埃ほこりっぽい匂におい、学はごくりと唾つばを飲み込んで「すみません」と言った。

「すみません、誰だれかいませんか」

　声は虚うつろに反はん響きようして、部へ屋やの奥おくへ消えていった。誰もいないのか。学は引き戸を広げて室内へ足を踏ふみ入いれた。

　ひんやりと冷えた空気が肌はだを刺さす。狭せまい窓から射さし込こむ光が、方ほう形けいの日ひ溜だまりを床ゆかに落としていた。埃を含ふくんだ空気の向こうに、奥へと続く通路の入り口が見える。闇やみを塗ぬり込こめたように虚ろに開いた穴。どうするべきかなと、学は独ひとりごちた。やはり住所が間違っていたのではないか。ここは人の住む場所じゃない。生活感の欠かけ片らもない、朽くち果はてたコンクリートの墓ぼ標ひようだ。

（……出直すか）

　そう思って踵きびすを返した時だった。ざぁっと微かすかなノイズが彼の耳に届とどいた。肩かた越ごしに振ふり返かえる。どこからか、蟬せみの鳴き声のような雑音が聞こえてきた。耳を澄すます、それは通路の奥から響ひびいてきているように思えた。

　誰かいるのか、ごくりと唾つばを飲み込んで、学は通路のほうへ歩を進めた。入り口をくぐった瞬しゆん間かん、周囲の明度が一段と落ちる。客室前の廊ろう下かなのか、通路の左右にいくつもの扉とびらが並ならんでいた。そのうちの一つ、手前から四つほど向こうの扉が開あけ放はなされていた。

　学は足音を忍しのばせてその部屋へ近づいていった。徐じよ々じよにノイズが大きくなる。雑音に混まじって、人の話し声が聞こえたように思えた。

　扉の前に辿たどり着つき室内を覗き込む。一いつ瞬しゆん、射し込む陽よう光こうが彼の目を射い抜ぬいた。日差しを遮さえぎるように、手を額ひたいの上へかざす。音の出所を求めて視し線せんを落とすと、床の上に黒ずんだ箱が見えた。ノイズはそこから響いてきている。

「ラジオ……？」

　学は眉まゆをひそめた。腰こしをかがめて、その黒い箱を拾う。銀色のアンテナに格こう子し状じようのスピーカー。ヴォリュームとチューニング、横に並ならんだ二つのダイヤルがまるで目玉のように見える。ひどく年ねん季きの入ったラジオだった。

　なんでこんなものがここに、そう思って部屋を見み渡わたす。広さにして六畳程てい度どの洋間だった。元は物置だったのか、部屋の隅すみに雑多ながらくたが積み上げられている。ベランダに面した大きな窓、黄ばんだカーテン越しに夏の日差しが射さし込こんでいる。だが学まなぶが目を引かれたのは、部へ屋やの中央に置かれた机だった。部屋の面積に比べて不ふ釣つり合あいに大きな長テーブル、その上にオーディオコンポのような物体が置かれている。黒の筐きよう体たいに液えき晶しよう画面、小さなボタンがびっしりと前面に並ならんでいた。

（なんだこれ）

　学はラジオを抱かかえたまま机に近づいた。机の上には他にも色々なものが並んでいる。居きよ留りゆう区くの地図、双そう眼がん鏡きよう、それに無線機。

　学は無線機の一つを取り上げた。長大なアンテナを指で撫なでる。

「何をしてるんだい」

　唐とう突とつに声をかけられて、学は飛び上がりそうになった。

　振ふり向むくと中年の女性が立っていた。細い吊つり目めがちの瞳ひとみ、小こ振ぶりな鼻と丸みを帯おびた輪りん郭かくがどこか猫を思わせる。半はん袖そでのカットソーとスカートに身を包んだ彼女は、冷たい視し線せんで学を見み据すえた。

「あ、あの、すみません、誰だれもいないのかと思って」

　学は慌あわてて無線機を机の上に置いた。女は片方の眉まゆをくいと持ち上げた。

「誰もいないからって勝手に入って来るのかい、最近の子は」

「いや、あの、俺、岡おか町まちに届とどけ物ものがあって」

　冷ひや汗あせをかきながら、学は鞄かばんを開けた。プリントを取り出し女に差し出す。女は「おや」と間ま延のびした声を漏もらした。

「なんだい、灯とう日かの知り合いかい？」

「クラスメイトです。今日、岡町早そう退たいしたじゃないですか、それで先生が持っていけって」

　女はじっとこちらを見ている。学は「あの」と、うかがうような声をあげた。

「岡町の──お母さんですよね？」

「そうだよ」

　女は笑った。笑うと、口が三日月のようになる。唇くちびるの端はしが耳まで裂さけたように見えて、学はぎょっとした。

「すまなかったね、わざわざ届けに来てくれたのに。上で片づけ物をしていてね、気がつかなかったんだ」

「あ、いえ、俺も勝手に上がり込んじゃって」

　頭を下げて、学はプリントを差し出した。女は興きよう味み深ぶかそうにプリントを受け取って首を傾かしげた。学はわずかにためらった後、気になっていたことを尋たずねた。

「あの、岡町何かあったんですか？」

「何かって？」

「いえ、急に早退したから。家から電話もあったみたいですし」

「ああ」と女は肩かたをすくめた。

「ちょっと知り合いが体調を崩くずしてね。私はここを離はなれられないから、手伝いに行ってもらったのさ」

　学まなぶは眉まゆをひそめた。校門前に車を停とめていた男達を思い出す。知り合い、あれがそうなのか。いまいち納なつ得とくいかなかったが、それ以上尋たずねるのも変に思い学は沈ちん黙もくした。知らず知らず、目が机の上に吸いつけられる。地図、双そう眼がん鏡きよう、それに無線機。

「気になるかい？」

　学の心を見み抜ぬいたように女が言った。学はどきりとした。「いえ」と言って視し線せんを逸そらす。女は薄うすく唇くちびるを歪ゆがめた。机の横まで歩いていき無線機を手に取る。

「今はもう閉めちまったけどね、ここは旅館だったのさ。松まつ原ばらの水泳場、あそこにも土地を持っててね、夏場は水泳場の監かん視し員いんも雇やとってたのさ。これはその名な残ごり」

「はあ」

　なんと言って良いか分からず、学は曖あい昧まいにうなずいた。女は芝しば居いがかった動どう作さでプリントを机の上に置いた。机に手をついたまま、顔を横に傾かたむけて学を見る。

「これは灯とう日かに渡わたしておくよ、ありがとう、優やさしいクラスメイト君。また遊びにおいで、今度は灯日がいる時にね」




　変な人だったなと学は思った。灯日の母親と言っていたが、全然似にていない。あの女性と灯日が一いつ緒しよに暮くらしている様よう子すなど、想そう像ぞうもつかなかった。

　矢や倉ぐら川かわ沿ぞいの道を佐さ和わ山やま方面に向かう。自宅に辿たどり着つくと、門の前に黒くろ塗ぬりの外車が停まっていた。見覚えのある銀色のフロントグリル、アポストリの公用車だった。学は首を傾かしげた。葉は桜ざくらが帰っているんだろうか。

「ただいま」

　玄げん関かんを抜ぬけ家の中へ入る。案あんの定じよう、どたどたと騒そう々ぞうしい音をたてながら、千ち紗ささんが走ってきた。両手を膝ひざ上うえに当てて、荒あらい息いきを整えながら、やや上うわ目め遣づかいに学を見上げる。

「学さん、どこに行ってらっしゃったんですか。先ほどから皆様お待ちですよ」

「皆様？」

「はい、葉桜お嬢様に茉まつ莉り花か様、それにお父様が」

　茉莉花議長と親父が？　学は眉まゆをひそめた。葉桜はともかく、あとの二人がなんで家に。

「わかった、すぐ行くから、応接室？」

　千紗さんがこくりとうなずいた。とりあえず鞄かばんを床ゆかに置き、廊ろう下かの奥おくへ歩いていく。応接室の扉とびらを開けると、視し線せんが自分に集中するのを感じた。

　茉莉花と恵けい吾ごが横に並ならんで腰こし掛かけている。向かい合うように葉桜、その傍かたわらの席がぽつんと空あいていた。

「おかえりなさい、学まなぶさん」

　柔やわらかな微び笑しようを浮うかべながら、黒くろ髪かみの少女が言った。茉まつ莉り花か、先代評ひよう議ぎ長ちようの義理の娘、そしてその先代評議長は恵けい吾ごの共きよう棲せい者しやで──。学は唇くちびるを引き結んだ。恵吾と茉莉花、二人が並ならんでいるのを見るのは、なんだかひどく心がざわめいた。それに……、なんだろうこの位い置ち関係は。前の時とは違ちがう、まるで自分と葉は桜ざくらが異い邦ほう人じんになったような感かん覚かく。

　割り切れない思いを胸むねに抱かかえたまま、葉桜の横に腰こし掛かける。ちらりと彼女の顔を窺うかがうと、葉桜も不安そうに眉まゆ根ねを寄せていた。どうやら今回は、彼女も何も聞かされていないらしい。

「何の用だよ」

　警けい戒かいも露あらわにそう言って恵吾を睨にらみつける。赤しやく銅どう色いろの顔からはいかなる表情も読みとれない。恵吾は鷹たかのような目をすっとすぼめた。

「今週末に、式典があるのは知っているな？」

「式典……？」

　学は怪け訝げんな表情になった。

「終戦記念式典ですね、協定締結十九周年の」

　葉桜の言葉に学は「ああ」と思った。四・一八の終結日、それが確か七月の十二日だった。毎年この時期になると、町中が物々しい雰ふん囲い気きになる。特に開かい催さい地ちとなる競技場付近は、交通規き制せいが実じつ施しされ、期間中一般人は立ち入りできない。戦せん没ぼつ者しやの遺い族ぞく、両政府の要人などが参加して今後の友好と平和を誓ちかい合あう、そんな行事だと聞いていた。

　恵吾は小さくうなずくと、葉桜と学を順番に見た。

「おまえ達にはその式典に出てもらう」

「出てどうするんだよ」

「六年前の事件、その時のことを話してもらう」

「な──」

　学は絶ぜつ句くした。あの呪のろわれた夜、母と妹が切きり刻きざまれた事件、それを話す？　友好と平和を誓う式典で？　気でも狂くるったのかと学は思った。そもそもあの事件を隠いん蔽ぺいしたのは、恵吾ではないか。だが恵吾は続けて葉桜を見ると言った。

「葉桜、君もだ。君の母親と共棲者が殺された件、あれについて話してもらう」

「え？」

　呆あつ気けに取られたように葉桜が目を瞬またたいた。恵吾はゆっくりと机の上で手を組んだ。

「無論、それで終わりではない。それぞれの話が終わったら、今度は二人が共棲体としてうまくやっていることをアピールしてもらう。お互たがいが過去の確かく執しつを乗り越え、憎にくしみを忘わすれて助け合っている、そう見えるようにだ」

　学は呆ぼう然ぜんと恵吾の言葉を聞いていた。やがて、言葉の意味が分かってくるにつれ、激はげしい怒いかりが込み上げてきた。全身の血が逆流するような感覚、感情が濁だく流りゆうとなって荒あれ狂くるい体を震ふるわせた。がたりと、椅い子すを蹴けり飛とばすようにして立ち上がる。

「最初から……最初からそのつもりだったな！」

　学まなぶは恵けい吾ごを睨にらみつけた。時じ期き外はずれの共きよう棲せい、葉は桜ざくらの過去、図はかったようなタイミングでの式典、全てが一本の線につながった。仕組まれていたのだ。人類とアポストリ、その友好を示す道具として。

「その通りだ」と恵吾はあっさりうなずいた。

「おまえは知らないだろうが、今アポストリに対する世よ論ろんはひどく厳きびしいものになっている。理由はいくつかあるが、一番大きいのは感情的な問題だ。戦せん傷しよう者しやや遺い族ぞくの遺い恨こんが、終戦から十九年たった今でも残っている。このままいけば、次の選挙で親アポストリ政権の与よ党とうは負ける。そうなれば、この居きよ留りゆう区くも無ぶ事じではすまない」

「それと俺達の過去に何の関係があるんだ」

「被ひ害がい者しやの感情に訴うつたえられるのは被害者だけ、そういうことです」

　学の問いに答えたのは茉まつ莉り花かだった。穏おだやかな表情のまま、真しん紅くの唇くちびるをほころばせてそう言った。

「日本政府と我々は、世論・マスコミ対たい策さくのプロジェクトチームを発ほつ足そくさせ議論を続けてきました。様々なシミュレーションの結果、お互たがいに身内を失った若じやく年ねん者しやの和解が、最も効こう果か的てきな宣せん伝でん手法であると分かりました。それも政府要人に近い存そん在ざいであればあるほど望ましいと」

　学は唸うなるような声をあげた。だからか、大使の息子と評ひよう議ぎ長ちようの姪めい。二人とも身内を殺され、それでも共棲体として一いつ緒しよにいる。プロパガンダにはもってこいの存在。

「ふざけるな」

　押し殺した声でそう言った。母親や妹の死をそんな見せ物に使われたくなかった。冗じよう談だんじゃない、そんな馬鹿げた芝しば居いに協力できるか。そう叫さけぼうとした時だった。すっと葉桜が身を乗り出して言った。

「納なつ得とくできません！」

　学は驚おどろいて葉桜を見た。葉桜は握にぎりしめた拳こぶしを胸むねに当てて、硬かたい表情で恵吾と茉莉花を見ていた。

「効果的な方法であることは認みとめます。政治に携たずさわる以上、私の過去が利用されるのも仕方ありません。でも、学は違ちがいます。彼は一般人です、それは確かに頑がん固こで意い地じっ張ぱりですし、物知らずなくせに偉えらそうで見ていて苛いら々いらする時もありますけど」

「おいこら」

　学は慌あわてて葉桜を制せい止しした。何を言い出すのかと思った。だが葉桜は学を一いつ顧こだにせず、言葉を続けた。

「でも彼はただの学生です。こんなことに巻まき込こむべきじゃありません。伯お母ば様は仰おつしやったじゃないですか。私達の権力も権けん威いも、全ては民みん衆しゆうを守るためにあると。一般人を傷きずつけなければ選挙一つ勝かち抜ぬけないなんて、それじゃあ私達はなんのためにいるんですか！」

　学まなぶは呆あつ気けに取られた。葉は桜ざくらの言葉が胸むねに突つき刺ささる。恵けい吾ごの発言を聞いて、彼は自分のことで頭がいっぱいになっていた。なぜ父親は家族の過去をためらいもなく利用できるのか。なぜ自分だけがこんな理り不ふ尽じんに耐たえなければならないのか。だがそれは葉桜も同じなのだ。実の伯お母ばから過去を利用すると言われ、おそらく立場上それに逆さからうことはできない。それでも彼女は私情を押し殺し、学のことを思いやっている。

「学さんはただの学生ではありません」

　静かな声こわ音ねで茉まつ莉り花かが言った。紅あかい玻は璃り玉だまのような目がまっすぐに葉桜を見み据すえる。

「日本国大使南みなみ方かた恵吾のご子し息そく、それが学さんの役割です。あなたがただの葉桜ではなく、評ひよう議ぎ会かい議長茉莉花の姪めいであるように」

「でも！」

「葉桜、もういい」

　学は葉桜の肩かたを押さえた。何か言いたそうな彼女に、学は首を横へ振ふってみせる。

「無む駄だだよ、この人たちはこうなんだ。目的のためには手しゆ段だんを選ばない。六年前もそうだった、今も、そしてこれからもそうなんだろう。違ちがうか、親父」

「そうだ」

　恵吾は唇くちびるだけを動かして肯こう定ていした。

「私は使える物は全て使う。たとえそれが身内であってもだ。今回、私の目的に必要なのが学、おまえだ。であれば私はおまえを使う。そのことになんの迷まよいもない」

「目的」

「アポストリとの共きよう存ぞん政せい策さくの継けい続ぞくだ」

　学はため息いきをついた。この人は変わっていない。たった一つの目的に向けて、脇わき目めも振らず突き進んでいる。

「一つだけ、聞かせてくれ」

　学は恵吾を見つめた。わずかにためらった後、長い間心にためていた言葉を口にする。

「あんた、一度でも母さんや妹のために泣いてやったことがあるのか」

　恵吾は虚きよを衝つつかれたように黙だまり込こんだ。眉まゆ根ねを寄せて学を見返す。「どうなんだ」と、学は答えを促うながした。恵吾は小さく息を吐はくと背せもたれに身体を預あずけた。肘ひじ掛かけに腕うでをのせ、指を組む。すっと眠ねむるように切れ長の目が閉じた。

「ないな」

　恵吾は答えた。

「そんな暇ひまはなかった。悲しむ時間も、誰だれかを憎にくむ余よ裕ゆうもな」

「そうか、分かった」

　それ以上の言葉は必要なかった。学は踵きびすを返し扉とびらへと向かった。「学！」と、切せつ迫ぱくした口く調ちようで葉は桜ざくらが彼の名を呼よぶ。

「ひどすぎます、あんまりです！」

　彼のために怒おこる優やさしいアポストリの声が聞こえた。学まなぶはわずかにうつむくと扉とびらを開け、部へ屋やの外に出た。




　学はリビングに行くと庭へ続く引き戸を開あけ放はなした。夕暮れ時の風を頰ほおに感じながら、縁えん側がわに腰こし掛かける。後ろで点つけ放ぱなしのテレビが天気予報を垂たれ流ながしていた。

　隣りん家かの屋根越しに佐さ和わ山やまの山さん腹ぷくが見える。濃こい緑に覆おおわれた山やま肌はだが夕ゆう陽ひに赤く染そまっていた。学はほうとため息いきをついて、徐じよ々じよに濃さを増ます外の闇やみを眺ながめていた。

　がちゃりと音をたてて、リビングの扉が開いた。背せ中なかに遠えん慮りよがちな気け配はいを感じる。話しかけてよいか窺うかがうような雰ふん囲い気き。学は肩かた越ごしに振ふり返かえった。

「学」

　金きん髪ぱつの少女が後ろに立っていた。豪ごう奢しやなブロンドがウェーブを描えがき肩に流れ落ちている。真しん紅くの瞳ひとみを不安げに揺ゆらして、葉は桜ざくらがこちらを見ていた。

「親父達は？」

　学は平へい板ばんな声で尋たずねた。葉桜はふっとうつむいた。

「仕事に戻もどったわ。また日を改めて話にくるって」

「そうか」

　軽くうなずいて学は視し線せんを外に戻した。沈ちん黙もくが流れる。耐たえかねたように葉桜が近づいてきて、隣となりに腰こしを下ろした。

「学、さっきの話だけど」

　ためらいがちな口く調ちようでそう言う。葉桜は膝ひざの上で拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめた。

「私……謝あやまらないといけない。前に〈片かた腕うで〉の話を聞いた時、私わたし学の言葉を信じてなかった。伯お母ば様達が事件を隠いん蔽ぺいしたなんて、そんなことあるはずないって思ってた。でも違ちがった。私何も知らないままあなたを批ひ判はんしてた。責せめられなきゃいけないのは、学じゃなく私達だったのに」

　葉桜は瑞みず々みずしい唇くちびるを引き結んだ。じっと膝の上の拳を見つめる。

「安心して。私、学にあんなことさせないから。伯母様達がなんて言おうと、私が協力しなければ何もできないんだから」

「葉桜」

　学はぽつりと傍かたわらの少女の名を呼んだ。視線を外に向けたまま、わずかに顎あごを持ち上げる。

「おまえはどうなんだ。さっきの話、嫌いやなのか」

　葉桜は戸と惑まどったように眉まゆ根ねを寄せた。ふっと視線を逸そらして床ゆかを見る。

「嫌かどうかって言われたら、それは嫌よ。できれば忘わすれたいことだし。でも──」

「でも？」

「もしそれを言うことで本当に風向きが変わるなら、私は言うわ。心の奥おくにしまい込んでいても母さんは還かえってこないし、何もしないで全てが手て遅おくれになったら、それこそ母さんは怒おこるだろうから」

　ああと学まなぶは思った。こいつはこういう奴やつなのだ。どこまでも真しん摯しで馬鹿がつくほど大おお真ま面じ目め、他人には寛かん大だいなくせに、自分に対しては一いつ切さいの妥だ協きようを許ゆるさない。

　学は苦く笑しようした。なんとも腹立たしい、まったくもって損そんな生き方。

「俺も──同じかな」

「え？」と葉は桜ざくらが顔を上げた。学は目を閉じた。

「嫌いやだ嫌だって言っても、母さん達が生き返るわけじゃない。だったら今できることをやるべきかなって、そう思う」

「それって……」

　学はふっと口元を緩ゆるめた。「分かってるんだ」つぶやくような声でそう言った。

「選挙とか世よ論ろんとか難むずかしいことは分からないけど、今のおまえらは壁かべの外に何も迷めい惑わくかけてない。それなのに、いつまでも十九年前のことを理由に出てけってのはおかしいと思う。そりゃあ俺はその時のことを知らないさ。でもその理り屈くつでいくなら、壁の外の連中が居きよ留りゆう区くの何を知っているって言うんだ。おまえらと一いつ緒しよに暮くらしているのは俺達だ、外の連中じゃない」

「学まなぶ……」

「勘かん違ちがいするなよ、俺はおまえらの肩かたを持つわけじゃない。ただフェアじゃないって言ってるんだ。アポストリったって色々いる。〈片かた腕うで〉みたいな人殺しもいれば、茉まつ莉り花かさんやおまえみたいな奴やつもいる。そいつら全部ひとまとめにして、危き険けんだから追い出せなんて乱らん暴ぼうすぎる。もしそんな理り屈くつがまかり通るなら、おまえの親を殺した連中と人間全部が同類ってことになる。そんな理屈、俺は認みとめない。外の連中が本気でそんな馬鹿なことを考えてるなら芝しば居いでもなんでもいい、一言言い返してやらないと気がすまない。そう思ったんだ。ただ──」

　学は顔を伏ふせた。『使えるものは全て使う』そう言った父の顔を思い出す。傍かたわらに座すわる茉莉花、彼には窺うかがい知れない二人の絆きずな。

「もし親父が俺達のことなんかどうでもよくて、ただアポストリが大事だからこんな芝居をさせるって言うのなら、俺は奴をぶん殴なぐってやるつもりだった」

「だったら」

　怪け訝げんそうに葉は桜ざくらが眉まゆをひそめる。先ほどの恵けい吾ごとのやりとりを思い出したのか。学はふっと口元を歪ゆがめた。
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「昔さ、あいつよくすっぽかしたんだ、父兄参観とか誕生日会とか」

「え？」

「あんな調ちよう子しでいつも忙いそがしいだろ、出られるわけないんだよな。だからいつも口約束、今日は行く、今度は必ず、そんな調子で何度騙だまされたかな。そのうち妹が見つけたんだ、親父が本当に来る気なのか見分ける方法」

　葉桜はきょとんとした表情でこちらを見ている。学は両手を後ろの床ゆかについて、空を見上げた。

「あいつ、噓うそつく時は必ず目を閉じるんだ」

「あ……」

　泣いてやったことがあるのか、学はそう尋たずねた。あいつは──父親は「ない」と言った。鷹たかのような目をすっと閉じたまま。

（あいつはあいつなりに、悲しんでたんだ）

　馬鹿だなと思う。家の中でくらい、素直に悲しんでればいいのに。

　気がつくとひどく優やさしい表情で葉桜がこちらを見ていた。学は片方の眉を持ち上げた。

「なんだよ」

「別に、ただやっぱり親子なんだなって。意い地じっ張ぱりなところとかよく似にてる」

「あんなのと一いつ緒しよにするな」

　ふんと鼻を鳴らして、学は立ち上がった。

「さ、そろそろ夕飯の準じゆん備びだろ。千ち紗ささんに何か買い物あるか聞いておかないと」

　そう言って扉とびらに向かい歩き出そうとした時だった。ぷつりとテレビの音が途と絶だえた。画面が切り替わり、強こわばった表情のアナウンサーが映うつし出だされる。

「なんだ？」と学まなぶは眉まゆをひそめた。アナウンサーは視し線せんを正面に向け『臨りん時じニュースです』と告つげた。

『先ほどＪＲ大阪駅前において大だい規き模ぼな爆ばく発はつが発生しました。現場は複数の高こう層そうビルが倒とう壊かいし、広い範はん囲いで火災が発生している模も様ようです。道路が陥かん没ぼつしたため事故現場は寸すん断だんされており、詳しよう細さいな状じよう況きようについてはまだ分かっていません。あ、お待ちください。今現地の映えい像ぞうが入ってきました』

　アナウンサーがイヤホーンに手を当てるのと同時に、画面が切り替わった。

　ヘリから撮さつ影えいしているのか、画面は左右に揺ゆれ安定しない。だが茜あかね色いろに染そまった景け色しきの中、明らかに異い質しつな色しき彩さいが中央にあった。黒ずんだ瓦が礫れきの上に、びっしりと赤い点が密みつ集しゆうしている。あたかも緋ひ色いろの羽虫が屍し肉にくへたかるように、炎ほのおが廃はい墟きよの上で瞬またたいていた。幾いく筋すじもの煙けむりが空に向かって広がり視し界かいを遮さえぎっている。

　呆ぼう然ぜんと画面を見つめる学の耳に、アナウンサーの声が飛び込んできた。

『ただいま入ってきた情報によりますと、現場からは大量のガンマ線が検けん出しゆつされており、反物質兵器が使われた可か能のう性せいが高いとのことです。反物質はアポストリによって提てい供きようされた技術で、防衛やエネルギーなど限られた分野で使用されています。今回、このように流出の考えづらい技術が利用されたことで、一連の爆ばく弾だんテロがアポストリの過か激げき派はによるものという意見が強まりそうです──』

「学」

　葉は桜ざくらが硬かたい表情で彼を見上げる。学はぎゅっと下した唇くちびるを嚙かみしめた。




　灯とう日かはバンの扉を開け、冷えたアスファルトに下り立った。時刻は夜の零れい時じを過ぎている。月明かりの下、古ぼけた旅館がシルエットとなって彼女の前に立ちはだかっていた。清せい風ふう荘そう、彼女の家。灯日は小さく顎あごを上げて屋おく上じようの電でん飾しよくを見つめた。はらりと、ほつれた前まえ髪がみが額ひたいに落ちる。

「お疲つかれさま、灯日」

　しゃがれた声が彼女の名前を呼よんだ。視線を正面に戻もどす。腕うで組ぐみをした中年女性が壁かべに背せを預あずけていた。口元にはにやけた笑えみ、細い目が探さぐるように灯日を見ている。母親だった。

「首しゆ尾びはどうだった？」

　母親が言った。灯日はつぶやくように「問題ない」と答えた。

「全て予定通りだ、計画に狂くるいはない」

「結けつ構こうだね。さすが私の娘、鼻が高いよ」

　そう言って、芝しば居いがかった仕し草ぐさで肩かたをすくめる。灯日は無む言ごんで彼女の横を通り過ぎようとした。

「今日、大使の息子が来たよ。学校のプリントを持ってね」

　揶や揄ゆするような口く調ちようで母親が言った。灯とう日かはぴたりと足を止めて彼女を見つめた。母親は唇くちびるの端はしをわずかに持ち上げた。

「心配することはないよ、ちゃんと五ご体たい満まん足ぞくでお帰りいただいたさ。ただ、他にも生徒はいるだろうに、なんで大使の息子がここに来たかは気になるね。まさかとは思うけど、疑われてないだろうね？」

「そんなミスはしない」

　短く言って口をつぐむ。女は「まぁいいさ」と肩かたをすくめた。

「メインイベントも近い。今いま更さら気づいても連中に打つ手はないさ。頼たよりにしてるよ、灯日。今までも、そしてこれからもずっとね」

　ふわりと白い何かが灯日の手に落ちる。見み慣なれた数式に図形、数学のプリントだった。女は彼女に背せを向けたまま、ひらひらと手を振ふって家の中へ入っていった。灯日はわずかにうつむくと、指先でそっとプリントの表面を撫なでた。







　第五話
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「わぁ」と葉は桜ざくらがはしゃいだ声をあげた。

　目の覚さめるような青空の下、北ほく欧おうの避ひ暑しよ地ちを思わせる景け色しきが広がっている。緑の芝しば生ふと並なみ木き道みち、その向こうに真っ白なホテルの壁かべが見えた。葉桜は赤のリボンタイブラウスに膝ひざまでのバルーンスカートを組み合わせていた。スカートの裾すそからすらりと細い足が伸びている。白い膝ひざ裏うらが目にまぶしい。学は耳の後ろを搔かきながら視し線せんを逸そらした。

「あんまりキョロキョロするなよ、みっともない」

　ため息いき混まじりにそうつぶやく。葉桜は両手を腰こしに当て学まなぶのほうへ向き直った。少しすねたように唇くちびるを尖とがらせる。

「だって壁の外に出たの初めてなんだもの。居きよ留りゆう区くからそれほど離はなれてないのに、随ずい分ぶん様よう子すが違ちがうのね」

「そりゃあ居留区は狭せまいからな。こんな贅ぜい沢たくな土地の使い方できないだろうよ。まぁ昔は新都心の辺あたりも、ここと同じくらい何もなかったみたいだけど」

「へぇ」と葉は桜ざくらが感心したような声を漏もらした。そのまま再ふたたびホテルのほうへ視し線せんを戻もどす。大きな瞳ひとみが好こう奇き心しんに輝かがやいていた。

　父親とのやりとりから五日、学まなぶは居きよ留りゆう区くの北にあるリゾートホテルにいた。今年の式典会場、それをこのリゾートホテルにすると聞いたのは昨日のことだった。式典を居留区の外で行うのは珍めずらしい。理由を尋たずねると、父は「おまえの気にすることじゃない」と告つげた。

　振ふり向むくと、薄うすく煙けむった大気の向こうに新都心の高こう層そうビル群ぐんが見えた。外へ出られたというのに、いまいち感かん慨がいがない。式典が終わればまた戻ることが分かっているからか。学は軽く首を振った。

「式典は午後からだっけか」

「一時半って聞いてたけど、あと三時間くらいね」

「そうか」と学は顎あごに手を当てた。ふと、今なら〈銀〉を手に入れられるのではと思った。三時間あれば近くの町に行って帰るくらいの余よ裕ゆうはある。ゲートの持ち物チェックも、こういうケースなら甘くなるかもしれない。

「学？」

　不ふ審しんそうに葉桜が眉まゆを寄せた。

「また何か変なこと考えてるんじゃないでしょうね」

「なんでもないよ」

「噓うそ、噓ついてる顔」

　そう言って、じっと学を睨にらみつける。学はわずかにためらった後、小さく嘆たん息そくした。

「ちょっと、近場の町で銀を手に入れられないかって思っただけだよ」

　案あんの定じよう、葉桜の目が吊つり上あがった。爆ばく発はつ寸すん前ぜんの時じ限げん爆ばく弾だんを目にしたような気分になり、学は手を振った。

「思っただけだ！　どこにも行かないから心配するな！」

　葉桜はまだ不満そうな顔をしていたが、やがてふっと視線を逸そらした。

「まだ……復ふく讐しゆうしようと思ってるの？」

「それは」

「今日の話が終われば、〈片かた腕うで〉の存そん在ざいが公おおやけになるのよ。捜そう査さだってきちんと行われる。それでも学が復讐しないといけないの？」

　学は唇くちびるを引き結んだ。葉桜はひどく真しん剣けんな表情をしている。いい加か減げんなことを言ってごまかせそうな雰ふん囲い気きではない。学はわずかに考えて「そうだ」とうなずいた。

「分かってもらえるとは思わない。でも俺の知らないところで奴やつが捕つかまっても、多分俺は納なつ得とくできない。別に奴を殺せなくたっていいんだ。奴の首根っこつかまえて、俺があれからどんな思いをしたのかぶちまけてやりたい。それが復讐だって言うならそうだ」

「殺さないなら、別に銀は必要ないでしょ」

　学まなぶは鼻を鳴らした。

「おまえら相手に何も持たないでやり合えるかよ。素す手でで街がい路ろ樹じゆ叩たたき折おったり、銃じゆう弾だん弾はじき返かえすような連中だぞ。銀でも使わなきゃ速そつ攻こう返かえり討うちだ」

「だからって……」

「それともなんだ、手ぶらで奴やつの前に行ったら、奴がおとなしく話を聞いてくれるっていうのか？　正せい座ざしてお行ぎよう儀ぎよくさ」

「そういう言い方って卑ひ怯きようだわ」

　葉は桜ざくらが不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。眉まゆ根ねを寄せ、何かを言い返そうと口を開きかけた時だった。くぐもった排はい気き音おんをあげて、一台の車が彼らの脇わきを通り過ぎていった。黒くろ塗ぬりのバン、薄うすいスモークの貼はられた窓から一いつ瞬しゆん中の様よう子すが見えた。

　学は眉をひそめた。ガラスの向こうに、見覚えのある少女の横顔を見た気がした。広い額ひたい、黒目がちな瞳ひとみ、小学生のように幼い風ふう貌ぼう。

（岡おか町まち……？）

　学ははっとなって車を視し線せんで追った。だがその時にはもう、バンはホテルの裏うら手てに向かい走り去っていった。

「学？」

　葉桜が怪け訝げんそうにこちらを見る。学は小さく首を振ふった。

（まさかな）

　そう自分に言い聞かせてため息いきをつく。親指と人差し指で鼻の頭を揉もみながら、彼は「なんでもない」と葉桜に告つげた。




　恵けい吾ごはホテルの北側、コテージの建たち並ならぶ岸辺にいた。マスコミの立ち入りが制限されたこのエリアは、物々しい雰ふん囲い気きに包まれている。背せ広びろ姿すがたに混まじり、迷めい彩さい服ふくを着こんだ自衛隊員が歩き回っていた。腕うでの太さほどある通信ケーブルを手て際ぎわよく敷ふ設せつしていっている。

「大使！」

　大きく手を振りながら、若い書記官が走ってきた。はぁはぁと息いきを切らして膝ひざを押さえる。

「配はい置ち終わりました。いつでも始められますよ」

「そうか」と恵吾は短くうなずいた。腕時計に視線を落とす。式典開始三十分前、なんとか間に合った。

「ここまでやる必要あるんですかね」

　額の汗あせを拭ぬぐいながら、書記官が言った。興きよう味み深ぶかそうに迷彩服を見つめる。

「出席者の半分を警察と自衛隊に入いれ換かえて、外には一個中隊が待たい機き。マスコミにばれたら大問題ですよ」

「その時は俺の首を飛ばせばいい」

「はぁ」と困こまったような表情で、書記官は鼻の頭を搔かいた。わずかに考え込んだ後、ぽつりとつぶやく。

「来ますかね、連中」

「来るさ」

　恵けい吾ごは即そく答とうした。

　正体不明のテロリスト、確かく証しようはないがおそらく梟ふくろうの会と関かかわりがある。であれば、彼らの目的はアポストリと日本の断だん絶ぜつ。間ま違ちがいなくこの式典を狙ねらってくる。大阪の駅前を吹き飛ばしたように、アポストリの犯行を装よそおって。

　だからこそ、彼は式典会場を居きよ留りゆう区くの外に移した。それはテロリスト達に対する撒まき餌えであり、同時に日本政府として最大限の戦力を投入するためでもあった。居留区に自衛隊を入れるのはおおごとだが、ここなら何とでもなる。

（これで……終わりにする）

　恵吾は唇くちびるを引き結んだ。

　その時、重じゆう厚こうなエンジン音を響ひびかせて、深緑色のトラックがバックしてきた。つんのめるように停車すると、それを待っていたように自衛隊員が取り付く。観かん音のん開びらきのコンテナが開き、中から奇き妙みような物体が走り出してきた。

　巨大なヒトデを地面に伏せたような形状だった。大きさは小型自動車ほど、中央のふくらみにカメラと思おぼしきレンズが輝かがやいている。先せん端たんに車輪のついた足が四本、胴どう体たいから放ほう射しや状じように伸びていた。

「なんだあれは？」

　恵吾はわずかに片かた眉まゆを持ち上げた。ひょいと覗のぞき込こんだ書記官が「ああ」とつぶやく。

「陸自の装そう備びですよ。二五式無人警けい戒かい車しや、屋おく内ない戦せん闘とうに特とつ化かしたやつです。すごいな、あんなものまで持ち込むんだ」

　恵吾は難むずかしい表情になった。万ばん全ぜんを期きすよう、少し念を押しすぎたかもしれない。重装備なのは良いが、あまり目立ってはマスコミに嗅かぎつけられる。

（せめて人目につかないよう言っておくか）

　そう思った瞬しゆん間かん、続けて停車したトラックから、更さらにもう一台無人警戒車が走り出してきた。恵吾は小さくため息いきをついた。




　午後一時半、式典の開始と同時に葉は桜ざくらと学まなぶは控ひかえ室しつへ通された。

　すぐ出番が来ると思っていただけに、学は拍ひよう子し抜ぬけした。控え室は白しろ壁かべの殺さつ風ぷう景けいな部へ屋やで、申もうし訳わけ程てい度どにインタホンとテレビモニタがついている。モニタ画面には、式典会場の様よう子すが映うつし出だされていた。

「こちらからお呼よびするまで、ここを出ないようにしてください」

　案内してくれた係員は、いやに険けわしい目つきでそう言った。なんだろう、ひどく妙みような感じだった。

「気に入らないな」

　ぽつりと学まなぶはつぶやいた。

「嫌いやな感じだ。畜ちく生しよう、あの馬鹿親父まだ何か隠かくしてるな」

「気のせいじゃないの？」

　スツールに腰こし掛かけたまま葉は桜ざくらが言った。両手を膝ひざの上で組み合わせ、伸ばした脚あしを交こう差ささせている。白んだ照明に照らされて、長い金きん髪ぱつがきらきらと輝かがやいていた。

「私達は正式な参加者じゃないもの。今出て行ったら変に思われるわ、あの子供達は誰だれなんだって」

「いいじゃないか、どのみち出番が来たら二人で話すんだし」

「段だん取どりってものがあるのよ。少しでも効こう果か的てきに私達の話を聞いてもらわないといけないんだから」

　学は喉のどの奥おくから低い唸うなり声ごえを漏もらした。どうにも気に入らない。仮かりに葉桜の言葉通りだとして、ではなぜそう言ってくれないのか。父親の秘ひ密みつ主義には慣なれているが、今回は学のほうから協力しているのだ。少しはそれに応こたえてくれてもと思う。

　学は葉桜に背せを向けると、大おお股またで扉とびらへと向かった。

「ちょっと、学。どこ行くのよ」

「顔洗ってくる。どうせすぐには呼ばれないだろ」

「さっきの人がここを出るなって……ねえ、ちょっと学ったら！」

　追いかけてくる葉桜の声を断たち切きるようにして、学は扉を閉めた。廊ろう下かはひっそりと静まりかえっている。洗面所は確か廊下の向こう、一階のロビーへ続く階段の近くにあった。

　かつかつと靴くつ音おとを響ひびかせ歩いていく。直線的に続く廊下が、ひどく長く感じられた。どのくらい歩いただろう。廊下の出口、階段ホールの手前に人ひと影かげを認みとめて、学は立ち止まった。

　臙えん脂じ色いろのスペンサージャケットを着こんだ長身の男性が立っている。胸むな元もとには金色のエンブレム、ホテルの制服だった。学はついと頭を下げると、その脇わきを通り過ぎようとした。

「お待ちください」

　不意に男が両手を上げ、学の行ゆく手てを遮さえぎった。にこやかな笑えみを浮うかべてこちらを見下ろす。

「ここから先は立ち入り禁止です。お戻もどりください」

「はぁ？」

　学は眉まゆをひそめた。

「ちょっと洗面所行くだけですよ、すぐ戻りますから──」

「お戻りください」

　壊こわれたテープレコーダのように男は同じ言葉を繰くり返かえした。学まなぶは唇くちびるを引き結んだ。まったくもってどいつもこいつも。俺はここに来らい賓ひんとして来たのか、それとも監かん禁きんされに来たのか。

　話にならない、そう思い強ごう引いんに男の脇わきをすり抜ぬけようとした時だった。がっと強い力で肩かたをつかまれた。

「何を──」

　言いかけて言葉を無くした。男の手に黒く光る物体がある。男は口元から笑いを消して、学に銃じゆう口こうを突きつけた。

「何度も言わせるな、戻もどれと言っているんだ」

　学は目を瞬またたいて銃口を見つめた。一週間前の、ショッピングセンターでの出で来き事ごとが脳のう裏りをよぎる。学は無む言ごんで両の手を挙あげた。

「よし、そのまま後ろを向け。ゆっくりとだ」

　言われるまま、男に背せを向ける。ふっと男の気が緩ゆるんだ瞬しゆん間かんだった。学は振ふり子このように足を振って、男の手を蹴けり上あげた。

「なっ！」

　甲かん高だかい音をたてて銃が床ゆかの上を滑すべっていく。男は慌あわてて銃を追いかけた。その隙すきを見み逃のがさず、学は男の無む防ぼう備びな首くび筋すじに肘ひじを叩たたき込こんだ。がっとくぐもった呻うめき声ごえをあげて、男が倒たおれ伏ふす。学は荒あらい息いきをつきながら、額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

「なんなんだ、こいつ」

　かすれた声でつぶやいて、男を見下ろす。服ふく装そうは確かにホテルマンのもの、だがホテルの従じゆう業ぎよう員いんが銃など持っているはずない。

　ふと、視し線せんが男のベルトに吸い付けられた。黒い箱のようなものがベルトにぶらさがっている。煙草たばこ入いれサイズの筐きよう体たい、長いゴム製のアンテナ。

「無線機……？」

　脳裏に灯とう日かの家で見た無線機が蘇よみがえった。気のせいだろうか、だが形状はよく似にている。ふと午前中彼の横を走り抜けていったバンのことを思い出した。後部座席にいた少女、あの時は見み間ま違ちがいかと思ったが、やはりあれは灯日だ。

（どういうことだよ）

　学は眉まゆ根ねを寄せた。なぜ居きよ留りゆう区くの外に灯日がいるのか。なぜ彼女の家にあった無線機がここにあるのか。なぜ、その無線機を携たずさえた男が銃を持っているのか。

『私は、彼のいない世界を見てみたい』

　薄うすら寒さむいものを感じて、学は身体を震ふるわせた。とりあえずこの男をなんとかしないと。そう思って周しゆう囲いを見み渡わたした時だった。床に落ちた無線機が砂嵐のようなノイズを発した。しゃがれた女の声が、無人の廊ろう下かに響ひびき渡わたる。

『──ミネルウァよりウルラへ、作戦を開始する』

（作戦……？）

　場ば違ちがいな単語に眉まゆをひそめた時だった。階かい下かで轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。




　爆ばく音おんとともに式典会場の壁かべが吹き飛んだ。濛もう々もうとたなびく黒こく煙えんの向こうに青い光が見える。鉄と鉄が擦こすれ合あう甲かん高だかい音、ぐわりと煙けむりが持ち上がり奇き怪かいなシルエットが姿すがたを現した。

「なんだ？」

　最前列にいた恵けい吾ごは振ふり返かえってそれを目もく撃げきした。グレーを基き調ちようとした都市迷めい彩さい、ヒトデ型のボディ、放ほう射しや状じように伸びた四本の細い足。式典が始まる前に陸自が持ち込んできた特殊装そう備び、二五式無人警けい戒かい車しや。

　それはふらふらと、酔よっぱらいのようにぎこちない足取りでホールに入ってくる。ボディ中央部のカメラアイが高速に動き回って室内を睨ねめ回まわした。その周しゆう囲いに、鱗りん粉ぷんを思わせる薄うすい金色のもやが漂ただよっている。

「いかん」

　恵吾は椅い子すに手をかけて身を乗り出した。十九年前の光景を思い出す。唐とう突とつに同どう士し討うちを始めた自衛隊車両、墜つい落らくするヘリ、その周囲に漂っていた黄金色の粒りゆう子し。

「離はなれろ！　インセットだ！」

　叫さけび声ごえはわずかに遅おそかった。ヒトデの胴どう体たい下部からひゅんと青白い光が迸ほとばしる。それは進路上の式典出席者を横よこ薙なぎに切きり裂さき、物言わぬ細こま切ぎれのオブジェに変えた。悲ひ鳴めいと怒ど号ごうがホールを満たす。二五式は逃にげまどう人々を容よう赦しやなく切り裂きながら、ホールの奥おくへと進んできた。痙けい攣れん気ぎ味みに動き回るカメラアイがじっと恵吾を見み据すえる。

「おじさま！」

　不意に強い力で肩かたをつかまれ、床ゆかに押おし倒たおされた。間かん一いつ髪ぱつ、頭ず上じようを強い光が走はしり抜ぬける。すぐそばで黒くろ髪かみの少女が荒あらい息いきをついていた。煤すすに汚よごれた顔をこちらに向ける。

「大だい丈じよう夫ぶですか、おじさま」

「ああ」とうなずいて、だが恵吾は表情を強こわばらせた。

「あれはインセットだ、茉まつ莉り花か」

「はい」

「どういうことだ、あれは君たちしか扱あつかえないはずだ」

　茉莉花はこくりとうなずいた。ため息混まじりの声で囁ささやく。

「持ち出せるはずがない、そう言っても説せつ得とく力りよくがありませんね。あれがここにある以上」

　恵吾は下した唇くちびるを嚙かんだ。インセット、十九年前に猛もう威いを振るったアポストリの戦略兵器。それは微び細さいな粒子状の自じ律りつ機械であり、自分以外の機械に取り付くとその制せい御ぎよシステムを掌しよう握あく、プログラムされたターゲットを攻こう撃げきし始める。厄やつ介かいなのは、掌握が完了した途と端たんインセットはその宿主から材料を調ちよう達たつし、あたかも胞ほう子しのように己おのれのコピーをばらまくことだ。これにより対アポストリ戦に投入された自衛隊の兵器は、まるで悪あく疫えきに感かん染せんしたように次々と味み方かたを攻こう撃げきし始めた。

　その凶きよう悪あくさ故ゆえに、終戦協定では真っ先に封ふう印いんが決定された。だから他のオーバーテクノロジーと違ちがい、インセットは人類に提てい供きようされていない。もし人間のテロリストが今回の黒くろ幕まくなら、インセットなど扱あつかえるはずがないのだ。

「どういうことだ」

　もう一度つぶやいて恵けい吾ごは眉まゆ根ねを寄せた。茉まつ莉り花かは顔から感情を消して、彼の手を押さえた。すっと半月型の瞳ひとみを細める。

「とにかくここを離はなれましょう。外に連絡をとらないと。大だい丈じよう夫ぶ、おじさまは私が死なせません、絶ぜつ対たいに」

　恵吾はわずかに沈ちん黙もくした後、ぎりと奥おく歯ばを嚙かみしめた。




　学まなぶは息いきを潜ひそめて一階の廊ろう下かを歩いていた。最初の爆ばく発はつ音おんからしばらくはホールのほうで悲ひ鳴めいや銃じゆう声せいが轟とどろいていたが、今はそれも収おさまっている。不ぶ気き味みに静まりかえった空気の中で、ただ自分の鼓こ動どうだけがやたらに大きく聞こえた。

　一体何が起こっているのか、式典はどうなったのか。こみあげる不安を抑おさえながらホールへ向かっていく。ふと足取りが止まった。前方右側、天てん井じようから防ぼう災さいセンターと書かれたプレートがぶら下がっている。その下の引き戸がわずかに開き、うっすらと光が漏もれ出だしていた。

　すっと壁かべに背せをつけて中を覗のぞき込こむ。薄うす暗ぐらい横長の部へ屋や、奥おくの壁には大画面のモニタと構こう内ない地図が設せつ置ちされている。その前にたたずむ人ひと影かげを見て、学は危あやうく「あっ」と声を漏らしそうになった。

　見覚えのある女性が一人、腕うでを組んで立っている。糸のように細い目、オリーブドラブのパンツにチノシャツ。灯とう日かの母親だった。室内には他に数人、彼女を取り囲むように銃じゆうを構かまえた男が立っている。そして女の視し線せんの先には、小こ柄がらな少女──岡おか町まち灯日がいた。

（岡町……）

　学はぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。灯日は黒いベレー帽とホットパンツ、白のブラウスに身を包み、その上にスタンドカラーの外がい套とうを羽は織おっている。足下には大きなドラムバッグ。柔やわらかな曲きよく線せんを描えがく横顔は、ひどく冷さめていて近寄りがたく見えた。

「話が違ちがう」

　彼女は静かな口く調ちようで言った。形のよい顎あごをわずかに持ち上げて、女を見み据すえる。

「南みなみ方かた恵吾を殺すなとはどういうことだ」

「本国の意い向こうさ」

　女は肩かたをすくめた。

「彼の持つコネクションは貴き重ちようだ。今回の件でアポストリは間ま違ちがいなくこの国を追い出される。その後、円えん滑かつに我が国への受け入れが完了するには、彼のような対アポストリ外交のエキスパートが必要なんだよ」

「契けい約やく違い反はんだ」

　灯とう日かの目がきゅっとすぼまった。

「南みなみ方かた恵けい吾ごを殺すかわりに君たちへ協力する、そういう話だったはずだ」

「状じよう況きようが変わったんだ。なに、他の人間はいくら殺しても構かまわない。女だろうが子供だろうが好きにすればいい。だが南方大使はダメだ」

　灯日は無む言ごんで背せを向けた。足下のドラムバッグを持ち上げる。

「どこに行くんだい」

　かちゃりと撃げき鉄てつの音をたてて、灯日の後こう頭とう部ぶに銃じゆう口こうが突きつけられた。灯日は首だけで振ふり向むいた。

「大使を探さがしに行く」

「私の言うことが聞けないって言うのかい？　行き場のないおまえを拾い、今まで育ててきてやったのは誰だれだと思ってるんだい」

「契約を破ったのはそちらだ。残念だが、家族ごっこはもう終わりだ」

「そうかい」

　女はゆっくりと首を振った。口元には泣き笑いのような笑えみが張はり付ついている。周しゆう囲いの男達が重い金きん属ぞく音おんをたてて自動小銃を構かまえた。女は人差し指を拳けん銃じゆうのトリガーに絡からめた。

「残念だよ、本当に残念だ」

　やめろ、学まなぶは思わずそう叫さけんで飛び出しそうになった。だが次の瞬しゆん間かん、信じられない光景が展てん開かいされた。銃じゆう声せいが響ひびく寸すん前ぜん、灯日の姿すがたが搔かき消きえた。頭ず上じように黒い影かげが舞まう。高々と飛ひ翔しようした灯日が男達の背はい後ごへ着地した。素す早ばやくドラムバッグを開き、手を差し込む。

　現れたのは異い様ような物体だった。銃なのだろう、銃身が長く中なか程ほどに狙そ撃げき用ようのスコープがついている。だがその巨大さは学を圧あつ倒とうした。ほとんど灯日の身長ほどある。厚あつみのある弾だん倉そうとストックもあいまって、まるで大たい砲ほうのように思えた。

　灯日は軽々とそれを片手に構えると、躊ちゆう躇ちよ無なく撃うち放はなした。どれほどの威い力りよくがあるのか、激はげしい衝しよう撃げき音おんとともに男の一人が吹き飛ぶ。怒ど鳴なり声ごえをあげて、男達が灯日に向き直った。自動小銃の銃口が灯日を捉とらえ、痙けい攣れん気ぎ味みに発はつ射しや炎えんが瞬またたく。だが灯日はそれをかわすでもなく、外がい套とうで身体を覆おおうようにして突とつ進しんした。

　ひっと悲ひ鳴めいがあがった。一番前で射しや撃げきしていた男、その懐ふところに入り込んだ灯日が、突き上げるようにして銃口を彼の顎あごへ押し当てたのだ。「やめ」その後の言葉を断たち切きるように、男の頭が消しよう滅めつする。灯日は倒たおれかけた男の身体を襟えり元もとをつかんで引き起こした。そのまま盾たてのように身体を覆いながら、続けざまに発はつ砲ぽうする。鈍にぶいくぐもった音をたてて、残りの男達が倒れた。

　沈ちん黙もくが訪おとずれる。たなびく硝しよう煙えんの中、ゆっくりと灯日が振り向いた。女はひきつった表情で後ずさった。

「こ、こんなことをしてどうなるか分かっているんだろうね。おまえはどこにも行き場がないんだ。私達まで敵てきに回したらおまえは──」

「心配することはない」

　灯とう日かはぽつりとつぶやくように言った。長大な狙そ撃げき銃じゆうを女へ突きつける。

「元から居い場ば所しよなどどこにもなかった」

　銃じゆう声せいが響ひびく。女はゆっくりとのけぞるようにして、床ゆかへ倒たおれ伏ふした。じわじわと鮮せん血けつが床に広がっていった。

　学まなぶは震ふるえる身体を壁かべに押しつけた。目の前で起きたことが信じられなかった。あの女、あれは灯日の母親ではなかったか。いや、それ以前に灯日のあの戦せん闘とう能力は何だ。人間離ばなれした身のこなし、長大なライフルを片かた手てで振ふり回まわす腕わん力りよく、あれではまるで──

　その時、灯日がこちらを向いた。廊ろう下かより差し込む光に照らされ、白い顔が浮うかび上あがる。その瞳ひとみの色を目にして、学は息いきを吞のんだ。赤い、血のように赤い双そう眸ぼうがこちらを見み据すえている。

　パリン、と何かの割れる音がした。灯日の足下、編み上げのブーツに踏ふみしかれるようにして、何か光るものが散らばっている。見覚えのある闇やみ色いろの色しき彩さい、黒ずんだプラスチック片へん。

（コンタクト……？）

　こくりと灯日が首を傾かしげた。

「南みなみ方かた？」

　学は魅み入いられたように部へ屋やの中へ足を踏ふみ入いれた。「岡おか町まち、おまえ……」そう言いかけて、視し線せんが彼女の右みぎ腕うでに吸い付けられる。銃じゆう弾だんを受けたのか、皮ひ膚ふのあちこちが裂さけていた。その奥おくに鈍にぶい輝かがやきを放はなつ金きん属ぞくの骨ほね組ぐみが見える。「ああ」と灯日は右腕を持ち上げた。

「見み栄ばえはいいが若じやつ干かん耐たい久きゆう性せいに欠けるな、君たちの道具は。保護クリームを塗ぬらないとすぐダメになる。まあもう使うこともないだろうが」

　灯日はライフルを床に置くと、二の腕に手を当てた。かちゃりと音をたてて右腕が外れる。呆ぼう然ぜんと見つめる学の前で、白い腕が床へ落ちた。ふわりと外がい套とうが翻ひるがえり、羽のように揺ぬれるブラウスの袖そでが見えた。

　暗い部屋。倒れ伏す母と妹、鮮血の滴したたるナイフ、そして──風になびく右袖。

「なんだよ……それ」

　学は震える声でそうつぶやいた。どくりと心臓が高鳴る。憎ぞう悪おと恐きよう怖ふ、敵意と殺さつ意い、それが煮にえたぎったカクテルとなり学の脳のうを冒おかす。見つけた、やっと見つけた。あいつだ、あの悪あく魔まだ。あいつの喉のど笛ぶえを搔かき切きり、全身を切きり刻きざみ、胴どう体たいに風かざ穴あなを開ける。何の迷まよいもない、自分の命など毛ほども惜おしくない。相手がどんな化け物であろうと正面から挑いどみ打ち倒してみせる。そのはずだった。だが目の前にいるのは化け物でなく、学校にいる時と同じ、冷たく澄すました顔でたたずむクラスメイトだった。

　混こん乱らんが脳のうを埋うめ尽つくす。学まなぶは拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめ、絞しぼり出だすように叫さけんだ。

「どういうことだよ、岡おか町まち！」

「見た通りだよ、南みなみ方かた。おめでとう、君はついに〈彼片女腕〉を見つけた」

「だから、なんでおまえが！」

　反はん響きようする声は悲ひ鳴めいのようだった。灯とう日かはじっと能のう面めんのような表情で学を見つめた。重々しい沈ちん黙もくが周しゆう囲いを支配する。たまりかねて声をあげようとした時、灯日が口を開いた。
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「……私は軍人だった、君たちがアポストリと呼よぶ種族のな」

「軍……人……？」

　予期せぬ単語に、学は眉まゆをひそめた。灯日はこくりとうなずいてみせた。

「四・一八の時は特とく殊しゆ部隊にいた。暗あん殺さつから後方攪かく乱らん、およそ後ろめたい仕事は全てやらされたよ。名前と経けい歴れきを抹まつ消しようされて、ただ戦場を駆かけ回まわるだけの日々。君には想そう像ぞうもつかないだろうな。殺して殺されて、壊こわして壊されて、いつ終わるとも知れない地じ獄ごくのような毎日。たくさんのものを失ったよ。同どう僚りよう、上官、部下、そしてこの右みぎ腕うで」

　白い指が外がい套とう越ごしに右みぎ肩かたを撫なでた。すっと、真しん紅くの瞳ひとみが細まる。

「それでも最後まで戦い続けたのは、同どう胞ほうの自由を願えばこそだ。だが、結果は降こう伏ふく同然の終戦協定。耳を疑ったよ。武ぶ装そう解かい除じよされ壁かべの中に押し込められ、そこにどんな未来があるというのか。だが多くのアポストリはそれを憂うれいもせず、目の前の平和に酔よいしれていた。我々をそんな状じよう態たいにしたのは他でもない、君の父親だ。南みなみ方かた恵けい吾ご、共きよう棲せいなどという〈虚きよ構こう〉の考こう案あん者しや」

「共棲が……虚構？」

「そうだよ、君はおかしいと思わないのかね？　我々にとって君たちは餌えさだ。捕ほ食しよくされる側が、『生しよう涯がい自分のみを餌とし、自分以外の人間には手を出すな』というのだ。これが茶番でなくてなんだ。だが今や君たちばかりでなく、我々アポストリまでもがその虚構を信じ込んでいる。だから私は決めた。南方恵吾を殺し、今度こそ逃にげ場ばのない現実へ同どう胞ほうを導みちびくことを。私は軍を脱だつ走そうし、この連中──梟ふくろうの会と出会った。彼らは大陸の人間で、この国とアポストリの離り反はんを目もく論ろんでいた。私は南方恵吾へ近づくことを条件に、彼らに手を貸した」

　混こん乱らんした意い識しきに、徐じよ々じよに灯とう日かの言葉が染しみ入いってくる。学まなぶはぎりっと奥おく歯ばを嚙かみしめた。

「それじゃあやっぱり──母さんと妹を殺したのはおまえなのか」

「そうだ」

「ショッピングセンターで男を撃うち殺ころしたのも」

「そうだ」

「壁かべの外でテロを起こして、たくさんの人を殺したのも！」

「そうだ」

　学は下した唇くちびるを嚙かんでうつむいた。

「……狂くるってる。おまえはどうかしてる」

　灯日は小さく首を振ふった。

「狂ってるのはこの世界だ、南方。私はただ全てをあるべき姿すがたに戻もどしたいだけだ」

　そう言うと、灯日は床ゆかに置いた銃じゆうを取り上げた。銃身をつかみ、ゆっくりと身体の前へ構かまえる。真紅の瞳ひとみが学を見み据すえた。

「さぁ、話は終わりだ。私にはやるべきことがある。そこをどきたまえ」

「………。嫌いやだ、と言ったら？」

　学は低い声でつぶやいて灯日の視し線せんを受け止めた。ともすれば砕くだけそうになる気力を懸けん命めいに奮ふるい起おこす。

「南方、私には君を殺す理由がない。その理由を作らせるな」

　ガチャリと重い音をたてて、銃口が彼を睨ねめつける。学はごくりと唾つばを飲み込んだ。灯日は本気だ。いざとなれば、容よう赦しやなくその引き金を引くだろう。どうするべきか、助けを求めるように視線をさまよわせた時だった。唐とう突とつに、背はい後ごで強きよう烈れつな殺さつ気きが弾はじけた。

「まなぶからっ！」

　押し殺した声とともに、真紅の塊かたまりが飛び込んできた。風になびくブロンド、真っ赤なリボンタイブラウス、翻ひるがえる白のバルーンスカート。細い足が太ふと股ももまで露あらわになり薄うす闇やみに浮うかび上あがる。それは踏ふみ込こみ様ざま、上から叩たたきつけるようにして灯日へ拳こぶしを振り下ろした。

「はなれなさい!!」

　轟ごう音おん、ぐわりと巨人の手で殴なぐられたように床ゆかが陥かん没ぼつした。衝しよう撃げき波はが空気を揺ゆらす。間かん一いつ髪ぱつ、灯とう日かが後ろに飛びすさっている。立たち昇のぼる白はく煙えんの向こうに爛らん々らんと輝かがやく赤い瞳ひとみが見えた。

「葉は桜ざくら!?」

　金きん髪ぱつを揺ゆらしながら、真しん紅くのブラウスの少女が顔を上げた。きっと眉まゆ根ねを寄せこちらを睨にらみつける。

「何してるのよ、こんなところで！」

「何って、まぁ色々あって」

「色々って何よ」

「うるさいな、こっちもよくわかってないんだよ」

　そう言って煙けむりの向こうにうずくまる影かげを見つめる。外がい套とうの裾すそが床に広がり、黒い水たまりのように足下を覆おおっていた。白い額ひたいにほつれた前まえ髪がみが一ひと房ふさ落ちている。彼女は銃じゆうを抱かかえたまま、虚うつろな表情でこちらを見つめた。

「あなた……？」

　葉桜が眉まゆをひそめた。「学校の──」そう言いかけた時だった。灯日の唇くちびるが小さく動いた。瞬しゆん間かん、轟音とともに天てん井じようが崩くずれ落おちる。砕くだけたコンクリートの欠かけ片らを纏まとわせて、巨大な何かが彼らと灯日の間に落ちてきた。ヒトデを伏ふせたような形状、先せん端たんに車輪のついた四本の脚あし。中央の隆りゆう起き部分に装そう備びされたカメラアイが、冷たく輝かがやいている。

「インセット、相手を」

　淡たん々たんとした口く調ちようで灯日が言った。応こたえるようにヒトデの関かん節せつが軋きしみ音をあげる。たっ、と軽い靴くつ音おとをたてて灯日が床ゆかを蹴けった。ヒトデの陰かげへ隠かくれるようにして出口を目指す。

「待て！」

　慌あわてて駆かけ寄よろうとするが、その行く先に粉ふん塵じんを巻まき上あげてヒトデが立ちふさがった。灯日の姿すがたが扉とびらの向こうへ消える。学まなぶはぎりと奥おく歯ばを嚙かみしめた。

「学」

　視し線せんをヒトデに据すえたまま、葉桜が言った。学を守るように一歩前へ進み出る。

「あいつは私が引き受けるから、あなたはどこか安全な場所にさがってて」

「馬鹿言うな、俺は岡おか町まちを追うぞ」

　葉桜は目を剝むいた。

「追う!?　なんで！」

「あいつが〈片かた腕うで〉だったんだ。梟ふくろうの会の連中と組んで親父を殺すつもりだ。早く止めないと、手て遅おくれになる」

「止めるって……」

　葉桜は困こん惑わくした表情になった。ちらりと横目で学を見る。

「あの子はアポストリよ、学が行ってどうなるのよ」

　学まなぶはまっすぐな視し線せんで葉は桜ざくらを見返した。

「どうなるかなんて分からないさ。でも、俺はあいつに母さんと妹を殺されたんだ。この上親父まで殺されてたまるかよ」

　葉桜はひどく複雑な表情をした。唇くちびるを引き結び、喉のどの奥おくから唸うなるような声をあげる。わずかな沈ちん黙もくの後「分かったわよ……」苛いら立だち混まじりの声でそうつぶやいた。

「一分待ちなさい、いいわね」

　殺さつ意いさえ感じられる口く調ちようでそう言った。「一分？」と聞き返す間もなく、葉桜が前に進み出た。瓦が礫れき越ごしにヒトデと対たい峙じし、挑ちよう発はつするように顎あごを持ち上げる。豪ごう奢しやな金きん髪ぱつがさらりと揺ゆれ、ブラウスの背せを撫なでた。

「番犬インセツト風ふ情ぜいが主人に嚙かみつくなんて、いい度ど胸きようしてるじゃない！　いらっしゃい、しつけ直してあげる」

　その声へ答えるようにヒトデが動いた。地じ響ひびきをたて粉ふん塵じんを巻まき上あげながら一気に葉桜との距きよ離りを詰つめる。鋭するどい、空気が弾はじけるような音。車輪のついた脚あしが持ち上がり、唸りをあげて振ふり下おろされる。間かん一いつ髪ぱつ、サイドステップで飛とび退のいた葉桜の脇わきを車輪がかすめた。風ふう圧あつでスカートの裾すそが翻ひるがえるのにも構かまわず、葉桜は左足を踏ふみ込こみヒトデの側そく面めんを殴なぐりつけた。ゴボッとくぐもった音をたててグレーの装そう甲こうがへこむ。ヒトデは衝しよう撃げきによろめきながらも、中央のカメラアイを葉桜に向けた。

　シュン！

　ヒトデの胴どう体たい下部から青白い光が迸ほとばしり出でる。葉桜はそれを予よ測そくしていたかのように、後ろへ飛んだ。だがヒトデは着地点に向け二発、三発とレーザーを撃うち続つづける。一発が葉桜の頰ほおをかすめ、千切れた金髪が宙に舞まった。

「葉桜！」

　思わず駆かけ寄よろうとした学を、だが葉桜は右手を伸ばして押しとどめた。地面に膝ひざをついたまま、手の甲こうで頰の汗あせを拭ぬぐう。

「下がってなさい」

「だ、だけどおまえ」

「ちょっと予想より硬かたかっただけよ、大だい丈じよう夫ぶ次はうまくやるから」

　粉ふん塵じんの立ちこめる中、ゆらりと葉桜が立ち上がった。左手をだらりとぶらさげ右手の拳こぶしを振ってみせる。瞬しゆん間かん、ドン！　と煙けむりを搔かき分わけてヒトデが姿すがたを現した。オレンジ色に瞬またたくカメラアイが煌こう々こうと光ひかり輝かがやいている。その視線が正面の葉桜を捉とらえた。

　ブン！

　大気を切きり裂さきながら、レーザー光が撃うち出だされる。だが葉桜はもうそこにいない。一いつ瞬しゆんの間をおき、胸むな元もとのリボンをはためかせながらヒトデの正面に着地する。跳ちよう躍やくしてかわしたのか、そう思った時にはむんずと左手で中央のカメラアイを鷲わし摑づかみにしていた。

「ここなら柔やわらかそうね」

　凄すごみのある笑えみを浮うかべながら右みぎ腕うでを引く。捻ひねった上じよう体たいを戻もどしながら拳こぶしを叩たたきつけた。バリンと甲かん高だかい音がして、割れたガラス片へんが宙を舞まった。やったか、そう思いかけてだが学まなぶははっとした。

　ヒトデの側そく面めんにあるハッチが開き、そこから昆虫の脚あしを思わせるマニピュレータが飛び出した。それが唸うなりをあげながら葉は桜ざくらへ襲おそいかかった。

「葉桜！」

　学が叫さけぶのとほぼ同時にゴンと鈍にぶい音がした。思わず目を閉じてから、恐おそる恐おそる視し線せんを向ける。葉桜が右腕でヒトデの一いち撃げきを受け止めていた。

「いったいわね……」

　顔の半分を歪ゆがめてそう言う。よく見れば大きな瞳ひとみにうっすらと涙なみだが浮うかんでいた。一体どれほどの力がかかっているのか、止められたヒトデの腕が瘧おこりのようにぶるぶると震ふるえている。

「痕あとが残ったらどうするのよ！」

　怒ど鳴なりながら、葉桜はもう一方の手でマニピュレータをつかんだ。そのままぐいと肩かたへ背せ負おうようにして持ち上げる。啞あ然ぜんとする学の前でヒトデの巨体が宙を舞い、逆さかさになって墜つい落らくした。轟ごう音おん、塩ビ製の床ゆかが震え大量の粉ふん塵じんが周しゆう囲いを満たした。煙けむりが晴れると、そこには荒あらい息いきを吐はく葉桜と、力無く脚を動かすヒトデの姿すがたがあった。その様よう子すはあたかも子供の悪戯いたずらでひっくりかえされたカブトムシのようだった。こうなってしまうともう自力では起き上がれないのか、車輪のついた脚の先せん端たんが虚むなしく宙を搔かいている。

　葉桜は片手を腰こしにあて、ふんと鼻を鳴らした。凍こおりついた学を後しり目めに左手の腕時計へ視し線せんを落とす。

「ジャスト一分──時間通りね」

　言いながら葉桜は顔を上げた。豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを揺ゆらし、得意げな表情で学を見み据すえる。

「さ、行きましょ。伯お母ば様達が心配だわ」




　南みなみ方かた恵けい吾ごと茉まつ莉り花かは地下の駐車場へ辿たどり着ついた。コンクリート打うち放ぱなしの壁かべが奇き妙みように寒さむ々ざむしく見える。一階に続く階段の先から、散さん発ぱつ的てきな銃じゆう声せいが響ひびいていた。警察か自衛隊か、誰だれかが二五式を迎むかえ撃うっているのだろう。だがくぐもった悲ひ鳴めいとともに、徐じよ々じよに銃声がまばらになっていく。長くは保もつまい、そう恵吾は思った。

「急ぎましょう、公用車を回してあります」

　赤ネクタイにダークスーツを着こんだＳＰがそう言った。恵吾は眉まゆ根ねを寄せた。

「駐車場の出口は安全なのか？」

「分かりません、ですが公用車なら防ぼう弾だんもされてますし、いざとなれば強きよう行こう突とつ破ぱもできます」

　恵吾はうなずくと、傍かたわらの茉莉花を見た。黒くろ髪かみの少女は、張はりつめた表情で周しゆう囲いに気を配っている。「茉まつ莉り花か」と恵けい吾ごは呼よびかけた。

「君はＳＰじゃない、私を守ろうなんて思うな」

　茉莉花は紅べに色いろの唇くちびるを尖とがらせて顎あごを持ち上げた。半月型の瞳ひとみが不満そうに恵吾を見上げる。恵吾は苦く笑しようしながら彼女の背せを叩たたいた。

「さぁ、急ごう」

　そう言って、歩くスピードを上げようとした時だった。駐車場の奥おく、通路の曲がり角部分に奇き妙みような人ひと影かげを見つけて、恵吾は眉まゆを持ち上げた。

　ひどく小こ柄がらな人物だった、子こ鹿じかのように華きや奢しやな身体を黒の外がい套とうで覆おおっている。片手には黒く長い杖つえのような物体、時折吹ふき抜ぬける風が外套の裾すそを揺ゆらし、鮮あざやかな白のブラウスを垣かい間ま見みせていた。

（子供……？）

「おい、君」

　ＳＰがすっと前に出た。油ゆ断だんない表情で人影に近づく。

「危あぶないぞ、なんでこんなところに──」

　ふっと人影が顔を上げた。病的に白い肌はだと色味の薄うすい唇が露あらわになる。小こ振ぶりだが形のよい鼻の上に、真っ赤な瞳が二つ煌きらめいていた。

「アポストリ!?」

　叫さけび声ごえは途と中ちゆうで断たち切きられた。少女が杖のようなものを構かまえると、轟ごう音おんとともにＳＰの上半身が吹き飛んだ。ライフルだ、そう思った時にはもう銃じゆう口こうは恵吾を捉とらえていた。

「おじさま！」

　茉莉花の声が響ひびき渡わたる。恵吾は素す早ばやく周しゆう囲いを見み渡わたした。遮しや蔽へい物ぶつはない、茉莉花が駆かけ寄よってくるがおそらく間に合わないだろう。背せ筋すじに怖おぞ気けが走る。これ以上ないくらい明めい瞭りように、恵吾は死を意い識しきした。

　少女がすっと目を細める。引き金へかかる指に力がこもった。




『おじさま！』

　その声を、学まなぶはすぐ近くで耳にした。灯とう日かの姿すがたを求めて非ひ常じよう階段を下り、地下一階へ辿たどり着ついた時だった。はっとなって非常扉とびらの向こうを覗のぞき込こむ。灰色の駐車場、立ちすくむ父親、そして長身のライフルを構えた灯日。

「っ!!」

　ぎりっと奥おく歯ばを嚙かみしめて、学は床ゆかを蹴けった。扉脇わきに置かれた消火器を持ち上げる。ずっしりとした重みに、二にの腕うでが鈍にぶい痛いたみを訴うつたえる。葉は桜ざくらが何か言っているが構っていられない。乱らん暴ぼうに扉を開け放つと、学は灯日に向けて疾しつ走そうした。

「岡おか町まちっ!!」

　一いつ瞬しゆん、ほんのわずかな時間灯とう日かの意い識しきが逸それる。だが引き金にかかる指はその動きを止めない。間に合うか、学まなぶは渾こん身しんの力をこめて消火器を持ち上げると、ライフルの銃じゆう身しんに叩たたきつけた。

　甲かん高だかい金きん属ぞく音おんとともに、黒くろ鉄がね色いろの銃身が歪ゆがむ。銃じゆう声せい、目もく標ひようを見失った銃じゆう弾だんがコンクリートの床ゆかを深々とえぐった。灯日の目が赤い残ざん光こうを伴ともなって学を見み据すえる。学は肩かた越ごしに振ふり返かえり叫さけんだ。

「茉まつ莉り花かさん、親父を！」

　はっとした表情で、灯日が視し線せんを戻もどす。だがそこにもう恵けい吾ごの姿すがたはなかった。倒たおれ伏ふしたＳＰの向こうに埃ほこりが舞まっている。間に合った。学は荒あらい息いきを整えながら、注意深く灯日と距きよ離りを取った。遅おくれて葉は桜ざくらが横に並ならぶ。唇くちびるをへの字に曲げながら、非ひ難なんめいた視線で学を睨にらみつけた。

「あなたの無む茶ちやにはたいがい慣なれてきたつもりだけど……」

　床に転ころがる消火器を一いち瞥べつし、荒いため息いきを漏もらす。

「まだ全然甘かったみたいね。そんな道具で銃を持った相手に突っ込むなんて、本当あきれて物も言えないわ」

「素す手でで戦車をひっくり返すような奴やつに言われたくないな」

　むっと押おし黙だまる葉桜を後しり目めに、学は正面の灯日を見据えた。彼女は感情の読みとれない表情でこちらを見ていた。

「インセットはどうした？」

　歪んだライフルをつかんだまま、灯日が尋たずねた。学はわずかに口元を歪めた。

「上で転ころがってるよ。電池切れじゃないか」

　灯日の目がすっとすぼまった。ゆらりとコートの裾すそを揺ゆらしこちらに向き直る。丸みを帯おびた顎あごがわずかに引かれ、彫ほりの浅い顔に影かげが落ちた。

「私は君を傷きずつけたくない、それは本当だ。だが君が私の邪じや魔まをするのなら──」

　がたりと音をたててライフルが床に落ちる。一瞬遅おくれて、小さな掌てのひらに手品のように反そり身みのナイフが現れた。灯日は無む造ぞう作さにこちらへ歩ほを進めた。

「私は、君の自由を奪うばわなければならない」

　中身のない右みぎ袖そでが揺れる。ぞくりと、名めい状じようしがたい恐きよう怖ふが全身を包んだ。裸はだかで猛もう獣じゆうの前へ投げ出されたような気分。学はぎりっと奥おく歯ばを嚙かみしめた。しっかりしろ、これこそ待ち望んでいた機会ではないか。〈片かた腕うで〉を見つけ出し六年前の復ふく讐しゆうを成なし遂とげる。ただそれだけのために彼は自らを鍛きたえてきたのだ。

　ぎゅっと、身体の震ふるえを抑おさえつけるように拳こぶしを握にぎりしめる。姿し勢せいを低くしいつでも応おう戦せんできるように構かまえを取った時だった。すっと音もなく葉桜が彼の前に進み出てきた。まっすぐな視し線せんで正面の灯日を見据える。

「あなたの相手はこの私です」

　そう毅き然ぜんとした口く調ちようで言った。学は眉まゆをひそめた。

「おい葉は桜ざくら、そいつは俺の──」

　言いかけた学まなぶを、だが葉桜は目だけで抑おさえつけた。鋭するどい、鷹たかのような眼がん光こうが学を射い抜ぬく。

「身内の不ふ始し末まつは身内でつける。学が手を汚よごすまでもない、私がこの場で全部終わらせてみせる」

「やめておけ、君では私に勝てない」

　平へい板ばんな口く調ちようで灯とう日かが言った。葉桜の頰ほおがぴくりと震ふるえる。彼女は唇くちびるの端はしをきゅっと持ち上げて灯日を睨にらみつけた。

「言ってくれるじゃない……、その余よ裕ゆうがいつまでもつかしら！」

　言うなり葉桜が床ゆかを蹴けった。地を這はうような前ぜん傾けい姿し勢せいで灯日に肉にく薄はくする。左ひだり脚あしを軸じくに、えぐりこむようにして拳こぶしを叩たたき込こんだ。ぐわりと、風ふう圧あつが周しゆう囲いの空気を揺ゆらす。圧あつ倒とう的てきなパワーとスピード、だがその一いち撃げきを灯日は半身を逸そらすことでかわした。

「……っ！」

　右足で制せい動どうをかけ、今度は左フックを繰くり出だす。だが当たらない、灯日は軽く上じよう体たいを反そらし無む防ぼう備びになった葉桜の腹をナイフで払はらう。間かん一いつ髪ぱつ、葉桜が床面を蹴って後こう退たいする。間合いをとりなおす余よ裕ゆうもなく再さい度ど突とつ進しん。そこから先はもう目で追うことさえ困こん難なんだった。ビデオの早回しを見ているように、一秒単位で攻こう守しゆが入れ替わる。学は慄りつ然ぜんとした。そこで行われている戦いは、明らかに彼の認にん識しきできるレベルを超えていた。荒こう野やで猛もう獣じゆう同士の一いつ騎き打うちに遭そう遇ぐうした気分、多少身体能力が高くても丸まる腰ごしの人間が立ち入れる領りよう域いきではない。

　だがそんな超人的存そん在ざいであっても、二人の間には明らかな実力差が存そん在ざいしていた。葉桜より灯日のほうが無む駄だな動きは少ない。必要最小限の動どう作さで攻こう撃げきをかわし、効こう果か的てきにカウンターを放はなっている。次し第だいに葉桜の動きから鋭するどさが失われていく。荒あらい息いきを吐はく彼女に、灯日はふっと哀あわれむように目を細めてみせた。

「確かに──よく鍛きたえてるのは認みとめよう。だが所しよ詮せんは文官の護ご身しん術じゆつだ。武ぶ官かんの業わざでない」

「……無駄口を！」

　下から突き上げるようにして拳を繰くり出だす。灯日はわずかに顎あごを引いてかわすと、体をねじるようにして空からの右みぎ袖そでを投げ出した。白いブラウスの生き地じが葉桜の腕うでへ巻まき付つく。

「なっ!?」

　葉桜の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。慌あわてて後ろへ下がろうとするが、片腕を捕とらわれている状じよう況きようではそれもできない。灯日はぐっと葉桜を引き寄せながら、がら空あきの腹ふく部ぶへ膝ひざを叩き込んだ。

　ボンッと小型の爆ばく弾だんを破は裂れつさせたような音がした。葉桜の身体がくの字に折れ曲がり、パンプスに包まれた細い足が床から浮うき上あがる。わずかな沈ちん黙もくの後、操あやつり糸いとが切れた人形のように葉桜がその場へ崩くずれ落おちた。喘ぜん息そくを思わせる咳せきとともに、コンクリートの床へ鮮せん血けつが落ちる。

「葉桜！」

　駆かけ寄よろうとした学に、だが灯日はナイフの切きっ先さきを向け制せい止しした。

「来るな、南みなみ方かた」

　凍いてつくような声で灯とう日かが言った。葉は桜ざくらの傍かたわらに立ち、首だけをこちらに向けている。彼女は黒目がちな瞳ひとみへわずかに力を込めた。

「今のを見ただろう。これが私達の戦いだ。君のような普ふ通つうの人間が入り込める世界ではない。下がっていたまえ、そうすれば傷きずつくこともない」

　言いながらナイフを逆さか手てに持ち替える。切っ先が葉桜の背せ中なかを睨ねめつけた。とどめを刺さすつもりなのか、学まなぶはぎりぎりと強い力で奥おく歯ばを嚙かみしめた。アポストリの反はん応のう速度を考えれば、今から飛びかかったところで間に合うとは思えない。何か、何か手はないのか。血走った目で周しゆう囲いを見み渡わたす。瞬しゆん間かん、視し界かいが倒たおれ伏ふしたＳＰを捉とらえた。はだけたジャケットの間から黒いホルスターが覗のぞいている。そこに鈍にぶい輝かがやきを放つ鉄色の銃じゆう身しんが見えた。

「……っ！」

　軋きしるような声をあげながら床ゆかを蹴ける。飛びかかるようにＳＰの身体へのしかかり、拳けん銃じゆうを引き抜ぬいた。

「岡おか町まち！」

　叫びながら銃じゆう口こうを向ける。安全装そう置ちが外れているか確かく認にんする余よ裕ゆうもなく、引き金を引ひき絞しぼった。一発、二発、三発、奇き跡せき的てきにそのうちの一発が灯日の腕うでを叩たたき、ナイフの狙ねらいを外した。学は怒ど鳴なった。

「いつまで寝ねてんだ！　起きろ、葉桜！」

「……っ！」

　喘あえぐような声とともに葉桜の身体が跳はね上あがる。片かた肘ひじをつき、腰こしをねじるようにして下から蹴けり上あげた。ぐっと上じよう体たいをのけぞらせ灯日がその一いち撃げきをかわす。その隙すきを逃のがさず、葉桜は身体を起こした。視し線せんを灯日に据すえたまま後こう退たいし、学の傍らに辿たどり着つく。学は銃口を灯日に向けたまま、目だけで葉桜を見下ろした。

「まったく、大口叩いたくせになんて有あり様さまだ」

「……うるさいわね、……ちょっと……油ゆ断だんしただけよ」

　掠かすれた声で言いながら、葉桜は口元の血を拭ぬぐった。片手で腹を押さえ顔をしかめる。学は眉まゆをひそめた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　葉桜はふっと唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「……内ない臓ぞうがぐしゃぐしゃになった気分よ。全力で動くのは……もう無理そうね」

　そう言って、すっと顔を上げる。どこか思おもい詰つめた視線で学を見つめた。

「ねぇ学──」

「断ことわる」

　学は即そく答とうした。葉桜は目を剝むいた。

「ま、まだ何も言ってないわよっ」

「言わないでも分かる。自分が時間を稼かせぐから俺に逃にげろとか言うんだろ。冗じよう談だんじゃない、俺にまた同じ間ま違ちがいを繰くり返かえさせる気か。俺はもうこれ以上、あいつに知り合いを殺させるつもりはない」

「で、でも！」

　葉は桜ざくらの声は悲ひ鳴めいのようだった。

「どうするつもりよ、あの子の力を見たでしょ？　彼女は戦せん闘とうのプロよ。まともに動けない私と、ただの人間のあなたで勝てる相手じゃない！」

「それでもだ！」

　学まなぶは怒ど鳴なりつけるように言った。ぎりりと奥おく歯ばを嚙かみしめ唇くちびるを引き結ぶ。葉桜は息いきを吞のんだ。次いでその顔が怒いかりに歪ゆがむ。

「ば、馬鹿じゃないの！　いくら仇かたきだからって、いくらあの子が憎にくいからって。勝ち目もない戦いに臨のぞむのはただの自殺行こう為いよ。信じられない、敵かたき討うちがそんなに大事!?」

「それだけじゃ──ない」

　押し殺した声で答える。「じゃあなによ！」と気け色しきばむ葉桜をぎろりと睨にらみつけた。

「俺達は──共きよう棲せい体たいだろ」

　葉桜が虚きよを衝つかれたように黙だまり込こんだ。学は眉まゆをひそめ、葉桜から視し線せんを逸そらした。

「一いつ緒しよに生きるんだろ。おまえの両親みたいに幸せになりたかったんだろ。じゃあ諦あきらめるなよ、二人で生きて帰れる方法を考えろ！」

「な──」

　わずかな沈ちん黙もくの後、葉桜の顔がかぁっと赤く染そまった。唇を引き結び、目を何度もしばたたいて下を向く。

「何言ってるのよ……こんな時に」

「こんな時だから言ってるんだ。じゃないとすぐに一人でなんとかするって言い出すからな、おまえは」

　言いながら学は正面の灯とう日かを見み据すえた。灯日はじっと感情の感じ取れない眼まな差ざしでこちらを見ていた。カツリと硬かたい音をたてて、編み上げのブーツが床ゆかに落ちた血を踏ふみしめる。

「話は終わったか」

「ああ」

　学はうなずいた。銃じゆう口こうが安定しない。掌てのひらが汗あせばみグリップがぬるぬるとする。おそらくさっきのようなまぐれ当たりはもう二度とないだろう。学は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はり、強こわばった笑みを浮かべた。

「俺達が逃げるのを待っているなら無む駄だだ。あいにくとそれほど半はん端ぱな覚かく悟ごでおまえを追ってきたわけじゃない」

「そうか」

　静かな口く調ちようで灯とう日かが言った。赤い瞳ひとみがじっと学まなぶを見み据すえる。

「いいだろう、それが君の望みなら応こたえよう。腕うでの一本くらいは覚かく悟ごしたまえ」

　言うなり、空気が張はりつめた。圧あつ倒とう的てきな力の奔ほん流りゆうが目の前の少女の中で渦うず巻まいている。学はびくりと体を震ふるわせた。その時、傍かたわらの葉は桜ざくらがすっと身体を寄せてきた。

「学」

　彼女は囁ささやくような声で言った。学はふっと片方の眉まゆを持ち上げた。葉桜はひどく思おもい詰つめた表情で正面を見据えていた。

「最初の攻こう撃げきはこっちで受ける。学は一いつ旦たん後ろに下がってて」

「おまえ……、まだそんなこと」

「最後まで聞いて」

　有う無むを言わせぬ口く調ちようで、学の言葉を遮さえぎる。学は沈ちん黙もくした。

「私が彼女の攻撃をさばく。そうしたら、学は彼女に思いっきり体当たりして」

「あ……？」

　学は目を瞬またたいた。葉桜が何を言っているのか、よく理解できない。銃じゆう弾だんを受けてもびくともしない連中なのだ。それに体当たり？　そんなことをして何になるのか。だが聞き返す時間はなかった。タン！　と硬かたい靴くつ音おと。瞬しゆん間かん、まったくの予よ備び動どう作さなしに灯日の姿すがたが大写しになる。きらめく刀とう身しんがひきつった彼の顔を映し出した。

「くっ！」

　上じよう体たいを引き、引き金を引こうとする。だが物もの凄すごい衝しよう撃げきとともに掌てのひらから拳けん銃じゆうが消え失せた。ナイフで跳はね上あげられたのか、そう思う間もなく真ん中から叩たたき折おられた銃じゆう身しんが床ゆかへ落ちる。間かん髪はつ入いれずに白い軌き跡せきが学の肩かたへ襲おそいかかった。（……切り落とされる！）背せ筋すじを貫つらぬくような恐きよう怖ふとともにそう思った瞬間、赤い袖そでに包まれた腕が眼がん前ぜんの空間を切きり裂さいた。翻ひるがえる鮮あざやかなブロンド──葉桜だった。ぐっと灯日の手首をつかみ、反対の拳こぶしで灯日の顔を狙ねらう。だが灯日は軽く身をよじり、ダンスのような優ゆう雅がさでターン、一いつ瞬しゆんのうちに葉桜の背はい後ごをとった。逆に腕をねじり上げるような姿し勢せいになり、動きを止めた葉桜の首くび筋すじへ肘ひじ打うちを叩き込む。だが今度は葉桜も警けい戒かいしていたのか、後ろを向いたまま上体を反そらすことで灯日の攻撃をかわした。そのまま少し距きよ離りをとって向かい合い、再さい度ど激げき突とつ。骨ほねと骨のぶつかり合う鈍にぶい音が空気を揺ゆらす。

　学はごくりと唾つばを吞のみ込こんだ。あんな中へ一体どうやって入り込めというのか。巨大なジューサーの中へ果くだ物ものを投げ込むようなものだ。一瞬のうちに粉ふん砕さいされ、跡あと形かたもなくなってしまうだろう。しかも体当たり、体当たりだって？　つっと、冷たい汗あせが頰ほおを伝う。学はぎゅっと汗ばむ拳を握にぎりしめた。瞬間、まっすぐな瞳ひとみで彼を見つめる葉桜と目が合う。

「………！」

　学は息いきを吞んだ。その瞳には一いつ切さいの迷まよいがなかった。信じられないような激げき痛つうに襲おそわれているだろうに。学まなぶが怖おじ気けづけば、すぐにでも殺されてしまうだろうに。彼女は学が来ることを少しの疑いもなく信じているようだった。

「……ったく、ずいぶんと買ってくれるじゃないか」

　学は口元を歪ゆがめた。葉は桜ざくらに発はつ破ぱをかけたのは彼だ。その彼が萎い縮しゆくしてどうするのか。いいさ、やってやる。もともと刺さし違ちがえてでも奴やつを倒たおすつもりだったのだ。遠えん慮りよする必要はない。思う存ぞん分ぶんぶつかってやれ。

　その時、ざくりと布地の裂さける音がした。見れば葉桜の肩かた口ぐちをナイフが深々と切り裂いている。舞まい散ちる血しぶきを薙なぐように、銀色の光が葉桜の喉のどを狙ねらった。動きが鈍にぶっているためか、葉桜の回かい避ひが間に合わない。瞬しゆん間かん、学は獣けもののような声をあげて走り出していた。
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「……うおおおぉ！」

　叫さけび声ごえとともに肩からぶつかっていく。灯とう日かが虚きよを衝つかれたようにこちらを見た。慌あわててナイフを引ひき戻もどしこちらに向ける。何を慌てているのか、怪け訝げんに思いながらも学は突とつ進しんを続ける。シュンと音を立てて、ナイフの切っ先が空気を切り裂いた。間かん一いつ髪ぱつ、頰ほおのすぐ横を冷たい風が通りすぎる。かわした。すぐ前に灯日の姿が迫せまる。衝しよう突とつする寸すん前ぜん、学はコンクリート壁へきにぶつかるような衝しよう撃げきを覚かく悟ごした。だが──

「……え？」

　灯日の上じよう体たいが揺ゆれる。衝撃をおさえきれぬように一歩、二歩後こう退たい、赤い瞳ひとみに狼ろう狽ばいの色が浮うかぶ。瞬しゆん間かん、突とつ風ぷうが学まなぶの横を駆かけ抜ぬけた。地を這はうような低てい姿し勢せいで葉は桜ざくらが突とつ進しんする。大きく体をねじりながら、まだ体たい勢せいを立て直していない灯とう日かに拳こぶしを叩たたき込こんだ。

　───！

　物もの凄すごい音がした。巨人の手で薙なぎ払はらわれたように、灯日の身体が弾はじけ飛とぶ。そのまま背せ中なかから背はい後ごのコンクリート柱へ叩きつけられた。鈍にぶい破は裂れつ音おんがして柱に亀き裂れつが走る。ずるりと、華きや奢しやな身体が床ゆかに崩くずれ落おちた。砕くだけたコンクリートの欠かけ片らがぱらぱらと床へ落ちた。

「なん……で」

　学は呆ぼう然ぜんとした表情で目をしばたたいた。遅おくれてその脇わきに葉桜が並ならぶ。彼女は荒あらい息いきを吐はきながら、倒たおれた灯日を見み据すえていた。

「学は──私達のことを無む敵てきの怪かい物ぶつだと思ってるんでしょ」

　そう言う葉桜の声は、なぜだか少しもの悲しげだった。

「人間を遥はるかに上回る体力、強きよう靱じんな体たい組そ織しき。確かに私達はあなた達と比べれば強い力を持っているわ。真正面からなら、車の体当たりだって防げると思う。でもね、それは衝しよう撃げきを壁かべや地面へ逃にがせたらの話。忘わすれていない？　学、私達の体重は人間と同じなのよ」

「あ……」

　学は呆ほうけたような声をあげた。確かにそうだ。彼女たちの身長や質量がその力に見合う物なら、そもそも人間に混じって日常生活を送ることなどできない。気づくべきだった。灯日が彼と同じ環かん境きようで暮くらしていたことを。

　質量の異ことなる二つの物体が衝しよう突とつしたら軽いほうが弾はじけ飛とぶ。あたりまえの事実だった。もっとも、ただ真正面から体当たりしたところで簡かん単たんに受け流されてしまっただろう。あくまで葉桜が灯日の気をひいていたから、灯日にとって予よ期きせぬ攻こう撃げきだったから成功したのだ。

　無敵の怪物……か。

　学は床に落ちたナイフを取り上げ、灯日に近づいた。コンクリート柱を背せに倒たおれ伏ふす彼女は、いつもより小さく見えた。圧あつ倒とう的てきな力とそれに相反する矮わい小しような体たい軀く。恐おそろしくもはかない歪いびつな種族。一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬、学校で彼の隣となりに座すわっていた少女の姿すがたが重なる。岡おか町まち灯日──風変わりな彼のクラスメイト。

（だけど、こいつは……こいつは〈片かた腕うで〉だ）

　倒れた灯日に歩み寄り、襟えり元もとをつかんで引き寄せる。銀色に輝かがやくナイフの切きっ先さきを、白く細い喉のど元もとに突きつけた。灯日は額ひたいから血を流していた。虚うつろろな瞳ひとみでこちらを見上げる。

「動くな」

　学は押し殺した声で言った。戦車の装そう甲こうさえ凹へこませる葉桜の一いち撃げきをまともに食らったのだ。生なま半はん可かなダメージではあるまい。だが油ゆ断だんはできなかった。

「どうした南みなみ方かた」

　つぶやくような声で灯日が言った。力無く首を後ろへ倒したまま、唇くちびるを開く。

「君の勝ちだ。そのナイフで私の胸むねを貫つらぬきたまえ」

　学まなぶはぎゅっとナイフの柄えを握にぎりしめた。夢にまで見た復ふく讐しゆうの時、〈片かた腕うで〉をうち倒たおし、その心しん臓ぞうを貫く。その機会が目の前にあるというのに、なぜか腕が動かない。学はぎりぎりと歯を食いしばった。

「一つだけ、聞かせろ」

　殺さつ気きだった声でそう囁ささやく。灯とう日かの襟えりをつかむ手に力を込めた。

「なんでだ、なんで俺だけ殺さなかったんだ。六年前のあの時も、それに今日だって」

　いくらでも殺せる機会はあった、そう思う。強い視し線せんで灯日を睨にらみつける。灯日は気だるげに視線を逸そらした。

「最初は──君が利用できると思った」

　灯日は小さな吐と息いきを漏もらした。痛いたむのか、手を左胸にあて顔をしかめる。

「城じよう南なんに入学したのも、梟ふくろうの会の連中に勧すすめられたからだ。君と関係を持てば、大使に近づけるのではないかとな」

「生あい憎にくだったな、俺は親父とはほとんど顔を合わせなかった」

　灯日はこくりとうなずいた。

「そうだ、その時点で君は用よう済ずみだった。私は適てき当とうなところで学校を去り、別の手段を考えるべきだった」

「じゃあ」

　学は声を荒あらげた。なぜそうしなかったのか。わけが分からない。何を考えて一年半も彼の側そばにいたのか。ともすれば孤こ立りつしがちな学に話しかけ、彼の心を開き、手を差し伸べようとしたのか。苛いら立だつ学をちらりと一いち瞥べつして、灯日はふっと目を細めた。

「君は私に似にていた」

「どういう意味だよ」

「君も私も望んでもいないものを愛せと言われた。私は終戦後の世界を、君は家族を殺した相手の同族を。私はそのジレンマに耐たえられず、世界そのものから外れた。だが君は──」

　灯日が目を開けた。じっと緋ひ色いろの瞳ひとみが学を見み据すえる。

「君は枠わく組ぐみから外れることなく日にち常じようを営いとなんでいた。それがとても興きよう味み深ぶかかった。もし君のように生きることができれば、私はアポストリとして普ふ通つうに暮くらしていけたのではないか。そう思うと、私はなぜだかひどく心がざわめいた」

「───」

「私は君を知りたかったのだ、南みなみ方かた」

　どう答えてよいか分からず、学は沈ちん黙もくした。彼が世界から外れなかった理由、それはひとえに彼が無力だったからだ。灯日のような力があれば、彼はアポストリ相手に戦争を始めていたかもしれない。だがそれを灯日に言っても、どうにもならない気がした。

　学まなぶは小さなため息いきをついた。ふっと襟えりをつかむ力を緩ゆるめる。

「もういい」

　灯とう日かの上じよう体たいがゆっくりと柱へ倒たおれた。虚うつろな双そう眸ぼうが意外そうに学を見上げる。

「今いま更さらおまえを殺したって、母さんや妹が戻もどってくるわけじゃない。おまえと同じ人殺しになるのもゴメンだ。おまえの身み柄がらは警察に引ひき渡わたす」

　灯日はふっと鼻から息いきを抜ぬいた。

「私は生きている限かぎり、同じことを繰くり返かえす」

「だったら、またぶちのめしてやるさ」

　そう言って灯日から離はなれる。背はい後ごに立つ葉は桜ざくらへ声をかけようと、後ろを振ふり向むいた時だった。駐車場の奥おくに人ひと影かげを認みとめて、学は目を見開いた。かなりの大人数、正面に立つ何人かは迷めい彩さい柄がらのボディアーマーを着こんでいる。その後ろに恵けい吾ごと茉まつ莉り花かの姿すがたが見えた。

「学！　葉桜！」

　恵吾が強こわばった表情でこちらへ駆かけ寄よってくる。学はふっと肩かたの力を抜いた。救きゆう援えん。終わった、これで本当に全て。

「南みなみ方かた」

　不ふ意いに背後から呼よびかけられた。肩かた越ごしに振り返る。感情の読みとれない眼まな差ざしで、灯日がこちらを見ていた。学は片方の眉まゆを持ち上げた。

「なんだよ」

「もし、私が人間だったら、私達は友人になれただろうか」

　学は眉をひそめた。何を言っているんだと思った。

「おまえはどう思ってたか知らないけどな、少なくとも俺はおまえを友達だと思ってた。高校に入ってただ一人の、お節せつ介かいで変てこな友人だってな」

　灯日が目を見開いた。「そうか」とつぶやくような声が漏もれる。顔を伏ふせ、ふっと唇くちびるをほころばせた。

「そうか、ありがとう南方」

　その声があまりに静かだったので、学は次の瞬しゆん間かん、灯日が起こした行動に対たい応おうできなかった。たんと灯日が床ゆかを蹴けった。どこにそんな力が残っていたのか、学の手からナイフを奪うばい取とり、恵吾に向かって突とつ進しんする。制せい止しの声は間に合わなかった。正面にいた兵士は落ち着いた動どう作さで銃じゆうを構かまえ、引き金を引いた。銃じゆう弾だんの代わりに銀色の銛もりが射しや出しゆつされ、灯日の細い身体に突つき刺ささる。最初の一いち、二に撃げきは彼女の勢いきおいをわずかに殺すに留とどまった。だが続けて放はなたれた銛が彼女の胸むねを貫つらぬくと、つんのめるようにして灯日は倒れた。鮮せん血けつが床に広がっていく。白く小さな手から、乾かわいた音をたててナイフがこぼれ落ちた。

　床に倒れた彼女の顔は、なぜだかひどく満足そうに見えた。学はただ呆ぼう然ぜんと、動かなくなった灯日を見つめていた。







　エピローグ







　──本日未み明めい、東京都新宿区高たか田だの馬ば場ばにある梟ふくろうの会本部へ、強制捜そう査さが入りました。梟の会は居きよ留りゆう区く返へん還かん運動で知られていますが、支し援えん団体の一部が非合法な資し金きん調ちよう達たつを行っていた疑いがあり、捜査当局による内ない偵ていが進められていました。梟の会はこの他、最近頻ひん発ぱつしていた爆ばく弾だんテロについても関かん与よが疑われており、捜査の進しん展てんが待たれます。またこの摘てき発はつを受け、治ち安あん悪あつ化かの要よう因いんにアポストリ問題を挙あげていた野党各党は方針の変へん更こうを余よ儀ぎなくされており、間ま近ぢかに迫せまった総選挙にも影えい響きようが出そうな勢いきおいです。

　それでは次のニュース。──




　　　　＊




　静まりかえった会場に、パラパラとまばらな拍はく手しゆが響ひびき渡わたった。最初は小さく、だがすぐにいくつもの拍手が唱しよう和わする。やがて、地じ鳴なりのような喝かつ采さいがホールを満たした。二階の記者席が慌あわただしい。争うようにフラッシュを焚たきながら、記者達が本社へ指し示じを仰あおいでいる。

　壇だん上じように立つ二人の少年少女は、戸と惑まどったように顔を見合わせていた。神しん経けい質しつそうな黒くろ髪かみの少年とファッションモデルを思わせる金きん髪ぱつの少女。二人とも、目の前で起きた反はん応のうが理解できないという表情だった。だがそれでも彼らは事前の打ち合わせ通り手をつなぎ、客席に向かい手を振ふって見せた。

「血は争えませんね」と茉まつ莉り花かが言った。小さな手を打ち合わせながら、傍かたわらの恵けい吾ごを一いち瞥べつする。

「大した役者ぶり、学まなぶさん、よい政治家になりますわ」

　恵吾は小さく鼻を鳴らした。来らい賓ひん席せきに腰こし掛かけたまま、膝ひざの上で指を編あむ。

「専門のライターが作った原稿だ、間ま違ちがえずに読めば誰だれでも感動するようにできている」

「またそんなことを」

　茉莉花は目を細めた。赤く色づいた唇くちびるをほころばせ、くつくつと喉のどを鳴らす。

「素直に喜ばれたらいいのに。これで、しばらくはあの子達の話題で持ちきりですわ。少なくとも総選挙までは表立ったアポストリ批ひ判はんを封ふうじられる。梟の会彼らの件もありますしね」

　恵吾は無む言ごんでうなずいた。

　例の事件から一週間後、日を改める形で再さい度ど記念式典が催もよおされていた。今度は学と葉は桜ざくらのスピーチも無事実じつ施しできた。互いに肉親を失った子供達の和解は、今日の夕刊を賑にぎわすだろう。

（とりあえずは予定通り、か。だが──）

　恵吾は椅い子すに背せ中なかを預あずけた。肘ひじ掛かけに腕うでをのせ、腹の上で手を組み直す。

　問題はまだ多い。人々の間には依い然ぜんとしてアポストリへの不信が残っている。今回はたまたまその不信が梟ふくろうの会へ向いただけだ。今後何かあれば、それは容よう易いに彼女達へ戻もどってくるだろう。

　恵けい吾ごは唇くちびるを引き結んだ。自分はいつまで二つの種族の間に立ち続けられるのだろうか。五年後か十年後か、いつの日か世界が彼という人間を必要としなくなる日は来るのだろうか。

「難むずかしい顔」

　茉まつ莉り花かがそう言って笑った。恵吾は片方の眉まゆを持ち上げて彼女を見た。

「先のことを思おもい悩なやんでも仕方ありませんよ。私達は今やれることをやるだけです。彼らが──次の世代が私達の重荷を受け取ってくれるその日まで」

　恵吾はふっと口元をほころばせた。つぶやくように「そうだな」と答える。

「まあ、せいぜい子供達の荷にを減へらしてやるさ。あいつらも俺達と同様、楽はできんだろうしな」

「また恨うらまれますね」

「構かまわんさ、それも親の務つとめだ」

　皮ひ肉にくっぽい口く調ちようで言って、恵吾は視し線せんを上げた。壇だん上じようの学まなぶは硬かたい表情で目を瞬またたいている。恵吾は目を閉じると、満足そうに唇を歪ゆがめた。




　騒そう々ぞうしい音をたてて波が打ち寄せてくる。学は砂浜に立ち、群ぐん青じよう色いろの湖面を眺ながめていた。右手後こう方ほうには、式典会場のホテルが白い壁かべを見せている。その向こう、湖を挟はさんだ遥はるか向こうに隣となり町まちの町まち並なみが見えた。

　強い風に髪かみを乱されながら、学はネクタイを外した。式典はまだ続いているが、彼の出番は終わった。あとはただ帰るだけ。壁かべの中へ戻りいつも通りの日にち常じようが始まる。平和な学校生活、千ち紗ささんの小言、相変わらず家へ帰ることのない父親。

（でも、そこにあいつはいない）

　小学生のように小こ柄がらな瘦やせっぽちの少女、白く広い額ひたいに落ちた一ひと房ふさの前髪。学はわずかに顎あごを持ち上げ、雲一つない青空を見上げた。

「学？」

　背はい後ごから聞きき慣なれた声がした。肩かた越ごしに振り返る。赤いリボンタイブラウスを着こんだ金きん髪ぱつの少女が立っていた。

「ここにいたの」

　そう言いながら、こちらへ近づいてくる。学は「ああ」と気のない返事をした。

「インタビューすっぽかして行っちゃうんだもの。探さがしたわよ」

「言うべきことは全部言ったんだ。今いま更さら追つい加かで喋しやべることもないだろ」

「そういう問題じゃないでしょ」

　葉は桜ざくらは腰こしに手をあてて頰ほおを膨ふくらませた。しばらくきつい視し線せんで学を睨にらみつけていたが、やがてふっと肩かたを落とした。やや遠えん慮りよがちな表情になる。

「あのね、学まなぶ。彼女のことだけど」

「分かってる」

　学は嘆たん息そくした。わずかに沈ちん黙もくした後、嚙かんで含ふくむような口く調ちようで続ける。

「あいつはいなかったことになるんだろ？　〈片かた腕うで〉、岡おか町まち灯とう日か、式典を襲おそったテロリスト、この三人はまったく別の人間としてその存そん在ざいを抹まつ消しようされる。今いま頃ごろ岡町の転校届とどけが出てるんじゃないのか？　居きよ留りゆう区くの外の、どこか聞いたこともない学校へさ」

　六年前と同じだ。新たな憎にくしみを生まないように、真実は覆おおい隠かくされる。思うに人は現実をありのまま受け止められるほど、強くないのだ。梟ふくろうの会の手引きがあったとはいえ、アポストリが式典を襲い人を殺した。その事実が知しれ渡わたれば人間は報ほう復ふくを叫さけぶだろう。壁を破り、あの小さな楽園を焼やき払はらおうとするかもしれない。それで何が変わるわけでもないだろうに。

　だからこそ、誰だれかが防ぼう波は堤ていになる必要があるのだ。真実を知りつつ噓うそをつき続けられる人物が。

「なぁ、葉は桜ざくら」

「何？」

「俺達、これからもずっとこんな芝しば居いをしていかなくちゃいけないのかな」

「さっきのスピーチのこと？」

　学はこくりとうなずいた。

「おまえは別に俺と出会ったから人間を許ゆるしたわけじゃない。俺だってそうだ。結局俺は〈片腕〉を許せなかった。だから」

　だから彼は灯日を追った。彼を殺す気がないと言った彼女に刃を突きつけた。葉桜は不安そうな瞳ひとみで彼を見た。

「噓は嫌いや……？」

「嫌っていうんじゃない。こんな噓っぱちでも必要なのは分かってるからな」

「なら」

「でも、いつまで続ければいいんだ？　噓を隠すにはまた別の噓をつかなきゃいけない。たった一個でも噓がばれれば、それで終わりだ。今度こそおまえらを追い出せって話になる」

「学……」

　葉桜は驚おどろいたような表情で学を見ていたが、やがて小さく吹き出した。拳こぶしを口に当て、押し殺した笑い声を漏もらし始はじめる。学は眉まゆ根ねを寄せた。

「なんだよ、なにがおかしいんだよ」

「ご、ごめんなさい、でも」

　葉桜は目め尻じりを拭ぬぐった。

「学がそんなこと心配するなんて。私と一いつ緒しよにいるのは死んでも嫌だって、そう言ったのは誰だれだったかしら」

「あ、あれは……！」

　学まなぶは顔を赤らめた。葉は桜ざくらの視し線せんから逃のがれるように、顔を逸そらす。

「別に心配してるわけじゃない。ただ面めん倒どうくさいだけだ。今日みたいな式典にまた参加しなきゃいけないって思うとな」

　うふふと楽しそうに微笑ほほえみながら、葉桜は学と肩かたを並ならべた。つっと踵かかとを持ち上げて、学を見上げる。

「ねぇ学」

　葉桜が言った。

「あの時、彼女と戦っていた時に学は言ってくれたわよね。諦あきらめるな。二人で生きて帰れる方法を考えろって」

「……ああ」

「嬉うれしかった」

「……え？」

　突とつ然ぜんの言葉に振ふり向むこうとした瞬しゆん間かん、ぱしりっと鼻の頭に痛いたみを感じた。すぐそばに葉桜の顔、ふわりと甘い香かおりが学の鼻び孔こうを満みたした。

「は……葉桜!?」

　顔を押さえ慌あわてて身体を引く。中指ではじかれたのだ。そう気づいた時にはもう葉桜は少し離はなれたところにいた。背せ中なかで手を組み、白い頰ほおを薔ば薇ら色いろに染そめて学を睨にらみつけている。

「しっかりしなさいよ。どんなに辛つらい状じよう況きようでも二人で頑がん張ばればなんとかなるって、そう言ってくれたのは学じゃない。噓うそをつくのが嫌いやならつかないですむ世界を作ればいい。大だい丈じよう夫ぶ、時間はたっぷりあるんだから。みんなで頑張れば不ふ可か能のうなんてないわよ」

　たんと軽い靴くつ音おとをたてて葉桜が踵きびすを返す。肩かた越ごしに振り返りながら、学にふっと微笑ほほえんでみせた。

「早く戻もどりなさいよ！　みんな待ってるんだから」

　そう言うなり、葉桜は式典会場の方に向かって走っていった。鼻はな頭がしらにひりついた感かん触しよくが残っている。学は片手で鼻を撫なでながら、ただ呆ぼう然ぜんと葉桜の背中を見つめていた。

（不可能なんてない──か）

　確かに、ほんの二週間前までは自分がアポストリと一いつ緒しよにいるなんて想そう像ぞうもしなかった。今だって信じられない、まさかこの自分が……と思う。だがこれが現実だ。おそらく、ほんのわずかなきっかけさえあれば人は変わっていけるのだ。灯とう日かにはたまたまそのきっかけが与あたえられなかった。だが世間の大多数の人々は違ちがう。彼らには膨ぼう大だいな時間と可能性が残されている。学はわずかに口元を緩ゆるめると、降ふり注そそぐ陽よう光こうを受け止めるように天を仰あおいだ。

　空はどこまでも広く、湖ははるか彼方かなたまで続いている。鋭するどい日差しが水面みなもをまぶしく輝かがやかせていた。

　学はふっと目を細め、式典会場に向かいゆっくりと歩き出した。







　あとがき




　これは大変なところに来てしまった。




　もう十年以上昔、滋賀県米まい原ばら市、近おう江み鉄道の起点──米原駅でのことです。

　僕は人ひと気けのない吹きさらしのホームにいました。南には田園、東には山腹。周しゆう囲いに店てん舗ぽはなく背せの低ひくい建たて物ものがまばらに立たち並ならんでいます。切きつ符ぷは磁じ気きを使用しない厚紙製のもの、無む論ろん自動改札などあるわけもなく駅員さんが鋏はさみで切り込みを入れてくれました。

　当時の僕は東京に住むか滋賀県の彦ひこ根ねに住むかの選せん択たくを迫せまられていました。選択といっても僕の希望が入り込む余よ地ちはほとんどなく、多分、いや間ま違ちがいなく彦根になるだろうと言われていました。基本的に都会のもやしっ子だった僕は彦根という地名さえろくに知らず、ただただ見知らぬ町へ移うつり住すむことに不安を抱いだいていました。

　それでもまったく現地を見ずに転てん居きよもないだろうということで、岡おか山やま行きの新しん幹かん線せんに乗り込んだのが二月の頭。冷たい風が吹きすさぶ米原駅のホームで、当時まだ十代の僕は予想を上回る駅周辺の風景にひたすら啞あ然ぜんとしていました。

　米原駅から彦根へはローカル線で更さらに二駅。当時の彦根はちょうど工場街から観光都市・ベッドタウンへの転てん換かん途と上じようにあるように見えました。夢ゆめ京きよう橋ばしキャッスルロードは整せい備び中ちゆうで、湖岸の大型ショッピングセンターはまだ影かげも形もありませんでした。

　この町で何年も過すごすのかぁ、そう思いました。若かったのでしょう。駅前の風景を見ては東京と比べ商店街を歩いては都心の喧けん噪そうを思い出し、ただただため息いきをついていました。

　そんな僕を見かねたのか、滞たい在ざい先さきのおばさんが言いました。

「お兄さん、琵び琶わ湖こはもう見ましたか」

　まだですと僕は言いました。琵琶湖が日本一大きな湖ということは知っていましたが所しよ詮せんは湖だろうと思っていました。滞在予定はわずかに二日で、忙いそがしい中とりたてて見に行くつもりはないと僕は答えました。

　するとおばさんはにっこりと笑い「まぁ一度くらいは見てごらんなさい、歩いて行ける距きよ離りなんだし」と言いました。

　仕方なく重い腰こしを上げ湖岸道路を散歩に出かけました。乾かん燥そうした空気は肌はだ寒さむく、剝むき出だしの頰ほおを容よう赦しやなく叩たたいてきました。とりあえず軽く見てさっさと宿に帰ろう、そう思い松まつ原ばらの水泳場に足を踏み入れた時です。眼前へ広がる光景に僕は呆ぼう然ぜんとなりました。

　海でした。大おお海うな原ばらでした。

　砂浜に波が打ち寄せ潮しお騒さいの音が耳に届とどいてきます。鈍にび色いろの空と水平線が一体になり、雲くも間まから漏もれる光が水面みなもをきらきらと輝かがやかせていました。

　なんだこれはと思いました。これが湖？　噓うそだろう？

　茫ぼう洋ようとした湖面に魅み入いられ、ただただ砂浜に立ちつくしていた僕の視し界かいにふっと人ひと影かげが映うつりました。ぼんやりと僕はそちらに顔を向けました。

　一人の女の子が砂浜に立っていました。紺こん色いろのコートとマフラーを身につけ、白い頰ほおを赤く染そめて湖を見つめています。艶つややかな黒くろ髪かみが肩かたに流れ落ちきらきらと光ひかり輝かがやいていました。散歩の途と中ちゆうだったのでしょうか、彼女は長い睫まつ毛げを伏ふせ湖に向き合って静かにたたずんでいました。

　広い空とどこまでも広がる水面みなも、それを背はい景けいに黒髪をなびかせる女の子。夢のように幻げん想そう的てきな光景でした。

　一いつ瞬しゆんで虜とりこになりました。そして──、なんとも現金なことにそれを見た僕は瞬しゆん時じに「この町へ住むのもありかなぁ」そう思ってしまったのです。




　結果的に僕の新しん居きよは東京に決まりました。

　風吹きすさぶ二月の琵び琶わ湖こで思おもい浮うかべた彦ひこ根ねでの生活は、結局実現せず今に至いたります。ですが今でも時々ふと考えを巡めぐらせることがあります。あの時あの町に住んでいたら果はたして自分はどんな青春を送っていたのだろうと。

　この物語を書き始める時、最初に思い浮かべたのはあの日見た湖こ畔はんの情じよう景けいでした。もちろん実じつ際さいの彦根にはそれをとりまく壁かべもアポストリ達も存そん在ざいしません。ですが記き憶おくの中にある町まち並なみと松まつ原ばらの砂浜を文章に起こす度たび、まるで自分自身があの時に戻もどったようなひどく懐なつかしい気分になれました。

　この本を手に取っていただいた方々に、あの時僕の感じた彦根の空気を少しでも受け取っていただければこの上ない喜びです。




　最後になりますが、この物語を応おう募ぼするにあたり貴き重ちようなアドバイスをくれた友人・知人達、身に余あまる評ひよう価かと奇き跡せきのようなチャンスをくださった審しん査さ員いんの方々、度たび重かさなる改かい稿こうに根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様、美び麗れいなイラストで本を彩いろどってくださったイラストの森もり井いしづき様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇〇八年二月　夏なつ海み公こう司じ









夏なつ海み公こう司じ

１９７４年近畿地方某所で生誕。以来度重なる転居の末、現在は東京都在住。放浪癖があり、ふとした拍子で小旅行に出かけるものの方向感覚に乏しいためか頻繁に遭難。厳冬期の青森で凍死しかけた経験あり。とかく新しい物に目移りし勝ち。知人曰く、青い鳥症候群。
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森もり井いしづき

今の夢はアイスランドの誰もいない平原で一人でぼーっと立っていることです。









電撃文庫





葉は桜ざくらが来きた夏なつ











夏なつ海み公こう司じ
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